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　世間というものは、残酷だ。

　うまくいっていた者が地に落ちると、あっさり掌てのひらを返す。揶や揄ゆ、批判、嘲笑さえもする。

　でもって今、この僕……牧まき原はら大たい河がも、笑われている。

「最高にウケる！」「あいつ肥こえだめ落ちやがった！」

　落ちたのは地ではなく、肥だめだ。リアルの。

　高校入学直後の林間学校。夜の肝試しでコースから外れてしまい、足を踏み外した。農業もできる施設とはいえ、肥だめなんて今いま時どき作るなよ。

　すでに胸のあたりまで沈んでいる。上がるため藻も掻がいても、足元が柔らかくて逆に沈んでしまう。このままだと溺でき死しするかも……

　臭さに嘔え吐ずきながら、見下ろしてくる十数人のクラスメイトに懇こん願がんする。

「おい助けてくれ。ここから引き上げてくれ！」

　……笑い声が返ってきた。

　どうやら、僕をダシにして盛り上がるのに夢中のようだ。

　ライトで照らしながら動画撮ったり、「おもしれーもん見れるから来いよ」とか電話してるヤツもいる。人でなしどもめ。

　肝試しで、僕とペアを組んでた宝ほう来らいミサキという女も「ツイッターにあげよ」と写真を撮ってる。男子と顔を寄せ合い、

「彼『悲運のエース』牧原大河だよ」「マジ？　すげえ投手だったのに、いろんな意味で堕おちたな」

　屈辱に奥歯をかみしめる。

（畜生め。なにが『ノーブレス・オブリージュ』だ）

　それが、この春から通う名門校『煌こう導どう学がく院いん』の校こう是ぜ。

　フランス語で『高貴な者は他者を救う義務がある』という意味だ。

　煌導学院はもともと、江戸時代の藩校をルーツとしている。明治時代には、華族しか入ることが許されなかったらしい。

　現代でもその流れを汲くみ、入学するのは政治家や金持ちの子息ばかり。

　ウチは両親とも平凡な会社員。だが僕は野球でＵ－15アンダーフイフテイーンの日本代表にもなったので、スポーツ特待生として入れたのだ。

　……もっとも、入学前に交通事故に遭あって、二度と野球できない体になったけど。

（クラスメイトの奴やつら、ノーブレス・オブリージュの校こう是ぜにしたがい、僕を助けて欲しいもんだが……）

　全く、その気配はない。

（このザマじゃ『ノーブレス』ってのも、看板倒だおれに違いない）




　ノーブレスとは、煌こう導どう学がく院いんの全生徒の頂点に立つ組織だ。




　役割は、生徒会的な仕事に加え……

　校是を体現し、生徒を扶たすけること。悩み相談に乗ったり、応援したり。

（ノーブレスの会長──二年の、近衛このえ・Ｒルイーズ・知ち佳かさんだったか）

　この林間学校にも、僕たち新入生をもてなすために来ている。

　歓迎の挨拶をしてくれたが、その内容と語り口に感動する新入生が続出した。泣いてるやつさえいたぞ。

（すごい美人だったな……ぐえっ）

　現実逃避してる場合じゃない。

　もはや汚お泥でいは口や鼻も塞ぎはじめ、呼吸が途切れ途切れにしかできない。

「た、頼むから助けてくれって！　マジでやばいんだから！」

　なのに──見下ろしてくる同級生は皆、スマホを向けて笑ってるだけ！　なんて奴らだ。

　でも……

（どうせ世間なんて、こんなもんだ）

　交通事故のあとは、散さん々ざんマスコミのネタにされた。お涙頂ちよう戴だいの再現映像を放送されたのには吐き気がした。

　ＳＮＳ、まとめサイトには『体が小さすぎて、どうせプロになれる器じゃなかった』とか書かれた。

　投げる姿にキャーキャー言ってた女子も離れていった。

『我が街の英雄』と讃たたえていた近所の人々は、哀れみの目を向けてきた。

（……もう、なにもかも嫌になった）

　僕なんか、肥こえだめで溺でき死しがお似合い……と沈むのに身を任せたとき、

「この騒ぎは何です？」

　澄んだ声が聞こえた。

　野や次じ馬うまが真っ二つになり、その間を女性が歩いてくる。

　夜風にそよぐ長い金髪が、月光できらきらと輝いている。

　きっちり制服を着こなし、冷たい蒼あおい瞳と相まって女将校のような雰囲気。だが隠しきれない色気を、豊かな胸や黒ストごしの長い脚から漂ただよわせている。




　ノーブレス会長、二年生の近衛このえ・Ｒルイーズ・知ち佳かさんだ。




　生徒からの支持率は九割超え。

　成績は常に学年一位。運動神経も圧倒的で、数々の運動部の助すけっ人ととなって勝利をもたらす。

　それだけなら只ただの『優秀な学生』だが……

　ＳＮＳの登録者20万人超えのインフルエンサーであり、

　天才若手女優として、名門劇団で活躍し、

　ボランティア活動も盛んに行う。

　とんでもない完璧超人なのだ。金髪碧へき眼がんなのは、父親がアメリカ人だかららしい。

　その近衛さん、肥こえだめで死にかけの僕を見て、息を呑のむ。

　生徒達を睨にらみつけ、

「あなたたちは何をしているのですか！　苦しんでいる彼が見えないのですか!?」

　その剣けん幕まくと裏腹に、僕は冷めた気持ちのままだった。

（どうせ『いい人アピール』してるだけだろ）

　そのまま、沈むのに身を任せていると……驚いた。




　近衛さんが肥だめに飛び込んできたからだ。




「ええっ」「マジか」

　野や次じ馬うまから悲鳴があがる中。

　近衛さんは胸まで浸つかり、縁ふちの草を掴つかみ、懸けん命めいに手を差し出してくる。

（──こ、こんな人、いるのか）

　周りに一いつ切さい同調せず、僕を助けようとしてる。移り気ぎな世間に翻ほん弄ろうされてきた僕には、新鮮な驚きだった。

　しかも糞ふん尿にように飛び込んでまで……これが、ノーブレス・オブリージュ！

「さあ、掴んで下さい」

　右手を差し出しかけたが、肩の傷に微かすかな痛みが走った。

　なので左手を近衛このえさんと繋つなぐ──近衛さんが「えいっ」と引っ張り、二人で肥だめから出ることができた。うずくまって咳せき込こむ。服に汚お泥でいがしみて、ずっしり重い。

　半笑いの同級生たちがマスコミのように、僕にスマホを向けてくる。次々とシャッター音が鳴るが……近衛さんが僕をかばうように両手を広げ、撮影を遮さえぎってくれた。

「やめなさい。そして撮った動画や写真は、今すぐ消しなさい」

　声は静かだが、凍いてつくように冷たい。

「ＳＮＳなどにアップしたら、この近衛・Ｒルイーズ・知ち佳かが許しません」

　気け圧おされたように、皆が慌ててスマホを操作する。

「さあ、水場へ行きましょう」

　皆が臭においに顔をしかめる中でも、近衛さんは『何も恥じることはない』という風に、悠ゆう然ぜんと歩きはじめる。

　慌ててその隣に並んだ。

「す、すみません。僕のために汚れて」

「お気になさらず。この一件が美談として広がれば、わたくしの支持率はさらに上がるでしょう。そのほうがノーブレスの仕事がやりやすくなります」

　一いつ見けん、打算的な言葉だが……

　少し矛盾がある。

「ではなぜ、動画や写真を消すよう言ったんですか？　僕を助けるあなたの姿が拡散したほうが、支持率は上がりやすいはずです」

「そ、それはですね……」

　言葉に詰まり、やや頬ほおが赤い。

　どうやら美談云うん々ぬんは照れ隠しだったらしい。それを裏付けるように、話をそらしてくる。

「本当に、あなたが気に病む必要はないのです。肥こえだめは、イメージほど汚くないのですから。糞ふん尿にようを放置しておくと発酵熱で約80℃にもなり、寄生虫の卵は死滅するのです」

　気き遣づかってくれているのだろうか。

「なるほど、そうなんですか」

「ええ。だから気にすることはありませおぇええええええっ!!」

　四つん這ばいになり、嘔え吐ずく近衛さん。

「えっと……汚くないのでは？」

「あくまでイメージよりは！　です！」

　碧へき眼がんが涙で潤んでいる。地面を叩たたき「Oh my godオーマイゴツド!!」と凄すごく良い発音で叫ぶ。

（当たり前だけど、嫌でたまらなかったんだ。なのに……）

　近衛このえさんは、命を救ってくれた。

　それだけではない。クラスメイトや世間に絶望していた、僕の心もだ。

　汚お泥でいにまみれても、この人は誰よりも美しい。




　野球に替かわる新たな目標が、見つかった。




「僕は牧まき原はら大たい河がといいます。煌こう導どう学がく院いんには、野球のスポーツ推薦で入りました」

「えっ、あなたが」

　近衛さんも僕のことを知っているらしい。

　中学野球全国大会でチームを準優勝に導き、Ｕ－15アンダーフイフテイーンにも選ばれた右腕。

　煌導学院へのスポーツ推薦が決まっていたが……交通事故にあい、右腕が壊れた。日常生活に支障はないが、投手は二度とできない。

　推薦が取り消されなかったのは、煌導学院が世論に配慮したためだろう。僕は『暴走自動車から、身を挺ていして同級生を助けた少年』『悲運のエース』として一いつ時とき話題になったからな。取り消しにしたら、非情の誹そしりは免まぬがれない。

「僕はノーブレスへ入って、あなたのもとで働きたいです」

　近衛さんのように『ノーブレス・オブリージュ』を体現する人間になりたいから……

　などではなく。

　惚ほれたからだ。この人と一緒の時間を過ごしたい。

「そのお気持ちはありがたいです。でも入るには、学年三位以内の成績が必須ですよ？　牧原君の学力はどれほどですか？」

　うっ。

　中学時代、勉強はある程度できたが、とても高偏差値の煌導学院で通用するレベルではない。

「僕の学力は……学年最下位に近いでしょうね」

　──だが、それがどうした。

　たかが『学年』の三位ではないか。練習を重ね『全国』で準優勝した僕がなれないわけがない。

（恋心をエネルギーに、正しい努力をすれば十分可能なはず）

　やる気を燃やす僕に、近衞さんは諭さとすようにいった。

「それならあまり難しい目標は立てず、まずは授業に慣れる努力を……」

「いえ、ノーブレスに入るという目標は変えません。水場で体を洗ったら、さっそく勉強開始します」

「今日からですか!?」

　どうせ肥こえだめの件でクラスメイトからハブられるだろうし、ちょうどいい。

　近衛このえさんと付き合う──その大目標以外は、全て些さ事じだ。
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「あれが『悲運のエース』か。しかし姉貴、潔けつ癖ぺき症しよう気味なのに無む茶ちやしやがって」

「私も手伝ってあげたかったけど、出たら大さわぎになるから無理だったべ」

「知ち佳かねー気づいてないだろうケド、あの牧まき原はら君って、知佳ねーに惚ほれたね。オモシロくなってきた♪」

「でもスポーツ推薦崩れの人が、学年三位なんて至し難なんの業わざなのだ」

「こっからどうなるか、少し見ものだな」
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　林間学校から五ヶ月後──夏休み明け。

「……まさか本当に、ノーブレスに入ってくるとは思いませんでした」

　大きな執務机の向こうで、近衛このえ・Ｒルイーズ・知ち佳かさんは無表情でいった。

　ここはノーブレスの会長室。

　近衛さんが、執務をする部屋である。

　内装はシンプル。筆記用具やノートＰＣなどがある執務机、本棚、電気ポットや茶葉が置かれた台など。

　近衛さんは、僕の成績が書かれた紙を見て、

「貴方あなたは入学時、ほぼ最下位の二六四位。そこからグングン成績を伸ばし……先日の夏休み明けテストで三位に入り、ノーブレスに入る条件を満たしたのですね」

「帰宅後は勿もち論ろん、学校の休み時間も勉強しましたからね。夏休みはアパートにこもって、一日十四時間ほど」

「受験生みたいですね……」

　貯金をほとんど使い、腕利きの家庭教師を雇った。その人から学習方法を教わり、それを野球で培つちかった根性で続けただけだ。

　近衛このえさんが、ひんやりした碧へき眼がんを向けてきて、

「友人と遊ばなくてよいのですか？」

「大丈夫です。学校に友達一人もいませんから！」

「大丈夫の意味が……」

　林間学校後、案の定クラスメイトから肥こえだめ事件をイジられた。トイレに行こうとすると『おい牧まき原はら！　落ちるなよ！』とかね。

　付き合う義理はないので無視していると、クラスで孤立した。だがおかげで勉強時間を確保し、ノーブレスに入れたのだ。さ、寂しくなんかないもんね。

　僕は会長室を見回して、

「ところで……ノーブレスって、他のメンバーはいないんですか？」

「わたくしと牧原君だけです」

「え？」

「ノーブレスに入るには、学年三位以内の成績を修めた上──理事長の承認をいただかねばなりません。そこで弾はじかれる人が多いのです」

　理事長……確かに、不機嫌そうなお婆ばあさんと面談した。

　ちょっと話しただけで『合格』と言われたけど。そんなにあの面談、狭き門だったのか？

　──それはさておき。

　僕は尋ねる。

「ノーブレスの仕事は、生徒会的な役割に加え、生徒を扶たすけることですよね。ざっと思いつくだけでも、学校行事の運営、予算編成、悩み相談とか大変な仕事量ですが……それを、近衛さんたった一人でしてきたのですか？」

　何な故ぜか近衛さんは、居い心地ごこち悪そうに目をそらして、

「大したことではありません」

（なんて謙虚な人だろう）

　チョロく惚ほれなおしていると、近衛さんは書類の山に手をつけ、黙読したり決裁印を捺おしたりする。凄すごいスピードだ。

　手持ち無ぶ沙さ汰たなので尋ねる。

「あの、僕は何をすれば」

「いまは、わたくし一人で充分です。あなたが加わると、むしろ非効率になるでしょう」

　……うぉ。

　結構ショックだ。

　でも……仕事に没ぼつ頭とうしている近衛このえさんからは、悪意を全く感じない。『事実をそのまま言った』って感じだ。忖そん度たくとか、一いつ切さいしないタイプなんだろうな。

「わかりました。では勉強していますので、何かあれば声をかけてください」

　部屋の隅の机に向かう。

　成績を落とすとノーブレスから強制的に脱退させられるので、まだまだ勉強の手は抜けない。

（でも仕事がきたら全力でやるぞ。役に立つところを見せないと）

　近衛さんをちらりと見る。

　金髪を彩いろどる、桜のヘアピンが可愛かわいい。

　表情は凜り々りしいけど、ずっしりした胸を机に乗せてるのが蠱こ惑わく的てきだ。あんなに大きいと大変なんだろうな。

　それにこの部屋ホコリ一つ落ちてないし、備品一つ一つがピカピカだ。近衛さんが綺き麗れい好ずきだとわかる。

（なのに）

　肥こえだめに飛び込んで、僕を助けてくれたんだ！

（あんなこと普通できないよ。愛いとおしすぎる）

　恋心は溢あふれんばかりだが……告白を焦ってはいけない。

　五ヶ月も猛勉強して、ようやく一緒に過ごせるようになったんだ。じっくり仲を深めてから、想おもいを告げよう。
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「おー、あいつ、マジでノーブレス入ったんだな。……よく見ると、すっげえ可愛い顔してんな」

「まあいかにも、楓ふう子こねーが好きそうなタイプだね。年下だし」

「わかってるじゃねえか光ひか莉り。しかし成績爆ばく上あげはともかく、よく性しよう悪わるババアの理事長が認めたな」

「そだね──あ、知ち佳かねーに見とれてる。やっぱ完全に惚ほれてるじゃん。ねえ愛あい」

「うん。でもそのことに、知佳姉さんは全然気づいてないべ……舞まい姫ひめ姉さんは見なくていいんだべか？」

「演劇の稽古で忙しいのだ。この場面、私はこう動いて……」

「おい舞まい姫ひめ、物音立てるなっ」
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（ん？）

　僕は天井を見上げた。何かが動くような音がしたからだ。

「近衛このえさん、天井裏にネズミでもいるんでしょうか？」

「……そうかもしれませんね」

「僕が天井裏に上がって、駆除しましょうか？」

「そ、その必要はありません」

　なぜか慌ててこちらを見る。胸が机の書類に当たって数枚落ちた。

「牧まき原はら君がケガしたら大変ですから」

（近衛さんに心配された！）

　チョロく有頂天になっていると。




　ドアがノックされた。




　近衛さんが「どうぞ」と言うとドアが開き、やや派手な女子が入ってくる。

　緊張しているようだ。学がく内ない一のカリスマと会うためだろう。

「わ、私！　一年二組の宝ほう来らいミサキと申します。会長さんにご相談がありまして」

　ノーブレスは、生徒からの相談をいつでも受け付けているという。僕も頑張らねば。

　ただ問題は、コイツが……

「あ、牧原じゃん」

　僕をイジってくるクラスメイトだってことだ。林間学校では苦しむ僕を見て『ツイッターにあげよ』と撮影もしてたな。おのれ。

「ねえ牧原、あんた最近、成績爆ばく上あげするわ、ノーブレス入るわで、クラスのみんなビックリしてるよ」

　僕のような『特待生崩れ』は、難しい授業についていけず、他校に編入するか不良になる者が多い。

　いずれ僕もそうなると、クラスメイトはタカをくくっていたようだ。賭けしてる奴やつもいたしな。

（クラスの奴やつなんて、顔も見たくねぇ）

　でも、ノーブレスに入った以上、嫌いな奴の悩みごとも解決しなきゃ。それが近衛このえさんからの好感度アップにつながるはず。

（割り切ろう）

　ため息を押し殺し「ようこそ」と笑顔を作る。

　近衛さんが手で示し、

「そちらの応接室で、お伺うかがいします」

　会長室の隣には応接室があり、テーブルを挟んで二人掛けのソファが、向き合うかたちで置かれている。

　僕はお茶を用意したあと、近衛さんと並んで、宝ほう来らいミサキの向かい側に座った。

　近衛さんが質問を開始する。冷たい美貌と相まって、敏腕検事みたいだ。

「宝来ミサキさん。貴方あなたの悩みをお聞かせください」

「はい。実は……」

　宝来はクラスメイトの『山やま田だ』に惚ほれているらしい。

　その名に、また嫌な記憶が蘇よみがえる。林間学校で『すげえ投手だったのに、いろんな意味で堕おちたな』とか僕をディスった男だ。

　宝来の相談は『山田君に告白して付き合いたいが、勇気が出ない。どうすればいいでしょうか』──

（恋愛相談か。近衛さんはどう答えるだろうか）

　好きな人の恋愛観を知るチャンス。

　近衛さんは「なるほど」とうなずき、




「その男性のことは忘れなさい。高校での恋愛など時間の無駄です」




「「ええー？」」

　根こん本ぽんからの全否定に、僕と宝来がハモった。

　近衛さんは、なぜかプロジェクターを持ってきて、ノートＰＣとつないだ。

　マウスで操作すると……プロジェクターにより、壁にグラフなどの資料が映る。万まん一いちの妊娠リスク、風ふう紀きの乱れなど『高校生の男女交際の弊へい害がい』が並べられていく。

　近衛さんは説明を終えると、

「ちなみに、これはわたくしが作った資料です」

　こんなもん作ったのか……少しズレてる気がするな。

（ただ、これはまずい）

　宝ほう来らいと山やま田だの恋など、僕にとってハエの交尾よりも価値がない。

　だが近衛このえさんが『高校時代の恋愛は無駄だ』と言い切ってしまったら。

（僕が、近衛さんと付き合えなくなるじゃないか！　それは困る）

　近衛さんを論破しなければ。

　挙手して、

「近衛さんが仰おつしやったことは、間違ってないかもしれません」

「ええ」

「その上で質問ですが、学生の本分はなんですか」

「もちろん勉強です」

「ですよね。では恋愛が──学力向上に絶大な効果を持つなら、無駄ではないのでは？」

　近衛さんも、宝来も、僕を不思議そうに見つめる。

「僕が成績を、最底辺から急激に上げられた、のは──」

　声が上うわずる。あぁ、もっと仲を深めてから言いたかったのに……！

　でも近衛さんを論破せねば、僕の恋は成じよう就じゆしない。

　立ち上がり、告げた。




「林間学校で近衛さんを好きになり、傍そばにいたいと思ったからです！　野球ができなくなって腐ってた僕に、あなたが生きる希望をくれたんです！」




　宝来が「へ？」と口をあんぐりあけた。まあ恋愛相談に来て、目の前で告白が行われたら無理もない。

　いっぽう近衛さんは相変わらずの無表情。僕を見る目は、冷たいままだ。

　僕は沈黙に耐えかね、

「ど、どうですか近衛さん」

「何がです？」

「僕という成績急上昇の実例を目まの当たりにしても、高校生の恋愛は無駄だといいますか」

　近衛さんは肩をすくめる。

　空からになった宝来の茶ちや碗わんを見て、

「お茶、淹いれ直してきましょう」

　会長室へ入っていった。

　……ぜ、全然響いてない？　空回りした感が凄すごいぞ。

（お、終わった。ノーブレス初日に振られる！　毎日必死で勉強したのになあ……！）

　頭を抱えてうずくまる。全国大会決勝で、サヨナラホームランを打たれたとき以上の絶望感。

　そのとき、宝ほう来らいが弱々しく言った。

「ゴ、ゴメン牧まき原はら。私のために、会長に反論してくれたんでしょ」

（は？）

「私、あのまま会長の言うこと聞いてたら、多分告白しないままだったと思う。『会長の言うことだから間違いない』って。それを言い訳にして」

「お、おう」

「それを防ぐために、振られる事も覚悟で、ああ言ってくれたんじゃない？」

　……

　──アホか、こいつ。

　なんで、僕が死にかけのとき笑ってたヤツのため、そんな事しなきゃならん。

　……だが、これは利用すべきだ。

（ドアの向こうで、近衛このえさんが聞いてるかもしれない）

　好感度がアップするよう、一ひと芝しば居い打とう。

　近衛さんにも聞こえるように、やや声を張り気味に、

「へへ、気付かれちまったか」

「ご、ごめん……肥こえだめに落ちたところを撮影したり、山やま田だ君とイジったりして……」

　宝来が感動のためか、手で顔を覆おおって泣き出した。

　僕はゴミを見るような視線を向ける。だが、それとは裏腹に優しい声を出す。

「大丈夫。気にしていないよ」

　好感度よ上がれ。ゲームセットまで絶対に諦めんぞ！
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　ウチ──近衛家三女の近衛・Ｌレイラ・光ひか莉りは、三人の姉妹と共ともに、会長室の屋根裏部屋に設置されたモニターを見てた。

　知ち佳かねーの髪に取り付けてある、超小型ウェアラブル・カメラの映像だ。桜のヘアピンに偽装しているので、まず気づかれない。

　牧まき原はら大たい河が君の顔が、大おお写うつしになっている。

　彼は勇気を振り絞った様子で、

『林間学校で近衛このえさんを好きになり、傍そばにいたいと思ったからです！』




「「「「おお───」」」」




　拍手が巻き起こる。

　屋根裏部屋は十五畳くらい。立って歩けるほどの高さがあり、テーブル、本棚、エアコン、冷蔵庫、仮眠用ベッドすらある。

　金髪ショートカットの、あぐらをかいた女子──二女の楓ふう子こねーが膝をたたき、

「初日に告ったよ！　さすが『悲運のエース』。肚はらが据すわってるな」

　五女の愛あいも興奮気味だ。柔にゆう和わな顔を上気させて、

「びっくりしたべよぉ。舞まい姫ひめ姉さん、どう思う？」

「台ホ本ン読みに集中したいと思うのだ」

　面めん倒どそうに返すのは、床にうつぶせになる四女の舞姫だ。文化祭の演劇で主演を務めるため、準備に余よ念ねんがない。
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　ここにいるウチら四人、そして知ち佳かねーは──髪型や制服の着こなしは違うけど、全く同じ顔。

　一卵性多た胎たい児じなんだよね。

　ノーブレス会長『近衛このえ・Ｒルイーズ・知佳』は、勉強と運動ができて、インフルエンサーで、女優もやってて、ボランティアにも熱心な、完璧超人として名高いけど……

　何のことはない。

　得意分野に応じて入れ替かわり、五人一役で演じてる。テストは知佳ねー、体育は楓ふう子こねー……という具合に。

　その多才ぶりに、学がく内ないでは『会長の五変化』なんて言われてるんだよね～。

　学校での役割分担を簡単に書くと、こうなる。




長女の知佳　全国でも五指に入る学力……勉強担当

二女の楓子　超高校級の運動能力……運動担当

三女の光ひか莉り（ウチ）　ＳＮＳのフォロワー数20万人超のインフルエンサー……コミュニケーション担当

四女の舞まい姫ひめ　天才女優……全校集会などでの演説担当

五女の愛あい　聖母みたいに優しい……ボランティア活動など担当




　なぜこんな面倒なコトをしているのかは、厄介な事情があるんだけど──

　その説明はアト。今、面白い事が起こっているからね。映像に注目しなきゃ。

　知佳ねーはさっき、牧まき原はら君の告白にも冷静さを崩さなかったけど……

　会長室へ飛び込んだ瞬間、映像が下へ大きく動いた。しゃがみこんだのだろう。

『牧原君はわたくしが好き？　だ、だから血の滲にじむような勉強をしてノーブレスへ？』

　あはは。珍しくテンパってる。一人になった瞬間に恥ずかしくなってきたみたい。

　ドア越しに、牧原君と宝ほう来らいさんの会話が聞こえてきた。




『私のために、会長に反論してくれたんでしょ』

『へへ、気付かれちまったか』

『ご、ごめん……肥こえだめに落ちたところを撮影したり、山やま田だ君とイジったりして……』

『大丈夫。気にしていないよ』




　ドア越しなのに、なぜか牧まき原はら君の声が、やたらはっきり聞こえる。

　それはさておき。

（へー、宝ほう来らいさんと山やま田だ君って、牧原君に酷ひどい事したんだ）

　なのに牧原君は、宝来さんがちゃんとアドバイス受けて、山田君とカップルになれるように……

　振られるのも覚悟で、知ち佳かねーへ告白したってわけ？　なかなかできる事じゃない。

「な、なんてデカい男だ！」「いい子だべ」

　二女の楓ふう子こねーも、五女の愛あいも感心している。




　ピッ




　電子音とともに、床下──会長室の天井部分──が開き、梯子はしごが下りていく。知佳ねーがリモコンで操作したのだろう。

　梯子を登ってきた知佳ねーが、

「光ひか莉り、交代してください。わたくしに恋愛相談は向かないようです」

「了解ラジヤー。ところで知佳ねー、告られた気分はどう？」
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　あはは。普段はクールなのに、耳まで赤くなってる。

　ウチは知佳ねーからヘアピン型カメラを受け取り、髪に装着。学校で『近衛このえ・Ｒルイーズ・知佳』の役割をする者は、これを着ける事になっている。

　カメラで情報共有しないと、色々やっかいな事が起こる。

　たとえば知佳ねーがＡさんと話したあと、ウチと交代する。

　それからウチもＡさんと話した場合、『前の会話』を覚えていないと不自然になっちゃうでしょ？

　知佳ねーが、ウチに両手を合わせ、

「光莉、お願いが」

「なにー？」

「告白、断ってきてくれませんか？」

　……少し、イラっとした。

（そういうの、自分で言うべきじゃない？）

　知佳ねーは学力すごいけど、人の気持ちに鈍感な時があるよ。悪気はないんだろうけど。

（そのせいで、たまに喧けん嘩かしちゃうんだよね……）

　まあでも、知ち佳かねーにＯＫする気がないなら、しょうがないか。

（牧まき原はら君には気の毒だけど）

　少し同情しつつ、梯子はしごで会長室へ降りた。

　応接室のドアを勢いよく開け、元気いっぱいに言い放つ。

「おっ待たせーっ☆」

　牧原君が「へ？」と目を丸くした。知佳ねーとテンションや見た目の差がありすぎるから、無理もないけど。

　ウチは、制服をかなり着崩してる。

　ネクタイをせず、ワイシャツは第三ボタンまではずし、スカートは膝上30センチくらい。髪もふわっとしたサイドテール。

　いつも黒スト穿はいてる知佳ねーと違い、素足だ。

　総じていうと、ギャルっぽい。

　ウチの姿に、牧原君は赤くなってる。目が合うと恥ずかしそうにそらし、もじもじする。

（可愛かわいいなぁ。中学ミドルスクールまでずっとベースボールしてたらしいから、あまり女子慣れしてないのかな？）

　この子とお話ししたいけど、先に宝ほう来らいミサキさんの相談を終わらせないと。

「Heyヘイ!　ミサキ」

「は、はい」

「さっきはゴメンね。『高校での恋愛は時間の無駄』なんて嘘うそ！　あなたの覚悟を試したの」

　それを聞いた牧原君が、愕がく然ぜんとした様子で、

「え、それじゃ僕の告白、意味なかったじゃん……」

　それはゴメンね。

　宝来さんは少し見た目が野や暮ぼったいので、手持ちのメイク道具で化粧や髪型を整え、やり方も教えてあげた。

「うん、ベリーキュート！」

「chikaチカさん直じき々じきにメイクして貰もらった……」

　chikaはウチのＳＮＳ上での名前。インフルエンサーの端くれだし、宝来さんにとって自信になるかも。

「でもねミサキ、告白で一番大事なのは」

　ウチは牧原君の隣に腰を下ろし──

　その首の後ろに両手を回し、抱きついた。

「勇気だよ！　さっき『私』に告白した、この牧まき原はら君みたいにね」

「はい」

　宝ほう来らいさんは深々と礼をして、ドアへ向かう。帰り際に「ありがと牧原」と声をかけていった。

「ここ、近衛このえさん」

　ありゃ、牧原君が目を回しかけてる。まあ『好きな人』に密着されたら、こうなるか。

（……でも）

　間近で見ると、ものすごい美少年ですよこの子。

　可か憐れんな女の子みたいで、庇ひ護ご欲をそそられる。身長はウチより低い……百五十センチ後半？　よくこんな小柄で、日本代表の投手になれたものだ。

「あ、あのっ、近衛さん」

「なぁに～？」

「告白の返事は」

　あー、知ち佳かねーからは『断って』と言われたな。

　気が重いけど、しょうがない。

「ごめんね」

「……」

　この世の終わりのような顔！

　あまりに痛ましくて、慌ててつづけた。

「えと『ごめんね』っていうのは──まだ牧原君の事あまり知らないし！　だから考える時間が欲しいって意味！」

　ぱああっ、と笑顔になる牧原君。可愛かわいい。

「わかりました。近衛さんにオッケーしてもらえるよう、僕、もっともっと頑張ります！」

（Ｏオｈー……）

　キュンときてしまった。

　同い年の姉妹と普段過ごしてるから、こういう頑張り屋の年下に弱いんだよね。

（知佳ねーのお願い守らなかったけど、まあいいか）

　断るなら自分で言うべきだよ。うんうん。

　それに……クールな知佳ねーが慌てるさまを想像すると、少し楽しくもある。

　ウチは楽しいことが大好きだ。

　なので、知佳ねーと牧原君の関係性に、スパイスを加えよう。

「呼び方が『牧原君』じゃ堅いよね。キミの名前は大たい河がだから……」

　彼の鼻先に人差し指を当て、

「今日からキミを『タイガー君』って呼ぶ」

「あ、あだ名ですか」

　ふふふ。これで知ち佳かねーも『タイガー君』と呼ばざるを得なくなる。

　あの堅かた物ぶつの姉が、男子をあだ名で呼ぶなんて見たことがない。これは見ものだ。

「タイガー君。頑張って『近衛このえ・Ｒルイーズ・知佳』を惚ほれさせるんだぞ♪」

　彼の頬ほおに、軽くキス。

　……挨拶のつもりだったけど、日本じゃちょっとやりすぎかな？

　案の定タイガー君は真っ赤になり……ソファに仰あお向むけに倒れ込んだ。あちゃー。

　その頭をぽんぽん叩たたき、会長室へ入る。屋根裏へ行くため、リモコンで梯子はしごを降ろす。

　さぁて、知佳ねーはどんな顔してるかな？
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　僕はボンヤリと天井を見上げた。

　近衛さんに抱きしめられて、体中が火ほ照てっている……とくに頬が熱い。

[image: ]

（夢でも見たのか）

　クールな近衛このえさんがいきなりギャルっぽくなって。密着されて！　どこもかしこも柔らかかった。着崩した服から胸の谷間も見えたし……キスまでされた！

　尋常じゃないギャップ萌もえ！

（『会長の五変化』──噂うわさには聞いてたけど、あれほどとは）

　近衛さんは着こなしや口く調ちようを変えることで、キャラを切り替かえるらしい。

　まるで別人みたいだった。

　五変化、ということは、まだ残り三変化もあるわけか。ノーブレスの活動をしていく上で、お目にかかれる機会があるかも。

　それに、何より良かったのは……

（フラれなかった。助かったぁ！）

　ガッツポーズし、お茶などを片付けて会長室へ入った。

　近衛さんは……執務机に座り、書類を確認していた。さっきと真逆に制服をきっちり着こなし、無表情だ。

「牧まき原はら君、おつかれ様です」

　口調も戻ってる。切り替えの早さが凄すごすぎる。

　……って、あれ？

「さっき僕のこと、『タイガー君』って呼ぶって」

「！」

　近衞さんがハッとした。

　なぜか、一瞬だけ天井を睨にらみつけてから……

　頬ほおを染め、僕を上目遣づかいで見てきて、

「た……タイガー……くん……」

　むはー！

　なんで自分から『あだ名で呼ぶ』って言ったのに、こんな照れてるの？　なんだか知らないけど可愛かわいい。

　もう一度、その甘美な響きを味わいたくなって、

「すみません、聞こえませんでした」

「あまり調子に乗らないように」

　睨みつけられた。反省。

　近衛さんは、話をそらすように咳せき払ばらいして、

「さて。先程ＬＩＮＥラインで、またも生徒からノーブレスに依頼が来ました。牧原く……タイガー君にも手伝っていただきます」

「お任せください。全身全霊でやります！」

　近衛このえさんは細い首をかしげた。金髪が肩をさらさら流れる。

「ずいぶんやる気ですね？」

「はい。貴方あなたがさっき『頑張って「近衛・Ｒルイーズ・知ち佳か」を惚ほれさせるんだぞ♪』って仰おつしやってましたから」

「……」

　あ、うつむいちゃった。金髪の間からのぞく耳が赤い。意外に照れ屋なのかも。

「で、依頼とはなんですか」

「女子バスケ部の応援です。こんど北ほく央おう大だい付ふ属ぞく高こう校こうとの対抗戦が行われますから」

　北央大付属は、同じ宮城県内にある伝統私立だ。わが煌こう導どう学がく院いんとはライバル関係。

「このところ我が校の女子バスケ部は部員が減り、弱体化し、連敗が続いています。勝利を引き寄せるため、ノーブレスに応援に来てほしいとのことです」

　なるほど。カリスマ性にあふれた近衛さんが応援すれば、士気は上がるだろう。

（しかし近衛さん、こんなにクールなのに応援とかできるのかな？）

　ならばまた『会長の五変化』でキャラを変えるのだろうか？

　新しい一面を見られるかもしれない。楽しみだ。
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　私は近衛このえ家・五女の愛あいだべ。

『近衛・Ｒルイーズ・知ち佳か』における五人一役では、ボランティア活動や、花壇の手入れなどを担当してる。

　それに、今日のように部活の応援をすることもあるんだ。中学ミドルスクールまでいたシアトルではチアリーディング部にいたから、お手の物。州大会の団体戦で優勝したこともあるべ。

　放課後、会長室の屋根裏部屋で、チアの衣い裳しように着替える。そばでは二女の楓ふう子こ姉さんが、バランスボールの上で逆立ちしていた。私も運動神経に自信はあるけど、この人は規格外だべよ。

　授業を受けていた知佳姉さんが、梯子はしごを登ってきた。

「では愛。応援の方、よろしくお願いします」

「了解だべ」

　ヘアピン型カメラを受けとって装着し、会長室へ降り立つ。

　体育館の近くへ行くと、小柄な少年──タイガー君がいた。参考書らしき本を読んでいる。ノーブレスに居い続つづけるため勉強しているのだろうか。

　その近くを、数人の野球部員が通りかかった。タイガー君を見てボソボソ話しあい、哀れむような視線を向ける。

　タイガー君は、悔しそうに唇をかんだが……また勉強に戻った。

　胸が痛くなる──彼は日本代表にもなったのに、肩を壊した。野球部からは、特に好奇の目を向けられるのだろう。

　決して愉快なものではあるまい。元気づけてあげなきゃだべ。

「おつかれ、タイガー君！」

「おつかれ様です近衛さ……って、わあっ」

　タイガー君が私を見るや、頬ほおを染めた。

　目をそらして、もじもじと、

「チアのユニフォーム、ですね」

　見せびらかすように、タイガー君の視線の先へ移動する。上目遣づかいで、

「似合う似合う？」

　タイガー君は、あたふたしていたが。

　声を詰まらせながら、

「あ、あなたは何を着ても、すごく素敵です」

「！」

　頬ほおが、カッと熱くなったべ。

『あなた』と言われたからね。むろん知ち佳か姉さんのことを指さしてるんだろうけど。

　……うーん、タイガー君、美少年ということもあってかなりの破壊力。油断すると危険かもしれねえべ。

「照れるべよ……あっ」

　口くち元もとを押さえる。私は家族と話したり、慌てたときに方言が出てしまう。

　頬を熱くしていると、タイガー君がもっと激しい訛なまりで、

「方言、恥ずかしがる事ねえですよ。オラもホントは方言で喋しやべりてぇけど、学校の奴やつらに笑われるから標準語使ってるべよ」

　気き遣づかってくれた。優しいなぁ。

　私は頭を撫なでて『いい子いい子』する。タイガー君の前でなら、方言使ってもいいかも。

　タイガー君は嬉うれしそうな、子供扱いされてちょっと悔しそうな顔をして、

「ところで近衛このえさん、雰囲気違いますね。いつもの冷静な感じでも、先日のギャルっぽい感じでもない」

「チアやボランティアをするときは、スイッチを切り替かえるんだべ。さぁ、今日は女子バスケ部の応援をするよ。応援はやったことある？」

「はい。野球部で何度も」

「おお、頼りにしてるべよ」

　私の言葉に、タイガー君はとても嬉しそう。よほど知佳姉さんが好きらしい。

　ほっこりしつつ、体育館へ入る。

　タイガー君は二階席への行き方がわからないようで、どう進めばいいか迷ってる。まあ応援以外では、あまり使う場所じゃねぇものな。

「お姉さんに、ついておいでー」

　手を引いてあげる。私はボランティア活動で、年下と手を繋つなぐことが多いんだべ。

　タイガー君は一瞬びっくりしたようだが、やがてその口元がほころんでいく。『好きな人』と手を繋いだ喜びでいっぱいらしい。うーん、可愛かわいいなこの子。

　でも……

「近衛さんと手を繋いでるの誰？」「あれだよ。悲運のエース」「会長狙いでノーブレス入ったの見え見えだよね」

　同じく応援に来ている生徒から、タイガー君へ嫉妬まじりの声が。『近衛このえ・Ｒルイーズ・知ち佳か』凄すごい人気だからな……

　コートを見下ろせば、両チームがアップをしている。

　煌こう導どう学がく院いんの選手が私達に気付いた。

　列になって「応援よろしくお願いします！」と頭を下げてくる。しっかり応えないと。

　私は背筋を伸ばし、ポンポンを胸の前で動かして、

「煌導学院、GOゴー fightフアイ winウイン!!」

　両腕を大きくスイングさせたあと、足をラインダンスのように高々と上げる。タイガー君も、元体育会系だけあってよく声が出てる。

　私は誰かを応援するのが大好き。

（タイガー君の恋こい路じも、応援してあげたい）

　このまえ宝ほう来らいミサキさんを赦ゆるした、心の広さには感動したべ。

（もちろん、知佳姉さんの気持ちが最優先だけど）

　いっぽう試合のほうは、うちのバスケ部が一方的に負けてる。

　部員が四人しかおらず、他の部から助すけっ人とを借りてる状態。前半終了時点で二十点差は、むしろ健闘といっていいべな。
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　ハーフタイムに入ると、私達は体育館の外に出て、壁際に座る……日本の暑さはどうかしてるべ。もう夏が過ぎて九月なのに、三十度近いなんて。

　私はスポーツドリンクを二ふた缶かん買い、一つをタイガー君に渡した。

　ありがとうございます、と彼は受け取り……何な故ぜか左手でプルトップをあける。

「あれ？　タイガー君って右利きなんじゃ？」

「確かにそうですが……投手として、万まん一いちにも利き手の指を傷つけないよう、缶は左手であけることにしてたんです」

　悲しげな苦笑。

　ジュースをあおってから、

「そのクセが消えないんです。アホですよね。もう野球はできないっていうのに」

　胸が締め付けられる。野球は、この子にとって生きがいだったのだろう。それを、同級生をかばったことで失ったのだ。

（でも）

　捨て鉢ばちにならず、周囲の視線にも負けず、血の滲にじむような努力をしてノーブレスに入った。

　私はタイガー君の頭を、両手でそっと掴つかみ──膝ひざ枕まくらした。彼が目を白黒させる。

「え……ええっ？」

「頑張ったなぁ。えらいえらい」

　柔らかな髪を撫なでる。ますます、知ち佳か姉さんとの仲を応援してあげねえとな。

　よし、まずは──

「タイガー君、質問」

「は、はい」

「『私』の、どのあたりが好きなんだべ？」

　いまヘアピン型カメラを通して、君の愛いとしの知佳姉さんも見てるべ。

　好きな所を伝えて、アピールするべ！

　タイガー君は困ったように頬ほおを染めつつも、私を真まっ直すぐ見上げてきて、

「人のために一生懸けん命めいになれるところです。今日みたいに」

（お、おおぅ）

『今日みたいに』って──だめだべ。知佳姉さんのいいところを言わなきゃ。

「他にも『私』の好きな所、あるべ？」

「チアの応援、まるで妖精のように可か憐れんでした」

（だから、知佳姉さんについて言ってよ！）

　怒ど濤とうの私への賛辞。

　まずい、口くち元もとがゆるんでしまう。思わずタイガー君から目をそらし、

「き、今日以外で『私』の好きなところは？」

「恋愛相談も的確なアドバイスで、みごと解決に……」

（それ、光ひか莉り姉さんだべ！）

　知ち佳か姉さんの好きな個か所しよが今のところ皆かい無む。これはまずいべよ。

　慌てる私に、タイガー君はトドメの一言を放った。

「地球上にいる何十億の女性から、ただ一人の貴方あなたを見つけられてホントによかった」

（それ絶対、知佳姉さんに言わなきゃいけない言葉！）

『ただ一人の貴方』って、私に言っちゃったよ。

　ま、参ったなぁ。妙な気持ちになってしまうべ。

（これじゃだめだべ……ん？）

　スマホが鳴った。発信先は……病院？

　私は時々、入院してるお子さんへ絵本の読み聞かせのボランティアに行ってる。たしか今日、仲良くしてる子が手術のはずだけど……

　電話に出る。

　看護師さんの説明によると、その子がぐずりだし『近衛このえ姉ちゃんがいないと手術をしない』とか言い出したらしい。

（まあ命に関わるような手術じゃないけど）

　できれば行って、元気づけてあげたいべ。

　幸い、私達は五人一役。応援は楓ふう子こ姉さんあたりに代わってもらうべ。

「タイガー君、少し席を外すべ」

　校舎へ駆けていき、会長室へ。

　梯子はしごで天井裏へ登ると、知佳姉さんが一人でノーブレスの事務作業をしていた。大きなモニターには、私が着けてるヘアピン型カメラの映像。

「楓子姉さんはどこだべ？」

「帰宅しましたよ」

　学校で『近衛・Ｒルイーズ・知佳』の役割をする者以外は、秘密の抜け道で登下校することになっている。まあこれは後で説明するとして。

「……ところで愛あい。何か用ですか」

　あれ？　知佳姉さんの声、少しトーンが低いべ。

　機嫌が悪いようだ……あ、もしかして。

「タイガー君が知ち佳か姉さんを褒めなかったから、少しイラッとした？」

　知佳姉さんがピクッとする。図星か。ほほう。

　やたらと早口で、

「仕方ないでしょう。わたくしを好きだ好きだ言っていたのに、愛あいや光ひか莉りばかり褒めるのですから。……まあ、私たちが五人一役なんてややこしい事をしているのが悪いのですが。お祖ば母あさまは何のためこんな……」

「ふーん」

　ニヤニヤしてしまう。知佳姉さんの新たな一面が見えた。

「ところで知佳姉さん、お願いがあるんだけども」

「何ですか？」

「私、急用ができたんだべ。後半からチアかわってくれねぇべか？」

　知佳姉さんは、首を横にぶんぶん振る。

「む、無理！　無理です」

　私も初めてチアするときは、恥ずかしかったしなあ……内気な知佳姉さんには、余計にキツいべな。

　だが離脱する理由を伝えると、しぶしぶ頷うなずく。

「わ、わかりました。ですが念のため……」
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　わたくし──近衛このえ知佳はチアの衣い裳しように着替えました。

　なんですかこのスカートは。短すぎ！　ノースリーブなので脇がすーすーします。落ち着かない！

（……なにより）

　チアをする以上、こうして黒ストを脱がねばなりません。

　わたくしは妹達と比べ、少し……本当に少し、脚がむちむちしています。ゆえにいつもストッキングを穿はいて、引き締め効果でごまかしているのです。

（まあ見比べなければ、わからないでしょう）

　廊下に出て、忍者のように身をひそめて歩きます。

　人前に出るのは苦手。なので全校集会などの挨拶では、わたくしが書いた原稿を舞まい姫ひめに読んで貰もらっています。女優なので、その語り口に感かん涙るいする生徒もいます。

　体育館外の壁際に、牧まき原はら君……タイガー君がいました。

　──さっきの映像を思い出し、改めてムカムカしてきました。

　……まあ五人一役などしている、わたくしたち姉妹が悪いのです。怒れる筋すじ合あいはありません。

　気をとりなおして、タイガー君へ近づきます。

『後半からの応援、がんばりましょう』と、声をかけようとしましたが。

（あ、ダメです。違うキャラを演じないと）

　我ながらややこしいですが──わたくしたち姉妹は『服装や髪型を変えることでキャラを変えている』という設定。

　今の服はチア。ならばテンションを上げねば。それに愛あいのように訛なまった口く調ちようにしないと。

　タイガー君の前に行き、飛び跳ねて、

「後半からもがんばるべ！　いぇーい！」

　彼が目を丸くしています。

　冷や汗が流れます……やりすぎたでしょうか。さじ加減がわかりません。

　タイガー君を連れ、体育館の二階席へ。

　後半の応援の開始です。

（愛が、どんな風に応援していたか──ヘアピン型カメラの映像で、ある程度知っています）

　その真ま似ねをすればいいだけのこと。

　たしか……『煌こう導どう学がく院いん──GOゴー fightフアイ winウイン!!』と大声を出し、ポンポンを振り、足をラインダンスのように上げる。

　いきます。

　タイガー君は愛のチアを『妖精のよう』と褒めていましたが、長女たるわたくしの力を見せてあげましょう。

「煌導学院、GO fight win!」

　そしてダンス。

　ふぅ。我ながらいい感じではないでしょうか。

　満足していると、タイガー君が慌てて声をかけてきます。

「こ、近衛このえさん、体調悪いんですか？」

「？」

「声、全っ然でてないですよ。それに、前半は素晴らしかったダンスが、見る影もないです。へろへろで、邪神に捧ささげる舞ぶ踏とうのようです」

　わたくし的にはある程度、出来たと思ったのですけれど……ただ例え、酷ひどすぎませんか？

「あと近衛このえさん、疲労がたまっているのでは？」

「なぜ？」

　タイガー君は、心の底から心配そうに、

「脚が前半と比べて遥はるかに、むくんでいますから」

　顔面にポンポンを叩たたきつけたくなりました。

（ど、どうせわたくしは脚が太……いえ、落ち着かないと。この子は何も悪くありません）

　懸けん命めいに心を鎮しずめ、言い訳します。

「前半の応援で、少し疲れたのかもしれま……しれねぇべ」

「じゃあ休んでてください。僕が近衛さんのぶんも応援します」

　おお、頼りがいのある子ですね。

　タイガー君はわたくしを座らせたあと、大真面目な顔で、

「ふくらはぎを軽く揉もんでみてください。むくみがとれます」

（取れません。デフォルトで太いんです！）

　ですが心を殺し、無意味なマッサージをします。なんでしょうかこの屈辱は。

　タイガー君は両手を叩き、

「いっけーいけいけいけいけ煌こう導どう！」

　さすが元球児。手慣れた応援です。

　力及ばずながら、わたくしも声を出します。チラッと、彼の一生懸命な横顔を見ます。

（わたくしを引っ張ってくれるのですね）

　なかなか、頼もしいところもあるようです。

　……あと、これから学校ではストッキングをなるべく脱がないことにします。




　ただ、試合は一方的な負け展開。すでに三十点も差がついています。さらに良くないことに、敵チームに荒あらっぽいプレイも目立ちます。

（あっ）

　我が校の、助すけっ人との生徒が激しく倒されました。かなり痛そうに、足を押さえています。

（おそらく続けるのは無理……え？）

　次第に……

　生徒達の視線が、わたくしに集まってきます。

　これは、まさか。

　女子バスケ部員がわたくしを見上げてきて、

「近衛会長！　メンバーが足りなくなったので、助っ人をお願いできませんか！」

　冷や汗が、頬ほおを伝います。

　確かに『近衛このえ・Ｒルイーズ・知ち佳か』はあちこちの運動部で助すけっ人とをしています。ですがそれは、二女の楓ふう子この役割なのです。運動音痴なわたくしが出て行っても、醜しゆう態たいをさらすだけ。

　無論断りたいですが、

「会長！」「会長！」「会長！」

　体育館のあちこちから、わたくしを求めるコール。敵チームの荒あらいプレイに苛いら立だっていた事もあるでしょう。皆、煌こう導どう学がく院いんが逆転するのが見たいのです。

　どうしたら……と困っていると、

「待ってください！」

　その流れに、ただ一人逆さからう声。

　タイガー君です。

「会長は応援で疲れてしまったようです。バスケができる体調では……」

「残り時間、そんなにないから大丈夫だろ」「肥こえだめ野郎は黙ってろ！」

　冷たい声だけでなく、罵ば倒とうさえ飛んできます。

　それでも毅き然ぜんと反論するタイガー君。わたくしを守ってくれるのですね。

　……ありがとう。

「タイガー君、大丈夫。行ってくるべ」

「でも──」

　わたくしの脚を見て、タイガー君は痛ましそうに、

「むくみが、まだ全然取れてないのに……！」

　悪意なき言葉って、余計に心に刺さるのですね。

　バスケ部の女性監督が二階席までやってきました。ユニフォームに着替えさせるべく、わたくしを先導します。

　タイガー君が見送ってくれました。その姿はとても心配そうで……わたくしへの一いち途ずな想おもいを感じます。

　女子更衣室へ到着。

　一緒に入ろうとする女性監督を制し、ユニフォームを受け取り、一人で中に入ります。

　すると。

　ロッカーの陰から──わたくしと全く同じ顔の、ショートカットの少女が顔を出しました。

　二女の楓子です。ガムを噛かみながら「おいっす」と手を挙げて、

「お疲れ姉貴」

「間に合ってくれましたか」

　楓ふう子こは帰宅していましたが、愛あいに連絡をお願いし、更衣室に潜ひそむよう頼んでいたのです。

　バスケ部のギリギリな人数からすると『近衛このえ・Ｒルイーズ・知ち佳か』が助すけっ人とを頼まれる可能性は高かったですから。ある程度先読みができないと、五人一役など出来ません。

　楓子は一昨年おととしまで住んでいたシアトルで、バスケをよくしていました。クラブ活動だけでなく、ストリートで成人男性と賭けバスケもしていたとか……ママと一緒に叱りましたけど。

「しっかし」

　楓子がスマホを差し出します。そこにはわたくしが着けているヘアピン型カメラの映像が映っています。屋根裏のモニターだけでなく、各姉妹のスマホでも閲覧できるようになっているのです。

「さっきから映像見てたけど、タイガーって男気あるね。姉貴のことフォローしたり、かばったり」

「ええ」

「よっぽど姉貴のこと好きなんだな」

　頬ほおが熱くなり、思わず顔をポンポンで隠しました。

「お、姉貴が照れてる！」

　愉快そうに、白い歯を見せる楓子。

　それから制服を豪快に脱ぎ捨て、バスケのユニフォームに着替えました。

　ウィッグをつけて、ポニーテールになります。ショートカットのままだと、他の姉妹と髪の長さが違うので、五人一役に支障が出るからです。

　軽く動どう的てきストレッチをしながら、

「んじゃ、暴れてくっかぁ」

　不敵に笑うのでした。
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　近衞さんが更衣室に行き、五分ほど経たった。その間も煌こう導どう学がく院いんは一人少ない四人で試合を続けたため、すでに点差は四十点にもなっている。

　敗戦ムードが漂ただよう中、体育館のドアが開き──近衞さんがコートに出てきた。

（体調は大丈夫かな……って、わっ）

　さっき助っ人を頼まれてた時は、小動物のように不安げだったのに……

　今は獰どう猛もうな笑みを浮かべている。バスケのユニフォームに着替え、ポニテにすることで『スイッチが切り替かわった』のかな。

　近衞さんが加わり、試合が再開する。

　早速パスを受け取った近衞さんは、ゆったりとドリブルを開始……

（え!?）

　突然トップスピードになり、もう二人抜き去った！

　敵の守備も決して下手じゃない。だが近衞さんのドリブルの緩急の巧みさ、高速の切り返しクロスオーバーや股通しレツグスルーの前では、案山子かかしも同然だ。

　ゴール近くへ走り込み、そのままレイアップシュートへ。

　しかし身長百八十センチはある敵ディフェンスが跳ちよう躍やくし、手をかかげる。高い。これは超えられない──

（は？）

　なんと近衛このえさんは空中で横に一回転し、敵ディフェンスをかわし、ひょいっと下からシュートを放った。なんだあの滞空時間の長さ？

　ボールはゴールに吸い込まれ──大歓声が起こった。

「なんだあれ。マイケル・ジョーダンの動画か！」「きゃー！　さすが会長！」

　敵チームは呆ぼう然ぜんとしている。

　そこからも近衛さんの独壇場だった。敵のボールを何度もカットし、スリーポイントは勿もち論ろんのこと、ダンクすら決める。集中マークされると手薄な味方へキラーパスを送る。

　僕は声を嗄からして応援した。観客の生徒達も、その一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに酔いしれる。コートの中で、近衛さんが圧倒的に輝いている。

（野球してた時、いずれプロになるような選手を何人も見たけど）

　近衛さんの体のキレはそれ以上だ。

　豪快だけど、技術は繊せん細さいで。

　ゴールを決めたあとの笑顔が無邪気で。

　顔の汗をユニフォームの裾すそでぬぐうと、細いお腹なかが見えて、それが色っぽくて……

（近衛さん、こんな一面もあるんだ）

　大人しい普段とのギャップに、またもドキドキが止まらない。

　そして。

　煌こう導どう学がく院いんは四十点差をひっくり返し、勝利した。

　その立役者たる近衛さんは、バスケ部員に囲まれるが……それを振り切って駆けだした。

　あれ？　二階席に上がり、こっちへ手を振りながらやってきたぞ。
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「ありがとなタイガー！　お前の応援ガンガン届いてたぜ！」

　生徒達の、僕への嫉妬の視線がすごい。

　──でも近衛このえさん、また口く調ちようが変わってる。このキャラの時は、男おとこ勝まさりになるようだ。

　近衛さんは僕の両頬ほおを手で挟み、額をゴチンと合わせてきた。うわ、顔めっちゃ近い！

「さっき、かばってくれてサンキュー。おまえ男気あるじゃねえか」

　僕は、のぼせそうになりながら、

「い、いえ。近衛さんのためなら、なんでもありません」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]!!」

　近衛さんの目が、ぎらぎら輝く。

　獲物を前にした肉食獣のようによだれを垂らし……よだれ？

「ち、近くで見ると、超絶可愛かわいい顔してるな……やべっ。アタシの好みドストライク」

　凄すごいこと言われたよ。

　つきあえる可能性が、生まれてきたかもしれな──って。

　今度はなんと近衛さん、僕を引き寄せて豊かな胸に抱きしめた。え、何で!?　汗のせいか、すごく蠱こ惑わく的てきな香り！

「いいかテメェら。耳かっぽじって、よぉく聞きやがれ──」

　近衛このえさんは、体育館の生徒達を睨にらみつけ、

「牧まき原はら大たい河がはアタシのお気に入りだ！　以後こいつを『肥こえだめ野郎』なんて馬鹿にしたら、絶対許さねぇからな!!」

（……！）

　な、なんか泣きそう。

　この人に、またも惚ほれ直してしまった。
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（勉強ノルマ、終了っと）

　時刻は午前０時半。夕食後からずっと勉強しているが……そろそろ寝ないと『今日』にさしつかえる。本当は僕だってゲームとかネットとかしたいが、ノーブレスに居い続つづけるために三位以内をキープする必要がある。

（テストはまだ先だけど、油断大敵だ）

　普段から万全の備えをするのが、野球部時代からのポリシーである。

　……集中が切れると、部屋の静かさに気付き、ふと孤独感に襲われる。お隣さんの同どう棲せいカップルの笑い声が、一層それをかき立てる。

　僕が住んでいるのは、煌こう導どう学がく院いんから徒歩十分にある古いアパート。

　六畳一ひと間まに、ちゃぶ台やＴＶ、ノートＰＣなどの家具。

　棚には、長年使い込んだ投手用グローブが置いてある。トロフィーなどは実家に置いてきたけど、宝物のこれだけは持ってきた。

『特待生崩れ』である僕は野球部の寮には当然入れず、四月からこのアパートで暮らしている。故郷は遠いし、勉強せねばならなかったので一度も帰省していない。そもそも、地じ元もと民みんとは肩を壊してから顔合わせづらいんだよな。

　交通事故から助けた同級生からは連絡が来たが、お互い忙しい上に、あっちは東京に住んでるしで会えなかった。

　一人暮らしには満足している。仲が険悪な姉もいないし。

　……でもたまに、今日みたいに寂しくなることもある。

　こういうときは、好きな人──近衛このえさんのことを思い出そう。

（『会長の五変化』か）

　噂うわさには聞いていたけど、予想以上のキャラの変貌ぶりだ。

　僕は五変化のうち、四つを見ている。




　冷静で真面目。

　ギャルっぽくて面倒見がいい。

　人を応援するのが大好きで、方言が可愛かわいい。

　スポーツが大得意で、義ぎ侠きよう心しんにあふれてる。




（新たな一面に触れるたび、どんどん好きになってく）

　本当に、底知れない女性だ。

　煌こう導どう学がく院いんの裏サイトでも、近衞さんは大人気。『尊い』『ギャップ萌もえがたまらない』『同じ空気を吸えるだけで幸せ』など賛辞の嵐。

　ただ──あの手のサイトにしては妙に治安がよく、近衞さんへの悪意の書き込みは全くなかった。

　誰が管理してるか知らないが、感謝する。ネットの悪意の恐ろしさは身をもって知ってるからな。

（それはともかく……五変化の残りの一つ『演劇が得意なキャラ』も見てみたいな）

　近衞さんのことを考えていると幸せな気持ちになり、安らかに眠れた。

　翌日。

　学校へ行き、自分のクラスへ。林間学校の後は肥こえだめ事件をイジられ、ボッチになっていたが……

「おはよう牧まき原はら君」「牧原君、おっすー」

　少しずつ、好意的な声もかけられるようになった。

　学年三位になり、ノーブレスに入り……『特待生崩れ』として見下していた僕の、意外なポテンシャルに驚いたのだろう。体育館での、近衛このえさんの啖たん呵かも効いている。

　ただ僕は、クラスメイトを微み塵じんも信用していない。

（堕おちたら、どうせまた叩たたいてくる連中だ。だが──）

　笑顔で「おはよう！」と挨拶を返しておく。外そと面づらをよくした方が、ノーブレスの活動がスムーズになるだろう。結果、近衛さんからの好感度アップにつながる。

（仲良くしたいのは、辛つらいとき手を差し伸べてくれた近衛さんだけだ）

　そして放課後。

　会長室に入ると──近衛さんは椅子に、なんと体育座りしていた。スカートの中が見えそうだ。

　滅め茶ちや苦く茶ちやだらしない姿……上着が肩からずり落ちてる。髪をツーテールに括くくっているが、左右の長さがバラバラだ。

　ポテトチップスをコーラで流し込みながら、ぼんやりした目をこちらに向けて、

「あっ、タイガーなのだ」

　幼い口く調ちようで言った。僕の周りをぐるぐる回り「ほー、へぇー」とか呟つぶやく。会うのが初めてでもあるまいに。

　手には台本らしきものを持っている。これは……演劇が得意なキャラだろうか。




　──近衞さんはシアトルからの来日後、ここ仙せん台だい市の名門劇団に所属し、あっという間にトップ女優となったらしい。

　その繊せん細さいきわまりない芝居から『天才若手女優』の呼び声が高いとか。

　東京の芸能事務所から何度もスカウトされたが『宮城を離れたくない』と断り続けているという……ホントに僕の好きな人は凄すごいや。




　近衛さんは台本を見つめて、

「私な、今度の文化祭で、演劇部から助すけっ人とを頼まれたのだ。しかもヒロイン役」

「大変ですね」

「んー、まあノーブレスとして断れんのだ」

　コーラを、くぴくぴ飲む。

「でも問題が一つあるのだ。演じるのは『カルメン』。数々の男を手玉にとる悪女役なのだ」

『カルメン』か。タイトルは聞いたことあるけど、どんな話かよくわからない。

「なかなか悪女の気持ちが掴つかめないのだ。誰とも付き合ったことないし」

「そうですか」

　ちょっとホッとしていると、

「処女だと、やっぱ悪女役なんて無理なんかな」

「へ？」

　何を仰おつしやるんだ？

　驚いていると、近衛このえさんが床に仰あお向むけに横たわる。

　ポテトチップスで汚れた指を舐なめる。そのしぐさが酷ひどく色っぽくて……

「だからタイガー、ささっと私を抱いてみてくれんかね？」

[image: ]

「舞まい姫ひめー!!」

　わたくし──近衛・Ｒルイーズ・知ち佳かは、二女の楓ふう子こ、三女の光ひか莉り、五女の愛あいと、屋根裏部屋でモニターを見て狼ろう狽ばいしていました。あ、あの子はもう。

　背後から愛がしがみついてきます。
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「ち、知ち佳か姉さん落ち着いて。下に聞こえるべ！」

「これが落ち着いていられますか。もしも舞まい姫ひめがその……抱かれたら、私はタイガー君と、これからどんな顔で接すればいいのですか」

「……彼女面づら？」

「できるわけないでしょ！」

　ソファに座る光ひか莉りが、足をパタパタさせて笑います。短いスカートの中が見えそうです。

「あはは、やっぱ舞姫はぶっ飛んでるね♪　楓ふう子こねーも、そう思うっしょ？」

「こ、これからどうなるんだ？」

　楓子はハラハラした様子で、

「舞姫が妊娠してお腹なかが膨ふくれたら、五人一役してるアタシたちも、腹に詰め物しなきゃダメなんかな？」

「そうかもねー」

　なんという会話をしているのでしょうか。この妹たちは。

　やはり失踪したママの代わりに、わたくしがしっかりしなくては。
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　突然の申し出に、うろたえまくる僕に。

　近衛このえさんは、それこそ悪女のように笑った。

「『抱いてみて』なんて冗談なのだ。その理屈だったら殺人犯を演じるときは、殺人をしなきゃいけないことになるのだ」

「そうですか……ホッとしましたよ」

　嘘うそである。

　ほんとうは口くち惜おしさを、奥歯をかみしめてこらえている。

（告白した男に『抱いてみて』なんて、冗談でも言っちゃダメですよ、畜生！）

　そんな苦悩も知らず、近衛さんは無邪気そのもの。僕の顔を覗のぞきこんできて、

「なあなあタイガー。台本の読み合わせ手伝ってくれなのだ」

「僕でよければ」

「私カルメン役やるのだ。タイガーは主人公のホセ。純朴な兵隊さんなのだ」

　近衛さんは、一冊しかない台本を僕に渡してくる。台詞せりふは全て覚えたから必要ないらしい。

「じゃあ19ページ。牢ろう屋やにブチこまれたカルメンが、見張りのホセを誘惑して脱出を図るシーン。いくのだー」

　すると、一瞬で。

　ぼんやりしていた近衛このえさんの雰囲気が……激変した！　霊を降ろしたイタコみたいだ。

　鋭い目つきで、高たか飛び車しやな声で、

「『冗談じゃないよ！　こんな汚くて暗い牢屋、一日だって耐えられるもんかい！』」

　流し目を向けてくる。さっきまで子供っぽかったのに、むせかえるような色気だ。

「『ねえ兵隊さん。取引しないかぃ？』」

　……

　あ、見とれてしまった。次は僕の台詞せりふか。慌てて台本を見る。




「『取引だと？』」




「『私を逃がしてくれたら』」

　近衛さんは、媚こびを売るのではなく。

『男が自分に屈するのは当然』というように、己の豊かな胸を、くびれた腰を撫なでながら、




「『この体、自由にさせてあげるよ』」

　僕は唾をごくりと飲み、




「『ぼぼ……ぼ、僕をなんだと思ってるんだぁ！』」




　ドギマギしたため、自然に『純朴な兵隊』っぽい声が出た。

　近衛さんが体をすりよせてくる。甘い吐息が首筋に当たり、ぞくぞくした。

「『本当に、欲しくないのかぃ？』」

　欲しいに決まっている。ああ……カルメン。悪い奴やつだ。お前の全てが脳のう髄ずいをとろけさせる。この女のためなら全てを捨ててもかまわない。

　僕はカルメンの両肩を掴つかみ、押し倒そうとする。




「『ほ、欲しいお前が！　何もかも、むさぼり尽くしたい！』」




「はい、そこまでなのだ」

　近衛このえさんが手を叩たたく。淫いん夢むから覚めたような感覚──完全に世界に引き込まれていた。

　近衛このえさんは目を輝かせて、

「タイガー、演技が滅め茶ちや苦く茶ちやうまいのだ！　完全にホセの役柄を掴つかんでた。才能あるんじゃないか」

「ははは、それほどでも」

　笑ってごまかす。近衛さんにドキドキするのとシンクロしただけだ。

「このあと、ホセどうなるんですか？」

「カルメンを牢ろう屋やから逃がしたあとは、その色いろ香かに惑まどって軍隊をクビ。それから盗賊になって、最後は破滅なのだ」

「あらら」

　なぜか近衛さんは、悪戯いたずらっぽく僕を見つめてきて、

「タイガーは『私』が好きなんだよな？　ホセのように……『私』という女を愛したがゆえに、身を滅ぼしてもいい覚悟はあるのか？」

「あります」

　反射的に言った。すでに告白した以上、ノーブレーキで行くぞ。

「僕は、貴方あなたの全てが好きなんですから」

「お、おおぅ」

　ほんのり頬ほおを染めたあと、近衞さんは妙なことを言う。

「『全て』ってことは、お、おまえ、私も好きなのか？」

「？　当たり前ですよ。演技にストイックなところに、惚ほれ直しました」

「……照れるのだ」

　うつむき、チップスで汚れた指を舐なめる近衛さん。

『私も』って、なんのことだろ？
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『僕は、貴方の全てが好きなんですから』




　その言葉を聴いて、わたくし、楓ふう子こ、光ひか莉り、愛あいは顔を見合わせました。

　光莉は照れ笑いし、愛はモジモジして……いずれも、まんざらではないように見えます。

　楓子が頬をかきながら、

「タイガーのやつ『貴方あなたの全て』ってことは……知ち佳かねえだけじゃなく、アタシたち姉妹全員を好きになってねぇか？」

「無理ないよ。ウチらのこと同一人物だと思ってるんだから」と、光ひか莉り。

「変なことになってきたべよ」と頷うなずく愛あい。

　わたくしが押し黙っていると、楓ふう子こが、

「どうした知ち佳かねえ。もしかして嫉妬してる？」

「……ち、ちがいます」

　自分に告白した男が、ほかの女性にも『好き』と言ってたら釈しやく然ぜんとしないのは当然で。

（……でもタイガー君は、わたくしたちを同一人物だと思っています。だから何も悪くない）

　それに彼は思ったより、好感の持てる人物で。

　わたくしはタイガー君に告白された日、光莉に『代わりに断って』とお願いしましたが……

　今は、自分の気持ちがわかりません。
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　日曜日の昼間。

　僕は居間で、Ｚｏｏｍズームで近衛このえさんと話していた。

　ノーブレスの打ち合わせ、という名目だったが、内容はほぼ雑談だ。

『ほー、タイガーの私服姿みるの初めてだけど、いいセンスしてるじゃん』

「ありがとうございます」

　接続する前、しっかりコーディネート考えてよかった。

　ノートＰＣの画面に映る近衛さんは、ポニーテール。タンクトップとショートパンツ姿で、あぐらをかいている。バスケで大活躍したときのキャラだ。

　彼女がいるのはリビングのようだ。かなり広く、大きなガラス製のテーブルなど高級そうな家具が並んでいる。

『タイガーは、一人暮らしなんだよな？』

「ええ、家族──両親と姉は、遠くの田舎にいます」

『寂しくねぇの？』

「たまに、そう思うときもあります」

　そういう日には『近衞さんが傍そばにいてくれたら』と思う。

（僕にはもう、近衞さんしか見えない）

　林間学校で助けられて、心を奪われ。

　その後入ったノーブレスの活動で、ギャルっぽかったり、優しかったり、豪快だったり、演技にストイックだったり……色んな一面を見てきた。

（その全てが、好きだ）

『……どーした、ぼうっとして？』

　画面の中の近衛さんが、心配そうに覗のぞきこんでくる。タンクトップの襟えりぐりが垂れて、スポーツブラで包まれた大きな胸が見える。

　慌てて目をそらし、質問。

「こ、近衛さんのご家族は？」

『んー？　アメリカ人のクソオヤジはどっかの女と蒸発。中学ミドルスクールまでシアトルで一緒に暮らしてたママは、行方不明で捜索中』

　超ヘビー級の話が出てきた。

　絶句していると、近衛このえさんが豪快に笑い、

『いやいや、んな顔すんなって！　そのうちママも帰ってくるハズだから！』

「そうですか。他にご家族は？」

『……祖母グランドマザーが、いるけどな』

　近衞さんの声が、ふと低くなる。

「そうですか。では今はお祖ば母あさんと生活を？」

『いや──一人暮らしだよ』

　今、妙な間があったような。

　僕は怪け訝げんに思いつつ、

「でも近衛さんも一人暮らしだったとは。そちらこそ、寂しく思う時はありませんか？」

『ぜーんぜん！　毎日ハッピーさ！』

　さすが近衛さんだ。僕とはちがうなあ……

　チョロく惚ほれなおしていると、

『ところでタイガー、メシちゃんと食ってるか？　良かったら今度、オカズお裾すそ分わけに行ってやろうか？』

「え、いいんですか？」

『もちろん。なんでも好きなもの作ってやるよ……料理上手な愛あいが』

　最後は、ボソボソして聞こえなかった。

「さすが近衛さん。料理も得意なんですね！」

『ははは』

　なぜか、がっつり目をそらして笑っている。

　そのときウチの玄関から、




　ピンポーン




　チャイムが聞こえてきた。

『誰か来たのか？　んじゃ、このへんにしとくか』

「ノーブレスの打ち合わせ、全然しませんでしたけど」

『それは口実。タイガーの顔見たかっただけさ……じゃあ切るぞ』

　嬉うれしいことを言ってくれる。

　ノーブレスの初日に告白した時は振られるかと思ったけど、順調に仲良くなれているぞ。

（いずれ、改めて告白しよう）

　鼻歌まじりに玄関へ向かい、宅配便を受け取って居間へ戻ると……

（ん？）

　ノートＰＣに、近衛このえさんちのリビングが映ったままだ。さっき『切るぞ』と言ってたけど、操作ミスしたのかな。

　僕が見ているとも知らず、近衛さんはこちらに背中を向け、ストレッチしていた。ショートパンツが張り詰めて、大きなお尻の形がはっきりわかる。

　このまま見ていたいけど……

　それではのぞき魔だ。早く切ろう。

　ノートＰＣに手を伸ばしたとき。




　近衛さんが金髪ポニーテールの、しっぽの部分を握り、引っ張った。長い髪がスルッと取れ、ショートカットになった。




（は!?）

　近衛さん、ウィッグつけてたの!?

　だがこの驚きなど、あとで考えると可愛かわいいものだった。

　画面の中のドアが開き、そして……




　四人の近衛さんが、ぞろぞろと入ってきた。




（!?）

　みな顔は同じだけど、髪型や服装が違う。

　ストレートの髪に、ジャケットとスキニーパンツの近衛さん。

　キャミソールで、豊かな胸を強調しまくりの近衛さん。

　だらしなくパジャマをまとう、ツーテールの近衛さん。

　ガーリーなワンピースの近衛さん。

　五人の近衛さんはテーブルを囲んで座る。

（これは一いつ体たい!?）

　まるで『会長の五変化』が全て具現化し、一堂に会かいしたような……

　ストレート髪の近衛さんが、紙を皆に配る。そして司会役のように、

『では来週のシフトについて確認します』

　シフト？　バイトかなにかか？

『まず月曜──朝の全校集会の挨拶は舞まい姫ひめ。原稿は既すでに書いてあるから、目を通しておいてください』

『あいあーい』と、だらしない近衛このえさんが手を挙げる。

『一時限目から三時限目までの授業は、わたくしが受けます。四時限目の体育の時間は、もちろん楓ふう子こ』

『ソフトボールだったな。腕が鳴る』さっきまで僕とＺｏｏｍズームしていた近衛さんが、白い歯を見せた。

『昼休みの放送部のゲストは、光ひか莉りお願いします』

『しっかり盛り上げちゃうよ♪』と、キャミ姿の近衛さんがウインクする。

『月曜日は愛あいの活動はありませんね。火曜日は創立記念日でお休み……ただ週末の放課後、園芸部からサツマイモの収穫の手伝いを頼まれています』

『任せてくれだべ、知ち佳か姉さん！』と優しげな近衛さんが張り切る。

　僕は呆ぼう然ぜんと『シフト確認』の様子を見て……

　この結論に辿たどり着ついた。




　会長は五つ子の五人姉妹で。

　学校で次々に入れ替かわり、五人一役をしている！




（とんでもないことを知ってしまった）

　大スキャンダルだ。煌こう導どう学がく院いんの生徒が驚きよう愕がくするのはもちろん、ネットやマスコミの恰かつ好こうのネタになるだろう。

　僕の経験上、ネットとマスコミに目をつけられると、骨までしゃぶり尽くされる。生徒からの、近衛さんへの尊敬も消える。

　この秘密は絶対に守らないと。

（でもなんで、五人一役なんてしてるんだ？）

　今のところ、わからないが……

（どこで入れ替わっていたかは、なんとなくわかるぞ）

　会長室だ。

　──僕がノーブレスに入った日、同級生が恋愛相談に来た。

　そのとき近衛さんは『恋愛などすべきではない』と言っていたが……

　いちど会長室に戻ると『別人のように』ギャルっぽくなっていた。

（会長室のどこかに、隠れる場所があるんじゃないか？）

　そうだ。天井から物音がしたとき、近衛このえさんとこんな会話をしたぞ。




『天井裏にネズミでもいるんでしょうか？』

『……そうかもしれませんね』

『僕が天井裏に上がって、駆除しましょうか？』

『そ、その必要はありません』




　いま考えると、あれは天井裏にいる姉妹が見つかるのを恐れたのではないか。

　それに、姉妹の名前もさっきの会話からわかる。




　ストレート髪の人が『知ち佳かさん』か。丁寧な口く調ちよう、雰囲気からして、おそらく彼女が僕を肥こえだめから救ってくれた人だろう。

　ポニーテールのウィッグをつけてたのが『楓ふう子こ』さん。

　ギャルっぽい人は『光ひか莉り』さん。

　だらしないのが『舞まい姫ひめ』さん。

『愛あい』さんは、方言を使っていることから判断すると、バスケ部の応援でチアをした人だろうか。




　この五人が入れ替かわる事で、完璧な生徒会長『近衛・Ｒルイーズ・知佳』を作りあげていたのだ。

　そりゃ裏サイトに『ギャップ萌もえがたまらない』なんて書かれるよ──別人なんだから！

　そんな思考を進める間に……

　姉妹の『シフト』の打ち合わせは終わり、雑談が始まった。

　光莉さんがスマホをいじりながら、

『ところで知佳ねーは、タイガー君をどう思ってるの？』

　大いに気になる質問である。

　知佳さんは冷たく言った。

『同じノーブレスで働くメンバー。それ以上でもそれ以下でもありません』

（はっきり言われた）

　肩を落としていると。

　今度は愛さんがタブレット端末を操作し、

『これさぁ、私がタイガー君と、バスケ部の応援に行った時の動画だけども……』

（なんでそんな動画があるんだ！）

　再び驚きよう愕がく。

　動画は、僕が膝ひざ枕まくらされているもの。どうやら愛あいさん視点のようだ──どうやって撮ったんだ？

　愛さんが僕に質問している。

『「私」の、どのあたりが好きなんだべ？』

　僕が答えた。




『人のために一生懸けん命めいになれるところです。今日みたいに』

『チアの応援、まるで妖精のように可か憐れんでした』

『恋愛相談も的確なアドバイスで、みごと解決に……』




　冷や汗が止まらない。これ一つも、知ち佳かさんについて言ってないじゃないか！

　林間学校で命を救ってくれた事とか、大好きな所いろいろあるのに。

　おまけに僕は、こんなことを宣のたまう。




『地球上にいる何十億の女性から、ただ一人の貴方あなたを見つけられてホントによかった』




（ぎゃー!!）

　床を転げまわる。

　知佳さんじゃなく、その妹に言ってたのか！　最悪じゃん！

　愛さんが、知佳さんへ証拠をつきつけるように、

『この動画見て、拗すねてたべ？　タイガー君のこと気になってるんだべ？』

　え、やきもち？　嬉うれしいな。

　だが知佳さんは、冷静な顔を崩さず、

『そんな事はありません。確かにタイガー君は、バスケ部の応援の際──助すけっ人とを依頼されたわたくしをかばってくれたり、いいところもありますが』

　……え？

　助っ人を依頼された『知佳さん』をかばったって……

　バスケの応援に来たのは、愛さんじゃないのか？

（あ、そういえば）

　後半からチアのダンスが、邪神に捧ささげる舞ぶ踏とうのようになってたけど──もしや後半から、知ち佳かさんと入れ替かわっていたのか？　ややこしい。

　さらに、まずいことに。




『脚が前半と比べて遥はるかに、むくんでいますから』




　僕、こんな事も口くち走ばしったぞ……『あなたは妹より脚が太い』と言ったのと同じだぞ。

　も、もうフラれるの確定だろ。目の前が真っ暗になる。

　絶望する僕の耳に、知佳さんの声が届く。

『タイガー君は、ひたむきで努力家ですし、頼もしいですし──素敵な所が多いですが、わたくしが惚ほれるなどありえません』

　……あれ？

　知佳さん僕のこと、めっちゃ褒めてね？

『『『『ふーん』』』』

　知佳さん以外の四人が、生なま温あたたかい笑みを浮かべてる。

　光ひか莉りさんが腕組みし、

『認めないんだ。じゃあタイガー君、ウチがとっちゃうよ』

（え!?）

　またも衝撃発言。

『それができたら、ウチが知佳ねーに負けない部分があるって、証明できるかもしれないし……あと「悲運のエース」と付き合えばバズるかもしれないし』

　ちょっと後ろめたそうに言う、光莉さん。

　ただ僕が好きなのは、肥こえだめから助けてくれた知佳さんで……

（あれ？）

　でも僕、光莉さんの明るいところも好きなんだよな。

　それに楓ふう子こさんも素敵だ。『牧まき原はら大たい河がを馬鹿にするヤツは許さん！』ってかばってくれたもの。

　演技にストイックな舞まい姫ひめさん、優しい愛あいさんも好きだし……




　いま僕、姉妹の誰が好きなんだ？




　こ、混乱してきたぞ。

　姉妹の会話は続く。

『アタシもタイガー、気になってるぜ』

　楓ふう子こさんが、よだれをぬぐい、

『ああ、可愛かわいい恰かつ好こうさせて愛めでたい。半泣きで上目遣づかいで見られたら、たまんねーだろうなー』

　前も言ってたが、僕の容姿は楓子さんのドストライクらしい。

　舞まい姫ひめさんがスナック菓子を食べながら、

『私も、タイガーは気になる存在なのだ。先日カルメンの稽古で見せたホセの演技、只ただ者ものではないと見たのだ』

　男として、って事ではないのね。

　楓子さんが立ち上がり、愛あいさんを後ろから抱きしめて、

『うりうり。愛はどうなんだー？』

『私は……別に』

　愛さんは両手を合わせて、もじもじする。

『もともと、タイガー君は知ち佳か姉さんが好きなわけだから、他の姉妹が割り込むのは違うんじゃねぇべか』

『愛はいつも遠慮深いなぁ。それはお前の美徳でもあるけどさ』

　楓子さんが、愛さんの柔らかな髪をくしゃくしゃして、

『遠慮ばかりだと、本当に大事なものは掴つかめねぇ。そこがおねーちゃんは心配だぞ』

　愛さんは反論できないのか、うつむいている。

　楓子さんは苦笑したあと、知佳さんを見て、

『じゃあ、アタシと光ひか莉り、それに舞姫でタイガー取り合うけど、いいか？』

（取り合われちゃうの!?）

　ものすごい結論が出ようとしている。

　知佳さんは立ち上がり……口くち元もとに手を当てて、部屋をウロウロした。考え込んでいるようだ。

　固唾かたずを呑のんで見つめていると、知佳さんは、

『……わたくしもタイガー君のことが、気になっています』

（うおお！）

　僕はガッツポーズする。

　知佳さんは恥ずかしそうに、内うち股ももをすりあわせて、

『ただきっと、この感情は好きとかではなく、貴方あなた達がタイガー君を褒めるから、心理学でいうとバンドワゴン効果というもので』

『うわー、めんどくせー』

　楓ふう子こさんが顔をしかめて、

『素直に認めちゃえよ。知ち佳かねえ、タイガーに「脚がむくんでる」って言われてから、脚の引き締めストレッチ始めたじゃねえか』

（なにそれ可愛かわいい）

『それにタイガーの中学全国大会の動画、頬ほおを染めて見てただろ』

（むはー！　滅め茶ちや苦く茶ちや気にしてくれてる！）

　歓喜に踊り狂う僕。

　続いて楓子さんは、何な故ぜか芝居がかった口く調ちようで、

『……でもやっぱ、知佳ねえが本命かなー。タイガーのヤツ、ノーブレスの初日、姉貴の横顔ウットリして見つめてたもん』

『ふぅん、そうですか』

　興味なさそうに髪をいじる知佳さん。

　そこへ楓子さんが、たたみかけた。

『姉貴、嬉うれしいと髪をいじるクセ、相変わらずだな』

『！』

　知佳さんが瞬時に真っ赤になった。そんなクセがあったんだ。覚えておこう。

　続いて光ひか莉りさんが、知佳さんに見せびらかすように、すらりとした脚を組む。

『でも勝負はこれからだよ──誰がタイガー君をモノにするか、のね』

　姉妹たちが視線をぶつけあう。愛あいさんが『仲良くするべよぉ』とオロオロしている。

（とんでもない状況だぞ！　これからどうなってしまうんだ）

　楓子さんが首をかしげて、

『でもさぁ。タイガーは、アタシらを同一人物だと思ってるぞ。「誰か一人選ぶ」なんて不可能じゃねぇか？』

『その通りなのだ。五人一役をカミングアウトするには、まだ早い気もするし』

　うーん、と顔を見合わせる姉妹。

　議論が煮詰まり気味のようだ。

　流れを変えるように、楓子さんが豊かな胸を張って、

『ま！　モノにするのはアタシだけどな！　さっきタイガー、アタシのショートパンツ姿に釘くぎ付づけだったし』

『さっき？』

『ああ、さっきＺｏｏｍズームでやりとりしてたんだけど──』

　まずい！

　まだ接続中な事に気付かれるかも。慌てて回線を切った。

　部屋が静かになる。

（……とんでもない、ものを見た）

　僕の好きな人、近衛このえ・Ｒルイーズ・知ち佳かさんは五つ子で。

　しかも五人一役をすることで、完璧な生徒会長を演じている。

　それだけでも驚きよう天てん動どう地ちだが──

（姉妹のほとんど、僕が気になってるって！）

　どういう奇跡!?

　しかもさっき光ひか莉りさんは言った。




『でも勝負はこれからだよ──誰がタイガー君をモノにするか、のね』




　姉妹はこれから僕を取り合うらしい。実に幸せな状況ではあるが……

（誰を選べばいいんだ!?）

　知佳さん、楓子さん、光莉さん、舞まい姫ひめさん、愛あいさん。

　みんな、好きなんだ。

「どうすれば……」

　頭を抱えてうずくまり、唸うなった。





☆　　　　　　　　　☆　　　　　　　　　☆






　苦悩のあまり一いつ睡すいもできず、朝を迎えた。

　ふらふらと学校へ向かう。今日は残暑が特に厳しく、寝不足の身にはキツい。

　すると……

　曲がり角で、バッタリと近衛姉妹の誰かに遭そう遇ぐうした。驚くのを必死で我慢し、

「おはよう、ございます。近衛さん」

「おはようございます」

　敬語だから、知佳さんか。

　僕の顔を、心配そうに見つめてきて、

「ひどい顔色ですよ？」

「ちょっと眠れなくて」

「全く。ノーブレスの一員ならば、体調管理はしっかりしてください」

　誰のせいですか。

　その言葉を飲み込み、こう尋ねる。

「今日の全校集会、近衛このえさんが挨拶するんですよね」

「はい」

　原稿を書くのは知ち佳かさんで、壇上に立つのは舞まい姫ひめさんらしい。『天才若手女優』がやるのだから、皆が感動するわけだ。

　ちょっと揺さぶってみるか。

「どうしたら『近衛さん』みたいに、全校生徒の前で堂々と話せる度胸が身につくんですか？」

「それは──」

　知佳さんは目を泳がせて、

「数々の舞台に立ってきましたから、慣れです」

　なるほど。たしかに舞姫さんは、そうやって慣れている。嘘うそは言っていない。

　僕は『さも感心した』という風に、

「さすが近衛さん。貴方あなたをますます尊敬してしまいます」

　うつむいて黙り込む知佳さん。

　昨日までなら『奥ゆかしいなあ』とか思っただろうけど、これ後ろめたいだけだな。

（……あ、そういえば）

　知佳さん、珍しく黒スト穿はいてないぞ。さすがに今日は暑すぎるんだろう。

　昨日得た情報では、知佳さんは最近、脚の引き締めストレッチをしてるとか……

「近衛さん、脚のむくみがすっかり取れましたね。ほっそりして綺き麗れいです」

「……なぜタイガー君。わたくしの脚のコンディションに、そんなに詳しいのですか？」

　言われてみればそうだ。寝不足のせいか変なことを口くち走ばしってしまった。

　知佳さんは、ゴミを見るような目で、

「気持ち悪いです」

　うう、嫌われたかな……

　と思ったら、知佳さん、金髪を指でいじってる。昨日得た情報によると、嬉うれしいときのクセだ。

（僕に『脚きれい』って言われて嬉しいんだ！）

　やっぱこの人、可愛かわいいなー。

（初しよ志し貫かん徹てつ！　僕が五姉妹で好きなのは、やっぱり知佳さんだ）




　……そう決意した僕であるが。

　全校集会で、名演説をする舞まい姫ひめさんに惚ほれ直し。

　授業中の窓から見えた、体育で大活躍する楓ふう子こさん──僕に気付くと、笑顔で手を振ってくれた──にウットリし。

　ＹｏｕＴｕｂｅユーチユーブで、光ひか莉りさんのモーニングルーティンを視みて美しさに震え。

　愛あいさんに膝ひざ枕まくらされたのを思い出し、悶もだえて……

　心は揺れに揺れた。

　昼休みになると、一人で考えたくて屋上へ行き、自分で作った弁当をモソモソ食べる。

　校内放送で流れる、光莉さんの軽けい妙みようなトークを聞いて惚れ直しながら、

（だ、だめだ。選べない……そうだ）

　試しに、知ち佳かさんとくっついた未来をシミュレーションしてみよう。明確に想像することで、見えてくるものがあるかも。

　時期は──大学を卒業したあたり。同どう棲せいしている。クールな知佳さんが、僕だけに見せる柔らかな笑顔で起こしてくれる。




『仕方ないお寝坊さんですね』




　うんうん。幸せそう。やっぱり知佳さん好き。

　──シミュレーションを続けよう。

　いざ、知佳さんと結婚することになる。

　式で、姉妹たちと一堂に会かいする。みんな魅力的だから、既すでに結婚しているかも……




　楓ふう子こさんは、いかにもスポーツマンなデカい外国人と肩組んでて。

『おう、タイガー。こいつ旦那のマイケル。連れん日じつ連れん夜や、離してくれなくて困るぜ』

　光莉さんは、垢あか抜ぬけた男と手を繋つないでて。

『ウチの旦那はユーチューバー。最近カップルチャンネル始めたんだ。おすすめは「一時間いろんなキスし続けてみた」だよ。見てね☆』

　舞姫さんも結婚してる。

『役の幅を広げるために夫を作ってみたのだ』

　愛さんは優しいから、ヒモっぽい男とくっついてて。

『この人、私がいねえとダメだからさぁ。ほら、パチンコ代』




（ぐぁあああああ!!）

　シミュレーションによって、見たくないものが見えた。

（す、好きな女性五人のうち、四人も寝ね取とられるなんて耐えられない……！）

　ゲス極まりない苦悩をしていると、僕のそばで弁当を食べてる二人の男子の会話が聞こえてきた。

　話題は今期のアニメらしい。




「お前に勧められたアニメ、オタっぽいから敬遠してたけど面白かったわ」

「だろ。俺の好きな原作なんだ」

「でも女の子出すぎじゃね？　主人公、誰とくっつくの？」

「いやあれ、ハーレムものだから全員とくっつくよ」




（ハーレムか。フィクションはいいよな）

　現実はアニメやラノベとは違う。みんなと愛し合うなんて不可能……

（あれ？）

　本当に、そうか？

　不可能なんて、誰が決めたんだ？




　──姉妹全員と結婚すれば、万事解決じゃないか？




　それはまさに……コペルニクス的な発想の転換であった。

（日本では重婚は禁止だが）

　たしか一夫多妻制が認められてる国は、いくつかあったはずだ。

　スマホで『一夫多妻　現代　国』と検索。

（意外と多いぞ。サウジアラビア、ドバイ、オマーン……アラブの国では結構認められてる）

　つまり……

　姉妹五人と一夫多妻制の国に移住し、国籍を変え、全員と結婚すればいい。

（無論そこには、問題が無数に立ちはだかっている）

　姉妹全員が僕を愛してくれるか？　軋あつ轢れきが起こるのでは？　親にどう説明する？　妻五人を養う金は？　言語は？　などなど……

　だが──一つ一つの課題と向き合えば、解決できるかもしれない。

　不可能といわれている事でも、正しい努力で達成の確率を上げられる。僕はそれを、尊敬するアスリート達から学んできた。

　イチローは『更新不可能』と言われた、メジャーのシーズン最多安打記録を破った。

　僕がハーレムの一つや二つ、作れぬ道理があるものか。

（五姉妹全員を僕の彼女に──そしていずれは、妻にする）

　素晴らしい結論が出た。

　いまもハーレムアニメを語っている男子二人は、僕の大恩人である。




「へー、女の子全員とくっつくのか！」

「うん。負けヒロインがいないのが嬉うれ……」




　僕は二人の間に飛び込み、両手をひろげて肩を組んだ。

「ハーレムエンドについて、教えてくれてありがとう！」

「へ!?　君そんなに、あのアニメのファンなの？」

　そういう訳ではない。

　ただ、これだけは断言できる。

「ハーレムっていいよな！」

「お、君もわかるか。ヒロイン全員を幸せにするって最高だよ」

「全く同感だ……君は、僕の人生の師だ！」

「そんなに!?」

　僕の言葉に、目を丸くしている。

（これから僕は、あくまで現実的に、五姉妹ハーレムを目指すぞ！）

　とりあえず……アラブ圏に移住するときに備え、アラビア語を勉強するサイトを探そう。

　僕は準備を欠かさない男。どんなに荒こう唐とう無む稽けいな夢だろうと、コツコツ努力して叶かなえてみせる。
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　放課後になったので、会長室へ向かう。

（さあ、五姉妹ハーレムを作るため頑張るぞ）

　大前提として……姉妹たちが僕を愛してくれなければ成立しない。

　そして『姉妹の別の子とくっついてもＯＫ』という、許しも貰もらわなければならない。

　普通に考えればムリだろう。前代未聞の挑戦だ。

（だが、道がないなら自みずから作ればいい）

　アントニオ猪いの木きだって『踏みだせばその一ひと足あしが道となる』などと言っていたではないか。

「失礼します！」

　会長室へ入ると、机に向かう近衛このえさんが「おつかれ様です」と声をかけてきた。きちんと着こなした制服、丁寧語。長女の知ち佳かさんだろう。

　天井裏に、他の四人がいるのかもしれない。この部屋を、何らかの方法で見ているのだろうか。

　僕と近衛さんは、半月後に迫った文化祭の事務作業をそれぞれ行う。

　一段落ついたあたりで、近衛さんが口を開いた。

「タイガー君、ちょっと来ていただけませんか？　大事な話があります」

　重い前置きだ。

　緊張しながら、近衛さんの前に立つと、

「わたくしは髪型、着こなしなどを変えることでキャラを使い分けています。皆には『会長の五変化』などと言われているそうですね」

「はい」

　──まさか五人一役を、カミングアウトするのだろうか。

　そう思った、僕の。

　予想を遥はるかに超えることを、近衛さんは言った。




「それは、わたくしが五重人格だからです」




「は!?」

「驚くのも無理はありません。荒こう唐とう無む稽けいな話ですから」

（いや、嘘うそだとわかってるから驚いてるんです！）

　それにしても、なぜそんな嘘をつくのか？

「では五つの人格を紹介します。まず勉強が得意なわたくし『知ち佳か』。続いて──」

　近衛このえさんは立ち上がった。

「少し、後ろを向いていてください」

　言われた通りにすると……背後から衣きぬ擦ずれが聞こえる。

　艶なまめかしい音が想像をかきたてる。ドキドキしていると「いいよ」と言われた。

　振り返る。

　見違えるほど、大胆な恰かつ好こうの近衛さんがいた。ワイシャツのボタンを三つはずし、安全ピンで短く留めたスカートから、長く白い脚が伸びている。

　両手を振って、

「やっほ～タイガー君♪　ウチ近衛・Ｌレイラ・光ひか莉りっていうの。インスタとかやってるのは、ウチの人格なんだ」

（人格が本当に変わった!?）

　それからも、驚きは続いた。

　髪型や服装を変えるたび、性格や仕草が、楓ふう子こさん、舞まい姫ひめさん、愛あいさんに変化する。

（本当に五重人格……なのか？）

　じゃあ昨日見た、五人揃そろった映像は幻か何かで……いや、んなワケない。

　今の状況に説明をつけるならば。

（目の前にいるのは、もしや舞姫さん？）

　彼女は『天才若手女優』と言われている。

　五重人格を演じるのも可能だろう。

（でもなぜ、五重人格なんて大嘘を？）

　その疑問に、舞姫さん──知佳さんのキャラに戻った──は答えてくれた。

「わたくしを含めた人格は、それぞれ貴方あなたと……その、仲良くなりたいと思っています」

「は、はい」

「だからこれからはわたくし以外の人格を『キャラを変えた知佳』としてではなく『楓子』『光莉』『舞姫』『愛』と、独立した個人として接して欲しいのです」

　なるほど、そういう事か。

　姉妹達がいかに僕を取り合っても、それは僕からすると『キャラを変えた知佳さん』にしか見えない。

　でも『独立した個人』として見るなら話は別だ。

『僕が誰を選ぶ』かが、よりハッキリするだろう。

　僕は深々と頭を下げ、

「わかりました。重大な秘密を打ち明けていただき、ありがとうございます──五つの人格全てが、僕と仲良くなりたいなんて嬉うれしいです」

　舞まい姫ひめさんは驚いた様子で、口くち元もとに手を当てる。本当に知ち佳かさんそっくりだ。

「疑わないのですか？　自分でいうのもなんですが、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな話を」

「『会長の五変化』が凄すごすぎたので、五重人格と言われた方がしっくりきます。それに」

「それに？」

　僕は。

　楔くさびを打つように、言った。

「僕は近衛このえさんを、心から信頼していますから」

　舞姫さんが一瞬、後ろめたそうな顔をする。それは天井裏にいる知佳さんたちも同様だろう。

（五姉妹に、僕を騙だましている罪悪感を抱かせる）

　僕は後のち々のち、五姉妹にハーレムを打診するつもりだ。

　普通なら絶対に拒否されるだろう。

（だが）

　ただでさえ姉妹は五人一役をしているのに、さらに『五重人格』という嘘うそを重ねた。

　その罪悪感が──のちに、ハーレムを受け入れるための僅わずかな後押しとなればいい。

　僕は『五姉妹ハーレム』という夢を、あくまで現実的に目指す。やれることは全てやっておく。

「わかりました。信じて頂きありがとうございます」

　舞姫さんはうなずいて、

「驚かせて申し訳ありませんでした。文化祭にむけて、力を合わせて頑張りましょう」

「はい」

　これから、もっともっと五姉妹との距離を縮めるぞ。

　ハーレムが完成した暁あかつきには、みんな幸せにする。

　そして五姉妹と毎晩、くんずほぐれつドスケベな事を──

「精せい魂こん尽き果てるまで、やるぞ！」

　しまった。高ぶるあまり、ゲスな心の声が漏れ出てしまった。
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　会長室の屋根裏部屋。

　わたくしは、楓ふう子こ、光ひか莉り、それに愛あいと、モニターを見つめていました。舞まい姫ひめが装着するヘアピン型カメラの映像が映っています。

　タイガー君は目を輝かせて、




『精せい魂こん尽き果てるまで、やるぞ！』




（……！）

　文化祭への真まっ直すぐな情熱を感じます。舞姫の『五重人格』という言葉を信じきっているようです。

（な、なんて純粋な少年でしょうか）

　そんな子に嘘うそをついて……胸が痛いです。

「くっ。アタシたち姉妹は、なんて汚れてるんだ」

　目め頭がしらを押さえる楓子の言葉は、わたくしの心を代弁していました。

　ですがあえて、こういいます。

「仕方ないでしょう。五重人格設定でいくと決めたのだから、突き進むしかありません」

　光莉が肩をすくめて、

「でも知ち佳かねー。いつまでもって訳にはいかないよね？」

　確かに、そのとおりです。

　本当の真実である『五人一役』を教えたとき……タイガー君に幻滅されたら。

　それが、自分でも驚くほど怖いです。
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　舞まい姫ひめさんに『私たちは五重人格』という嘘うそのカミングアウトをされた日……

　僕はノーブレスで、文化祭の準備などをして帰宅。

　居間で、人生の戦略を考える。

　ハーレム結成、そして維持のための方法を検討するのだ。

　五姉妹と仲良くなるのは、もちろん大前提だが……

（将来の仕事は、なにがいいだろう？）

　ハーレムを作り、あとは成なり行ゆき任せ、という風にはしない。今からできる限りの準備をすべき。

　仕事の必須条件は、





一、高給取りであること

二、一夫多妻制の国で働けること






『一』はもちろん姉妹五人を養うためだ。常識はずれな道に誘う以上、金銭的に不自由はさせない。

『二』の理由も、言うまでもないだろう。だが現実的には……なかなか難しい。大企業に勤めれば『一』は大丈夫だが、勤務場所が自分で選べないから『二』は満たしづらい。

　ネットでいろいろ調べた結果、

（医師ならどうだ？）

　日本で医師免許をとれば、国際ライセンスをとることは難しくないらしい。

　むろん高給だし、一夫多妻制の国で充分、五人姉妹を養えるはずだ。

（よし、もっと詳しく、医師になる方法を調べよう。あした図書室に行って……）

　あ、学校は創立記念日で休みだった。ならば市立図書館にいこう。

　方針を決めたあと、いつものように勉強する。医師になると決めた以上、これまで以上に学力を上げねば。




　そして翌日の午後。

　僕は私服──スキニーパンツと、だぼっとしたシャツ──に着替え、アパートから十分ほど歩き、街の中心部へやってきた。図書館、公園、病院、商店などが立ち並んでいる。

（立派な図書館だなぁ）

　スーパーマーケットくらいの大きさだ。故郷は田舎の漁村なので、ときどき自動車図書館がくるくらいだったもんな。

　中に入る。本棚が三十メートルほど先まで並んでいて、人々が本を選んだり、机で読書したりしていた。静かだし、時々ここで勉強してもいいかも。

（さて、医師になるための本はと）

『社会生活』というカテゴリの棚へ行き、『医師を目指すあなたに』『国立医大入学への道』などという本をとっていく。

　じゃあカウンターで借りていくか……と思ったとき、こんなタイトルの本が目に入った。




『筋力トレーニング全集』『栄養学の基礎』




（あっ！　なんて愚かな。大事なことを忘れていた）

　それは。




　ハーレムに備えた、体作りである。




　五姉妹ハーレムが完成したら、とうぜん夜の生活で五人を相手にすることになる。

　それをこなせる体力、スタミナが必要だ。

『性生活の不満』は離婚原因の上位だと聞いたことがあるし、おろそかにはできない。野球でも体作りが不可欠だった。ハーレムでも同じことだろう。

『筋力トレーニング全集』をめくり、夜の生活に必要な筋肉、その鍛え方を調べる。

（ふむふむ。スクワット、ランニングが効果的……）

　野球部時代、スクワットは一日二百回、ランニングは十キロしていた。その習慣を復活させよう。

　続いて『栄養学の基礎』を読む。

（充実した夜の生活には、亜鉛が不可欠。亜鉛が多く含まれている食品は牡か蠣き、アサリ、ごま、豚レバーなど）

　さっそくこれらの食材を買い、今日からたくさん亜鉛を摂とろう。

（図書館へ来てよかった。ハーレムに必要なピースが埋まっていくな……）

「タイガー君、奇遇ですね」

　後ろから突然、声をかけられてビクッとした。

『タイガー君』と呼ぶという事は、五姉妹のうちの誰か。しかも丁寧語だから──

（知ち佳かさん）

　振り返って驚いた。

　知佳さんは……浴衣ゆかた姿であった。柄がらは涼しげな青いアサガオ。碧へき眼がんと同系色だからか、とても似合っている。金髪には簪かんざしを挿していた。

　あまりの可か憐れんさに、足元がふらついた。なんとか壁で体を支えながら、

「そ、その恰かつ好こう、は」

　知佳さんは、金髪を耳の上にかきあげ、

「わたくし、母の影響で日本文化が大好きなもので、私服は和装が多いのです」

「そ、そうだったんですか……」

「日本人はもっと和装をするべきだと思います。今日も浴衣姿が珍しいのか、じろじろ見られました」

　視線を集めた理由は浴衣ではなく、美少女だからだろう。

「すっごく似合ってます！」

「お世辞は結構です」
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　無表情で返される。でも知ち佳かさん髪をいじってる……嬉うれしいときのクセだ。抱きしめたい。

　知佳さんは僕が小脇に抱えた『医師を目指すあなたに』を見て、

「ところでタイガー君は、医師を目指すのですか？」

「はい」

「なにか理由が？」

『あなたたち五姉妹のハーレムを養うためです』とは言えない。

　それっぽい事を言ってごまかすぞ。好感度上がる内容なら、なおよし。

　僕は右肩を見つめ、

「事故で、肩を壊したのはご存ぞん知じですよね」

「ええ。同級生をかばったとか」

　トラックに轢ひかれて地面に叩たたきつけられ、とんでもない激痛に右肩を見ると、折れた上じよう腕わん骨こつが皮膚を突き破って飛び出していた。

　あれはキツかった。痛みも勿もち論ろんだが、長年大事に鍛えた右腕が一瞬で破壊されたのだから。

　……あ、思い出すと涙が。

　だが、これも活用させてもらう。

「い、医療従事者の方々の献身的な治療に、胸を打たれたのです……」

　知佳さんは痛ましそうに、唇をかみしめた。

　続いて懐から取り出した和柄のハンカチで、涙を拭いてくれる。ハンカチからは上品な香りがした。

「なるほど、素晴らしい理由ですね──将来は、どんな医師になりたいのですか？」

「日本にとどまらず、海外でも働けるような医師です」

　主にハーレムが可能なアラビア諸国。

　知佳さんは、浴衣ゆかたごしでも撓たわわな胸に手を当てて、

「よければわたくしが今度、勉強をお教えしましょうか？」

「ぜひ。二人で勉強会なんて嬉しいです！」

「こら、喜びすぎです。あくまで学力向上のためですよ？」

　知佳さんはそう釘くぎを刺しつつも、また髪をいじってる。このクセ知っといて、ほんとよかった。

「ところで知佳さんは、何を借りに来たんですか」

　知佳さんが持つ本を、見ようとしたとき……

　彼女は異様なほどの機き敏びんさで、後ろ手に隠した。草履ぞうりを履いた足がもじもじしている。

「秘密です」

「わかりました」

　僕はうなずき、

「『実践！　恋愛心理学』を借りにきたのは、僕達二人だけの秘密ですね」

「タイガー君にも秘密にするつもりだったんですよ！」

　浴衣ゆかたの袖そでで顔を隠す知ち佳かさん。きっと真っ赤なのだろう。

　知佳さんは恥ずかしそうに『実践！　恋愛心理学』を借り、それを胸に抱いて図書館を出て行った。

（僕と接するため、借りたのかな？　だとしたら嬉うれしいな）

　僕は医師になるための本、筋トレと栄養学の本、それに『ある本』を借りてから外に出る。

　すると……

「だからキミ近衛このえさんでしょ？　俺だよ俺！」

　チンピラっぽい柄がらシャツに、だぼっとしたズボンの男が、知佳さんの行ゆく手を塞いでいる。

「この前いっしょにストリートバスケやって、意気投合したじゃん！」

（ストリートバスケ？　……ああ、なるほど）

　多分、姉妹の誰か──楓ふう子こさんあたりと勘違いしてるんだろう。だが知佳さんは真実を言えないため、困っているようだ。

　助けに入らなきゃ。

（荒あら事ごとになっても、勝てるとは思うが……）

　知佳さんもいるし、穏やかな方法で追い払おう。

　足音を殺して男の後ろから近づき、両目を塞ぐ。そして女子のような裏声を出す。

「だーれだ？」

「ええっ？　いやわかんね」

　手を離すと、男が振り返る。

　僕はウインクして、

「正解は、あたしでした～☆」

「いや誰だよ!?」

　むろん突っ込まれる。

「忘れちゃったの？」

　両こぶしを口くち元もとに当てて、悲しげに上目遣づかい。

　男が「うっ」と頬ほおを染めて、

「こんな美少女と、会った事あるかな……？」

　類たぐいまれなる美少女顔の僕にとって、女のフリなど造作もない。今日の服装はユニセックスな感じだし。

　野球部時代は、女子マネの恰かつ好こうをして部員にタオルを渡し、報酬に小銭をもらっていたものだ。

（こんど女装してスパチャで金稼いでみるか。化粧もすれば『悲運のエース』とバレないだろ）

　案の定、男は僕の性別に気づかず、鼻の下を伸ばして、

「キミみたいな可愛かわいい子、一目会ったら忘れないはずだけど」
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　あっけにとられている知ち佳かさんに『早く行ってください』とサインを送る。

（よし逃げてくれた。あとは適当にコイツ撒まこう）

「キミ、軽く何か食べない？　好きなものおごるよ」

「いく☆」

　小腹がすいていたし、ちょうどいい。

　高級菓子店でケーキをご馳ち走そうになったあと告白されたが『実は男だ』と打ち明けると逃げて行った。

（軟弱者め）

　人を愛するなら、相手が同性だろうが五人姉妹全員だろうが、全て飲み込む気き概がいを持て。

　そんなパパ活を終える頃には、夕方になっていた。

（そろそろ帰るか。亜鉛を摂せつ取しゆするための牡か蠣き、ごま、アサリなどを買っていこう）

　街の中心部へ戻り、スーパーへ向かうと……

　近くの公園前に、白髪しらが頭あたまのおばあさんが座っていた。

　ホームレスだろう。ぼろぼろの服を着ており、しわがれた声で、通行人に話しかけている。

「夕ご飯を……くれんかね……」

　みな迷惑そうに避ける。それを見て僕は──

　コンビニに入っておにぎり五個、お茶を買ってきて渡す。

「どうぞ」

　こんな事をするのは……人助け四割、下心六割だ。

　この話が巡り巡って、ボランティアに熱心な愛あいさんあたりに届けば好感度アップが狙えるだろう。愛さんが炊き出しすれば、このおばあさんと会う機会はある。

　確率は低いが、未来への投資だ。

　僕の手から、おばあさんは食料を取り、がつがつ食べ始めた。

「美う味ま……い……」

「良かったです。では僕はこれで」

　改めてスーパーに向かおうとしたとき、後ろから肩を掴つかまれた。

（？）

　振り返る。

　おばあさんの白く長い前髪の奥で、蒼あおい瞳が輝いている。ん？　蒼い瞳？

　おばあさんが、己の頭に手をかけ、引っ張る……なんと白髪がとれ、輝く金髪があらわれた。カツラだったらしい。

　汚れた顔を袖そででぬぐうと、若々しい肌が露あらわになる。

　老ろう婆ばどころか、とんでもない美少女──近衛このえ姉妹の誰かだ！

「私は舞まい姫ひめの人格なのだ。所属してる劇団でホームレスの役をやることになってな。その気持ちを知るべく、扮ふんしてみたのだ」

「ぜ、全然わかりませんでした」

　舞姫さんは自慢げに胸を張って、

「だが図書館から出たときの、タイガーの女性のフリも見事だったぞ。やはりお前、演技の才能あるのだ」

　舞姫さんは、ここから図書館を見ていたのだろう。

　続いて、暗くなってきた空を見て、

「では私は、そろそろ帰るのだ」

「はい」

「公園に設置した、段ボールハウスに」

「リアルハウスに帰ってください」

　さすがに危ないって。

　公園で段ボールハウスの撤てつ去きよを手伝う。その最さい中ちゆう、ふと思いついた。

　舞姫さんから、ハーレム結成に必要なことを学べるかも。

「よければ、演技のコツを教えていただけませんか？」

「おお、タイガー、興味があるのか？」

　いま僕は『近衛・Ｒルイーズ・知ち佳かが五人一役だと気づいていない』ふりをしている。それをやり通とおす、演技力が必要だ。

　舞姫さんは少し考えたあと、公園の一角を指さして、

「では、あそこに虎とらが現れたという設定で、芝居をしてみろ」

　公園に、虎？

　突飛な設定だが、とりあえずやってみよう。

　僕は目を見ひらき「うわあっ!?　なんで虎!?」と叫んでみる。自分ではよくできたと思うけど……

「全然駄目なのだ」

　舞まい姫ひめさんが首を横に振り、

「『なんで虎!?』なんて言うのは安あん直ちよく。ちょっとした体の動きや、表情の変化で、感情を表現すべきなのだ」

「説明的なセリフだと嘘うそくさくなるんですね。では──」

　アドバイスを踏まえて、やり直してみる。

　舞姫さんはニッコリ笑った。

「うん。いい演技なのだ……しかしお前、何か演じたい役でもあるのか？」

「はい」

　いま、人生をかけた演技をしてます。
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　舞姫さんと別れたあと、改めてスーパーへ行く。

　牡か蠣き、アサリ、ごま、豚レバーなどを買った。これから毎日、亜鉛をたっぷり摂とるぞ。野球部時代は体作りのため食事にこだわっていたから、料理は結構できる。

　大通りを通って家いえ路じにつく。時折トラックが通ると、心臓の鼓動が一気に激しくなり、強い息いき苦ぐるしさを覚える。

　交通事故のトラウマだ……早く克服しないとな。

「タイガー君、こんばんは！」

　また、近衛このえ姉妹の声がした。周りを見る──

　大通りの脇に駐とまったタクシーの窓から、サイドテールの少女が顔を出している。光ひか莉りさんだ。

「乗って乗って♪」

　タクシーのドアが開き、光莉さんの全身が見えた。

（おわっ）

　グラビアアイドル顔負けの肢し体たいにまとうのは、キャミソールドレス。露あらわになった肩口がきれいで、首元を彩いろどるネックレスは煌きらびやかで……『大人の女性』って感じ。

　タクシーに乗ると、香水がほのかに香った。

「奇遇だね！　これから何か用事ある？」

「いえ」

「それじゃ──」

　光ひか莉りさんは僕の腕をとり、熱い瞳で、

「ウチと、ホテル行こ？」

　若い男女がホテルでやる事っていえば……アレだよな。

　そういえば、姉妹の話し合いで、光莉さんはこう言っていた。




『タイガー君、ウチがとっちゃうよ』

『それができたら、ウチが知ち佳かねーに負けない部分があるって、証明できるかもしれないし……あと「悲運のエース」と付き合えばバズるかもしれないし』




　どうやら光莉さんは、知佳さんへの対抗意識……それに名声欲があるようだ。それゆえに、大胆な行動をとるとしたら。

　光莉さんが僕の胸元を、かりかりと掻かいて、

「ウチ、もう我慢できない……」

　僕も健全な男子ゆえ、高ぶってきた。これからＨなことをするのか。

　ハーレムを目指す以上、誰か一人とゴールインは避けるべきだ。でも、この誘惑に抗あらがうのは──

「これから行くホテルの海鮮レストラン、すごく美お味いしいんだ。ウチは港町のシアトル出身だから、たまに海鮮を沢山食べないと落ち着かないの」

　はい、そういうオチですよねー。

　うなだれる。光莉さんが頬ほおをつついてきた。

「なになに？　変な想像しちゃったぁー？」

　ぐぬぬ。馬鹿にされている。

　軽く仕返ししてやろう。

「でも光莉さん、よくレストランに行けますね。さっき舞まい姫ひめさんの人格で、おにぎり五個も食べたばかりなのに」

　うっ、と表情が固まる光莉さん。

　目をそらして、

「な、なんというか……別腹？」

（そりゃ、別の腹でしょうけど）

　心の中で突っ込む。

　あまりつついてボロを出されても困る。話題を変えよう。

「しかし海鮮ですか。僕もちょうど牡か蠣きが食べたかったところです」

「マジで？　ウチら以い心しん伝でん心しんだね♪」

　牡蠣を食べたい理由を説明したら、ひっくり返るかもしれない。

　タクシーが駐車場に入る……見るからに高級ホテルだ。ホテルマンが出迎えてくれるし、エントランスの家具や調度品も立派で、客はスーツが多い。

　光ひか莉りさんに案内されたのは、三十階にある海鮮レストランだった。窓際なので夜景が一いち望ぼうできる。成功者の席って感じ。

「ところで光莉さん。タクシーに、こんな高そうな店。お金は大丈夫なんですか？」

「ＹｏｕＴｕｂｅユーチユーブとインスタで結構稼いでるから。今日はおごるよ」

　男として忸じく怩じたるものがあるが、貧乏学生の僕が払うのはかなり苦しい。ありがたくご馳ち走そうになろう。

　光莉さんは手慣れた様子でウェイターに『カニのパンペルデュ』『蒸しオマールエビ』『クラムチャウダー』などを頼んだ。

　運ばれてきた料理は……いかにも写真映えしそうだ。でかい皿にちょこんと載ってたり、前衛芸術っぽくソースがかかってたり。

　光莉さんはＳＮＳに載せるためか、料理をスマホで撮ったあと、

「じゃあ食べよ。乾杯──」

　炭酸水で乾杯した。

　夜景をバックにした光莉さんは色っぽくて、綺き麗れいで……圧倒されてしまう。

　だが。

　光莉さんは『蒸しオマールエビ』を口に運んだ瞬間、突っ伏した。

（な、なんだ？）

　顔が真っ赤になり、目を回してるぞ。

　駆けつけてきたウェイターに、光莉さんが呂ろ律れつの回らない声で、

「こ、これ、お酒入ってますぅ？」

「はい。シャンパンで蒸しております」

　どうやら光莉さん、酒に極端に弱いらしい。世の中には奈な良ら漬づけで泥でい酔すいする人もいるらしいし。

　とても食事を続けるのは無理だ。勿もつ体たいないので料理を全部腹に詰め込んでから、光ひか莉りさんを背負う。

　光莉さんはカードでなんとか精算したあと、苦しそうに、

「……クラムチャウダー食べたかった」

「好物なんですか？」

「シアトルのソウルフード。よくママが作ってくれた。ママ……どこにいるの……ママぁ……」

　迷子の子供のように、涙声で鼻をすんすん鳴らしている。さっきまでの大人っぽさが嘘うそのようだ……あ、眠っちゃった。いくら揺すっても全然起きないぞ。

（ど、どうしよう）

　光莉さんの家を知らないし、『五重人格』設定がある以上、知ち佳かさんに連絡もできない。この状態で一人、ホテルに泊めていくわけにもいかないし……

（仕方ない。うちへ運ぼう）

　光莉さんを背負ったまま、帰路につく。

　アパートへ到着後、布団をしいて横にする。

「んっ……」

　光莉さんが、色っぽい声とともに寝返りを打つ。長い脚が付け根まで見えて……慌てて毛布で隠す。

（耐えろ耐えろ）

　煩ぼん悩のうをねじ伏せつつ、作業を開始した。
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　五時間ほど経過した、夜十一時ごろ。

　未来のハーレムのためスクワットをしていると、光莉さんが目をあけた。体を起こし、寝ぼけ眼まなこで周りを見る。乱れ髪がセクシーだ。

「!?!?!?」

　目が覚めたのか、ずれたキャミソールドレスの肩ひもを慌てて直す。

　アパートに運んだことを説明すると、しゅんと肩を落とす。酒は抜けたようだ。

「ご、ごめんタイガー君。ウチ胸大きいから、重くて運ぶの大変だったっしょ」

「大丈夫です。野球部時代はチームメイト背負って階段駆けあがったりしてましたし」

「重いって事を否定してよ」

　頬ほおを膨ふくらませる光ひか莉りさん。確かに背負った際のずっしりフワフワ感は、やばかった。

「店でほとんど食べれなかったから、お腹なか減ってますよね」

　台所で鍋を火にかけ、中身を注いだ皿をテーブルへ。

　光莉さんは身を乗り出して、驚いた様子で、

「こ、これ……クラムチャウダー？」

「『食べたかった』と仰おつしやってましたから。レシピはネットで調べました」

　具の牡か蠣きやアサリは、亜鉛の摂せつ取しゆのために買っていたものである。

　それに僕は港町出身で、魚介類の調理はお手の物だ。

　光莉さんはクラムチャウダーを口に運び、ふにゃっと笑った。いつもの妖よう艶えんな笑みとは違う、無邪気なものだった。

「ママのとは違うけど、美お味いしい」

「よかった」

「ウチこの味、好き。また作ってくれる？」

　五姉妹ハーレムができたら、毎日でも作ります。




　その後、僕は光莉さんを自宅へ送りとどけた。見上げるようなタワーマンションだ。

[image: ]

（ここに五人姉妹で暮らしてるのか）

　いくら光ひか莉りさんの収入があるとはいえ、それだけでこんな所に住めるとは思えない。いったい誰が金を出しているのだろう。行方不明の『ママ』といい、五姉妹にはまだ謎が多い。

「んじゃまたね。タイガー君、色々ありがと♪」

「はい。また明日」

　だがなぜか光莉さんは、エントランスへ入っていかない。

　僕を見つめて、おそるおそる告げてくる。

「あ、あのねっ。ウチ『悲運のエース』と付き合えばバズるかもっていう、下心もあったの。でも」

　光莉さんが近づいてきて……

　頬ほおにキスしてきた。

　前も挨拶がわりにされたが、今回のは──ずっと長く、熱かった。

　光莉さんは碧へき眼がんを潤ませて、

「そんなの関係なく、本気になっちゃったかも……」

　赤い顔を隠すためか、すばやく身を翻ひるがえしてマンションへ入っていく。

　僕は跳ねるような足取りで、家いえ路じについた。途中で雨が降ってきたが、まったく気にならなかった。
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　雨は気にならなかったが、がっつり体は冷えた。

　翌朝、熱が出たのだ。どうやら風邪をひいたらしい。

（くっ、僕としたことが）

　五姉妹ハーレムという大たい望ぼうを抱きながら、体調を崩すとは……情けない。

　やむなく学校を休む。昨夜、壁に『スクワット一日二百回、ランニング十キロ』という目標を貼ったのだが、今日は達成できそうにない。

（仕方ない、大人しくしてるか）

　雨音を聞きながら本を読んだり、グローブにオイルを塗って磨いたりする。

　大事な道具の手入れ……ではなく。

　フリマアプリのメルカリで売るためだ。六万円もした最上位モデルのため、そこそこの値段になるだろう。

「ごめんな……」

　グローブに謝る。あぁ、漁港で荷に運はこびのバイトして買い、これで全国準優勝したなぁ。

　だが……今の僕は金欠。しかもこれからハーレムのため勉強代、牡か蠣きなどの食事代がかかる。

　少しでも金が必要なのだ。

（親に『仕送りを増やしてくれ』なんて言えないし）

　特待生じゃなくなり、学費免除も無効になったからな……これ以上負担かけられない。自分でなんとかしなくちゃ。




　ピンポーン




　安っぽいチャイムが鳴る。少しふらつきながら玄関をあけると。

「よっす」

　ポニーテールの少女・楓ふう子こさんが立っていた。上はメジャーリーグのレプリカユニフォーム、下はショートパンツだ。……おわ。雨で濡ぬれてるから、艶なまめかしい体のラインがハッキリわかる。

　心配そうに、僕の顔をのぞき込んできて、

「風邪だいじょぶか？」

「だいぶ楽になりました。ところで、ぬ、濡れてますよ」

「アタシがいたシアトルじゃ、傘なんて滅めつ多たにささねーんだよ。ところで」

　ビニール袋を掲かかげる。中にはプラスチックの容器が入っている。

「おかゆ作りすぎたから、よかったらどう？」

「え？　おかゆを作りすぎたんですか？」

「日本のコミックじゃ、食い物を持ってくときこう言ってたぞ」

　確かに『肉じゃが作りすぎたから』って結構あるけど。

　楓子さんは家に上がり込み、僕を布団に寝かせてから「鍋を借りるぜ」とおかゆを温め始めた。うーん、台所のショートパンツ美少女って素晴らしい。脚が長くて綺き麗れい。

「へいお待ち」

　楓子さんは茶ちや碗わんにおかゆをよそい、ふーふーあーんで食べさせてくれた。口の周りも甲か斐い甲が斐いしく拭いてくれる。一いつ見けんガサツだけど、面倒見いいなこの人。

「ごちそうさまでした」

「いいって。光ひか莉り……の人格が、世話んなったお返しだ。紳士的に介かい抱ほうした上、クラムチャウダーまで作ってやったんだって？」

（よし）

　あの件でおそらく、姉妹全員の好感度が上がっている。ハーレムへまた一歩近づいた。

　僕は、楓ふう子こさんの上着を見て、

「それ、シアトル・マリナーズのレプリカユニフォームですね」

「おう！　故郷の自慢だ。アタシはシアトルのベースボールチームにも入ってて、ポジション全部やってたんだぜ……って」

　楓子さんの声が、次第に小さくなる。僕が野球できなくなったことを思い出したようだ。

　気まずそうに視線をさまよわせると、壁の貼り紙を見つけて、

「ん、なんだこりゃ？　『スクワット一日二百回、ランニング十キロ』」

　まずい──事もないか。

　あの紙を見て『ハーレムに備え、スタミナつけようとしてるんだな』と思う人はいまい。いたら頭がおかしい。

　案の定、楓子さんは勘違いする。

「タイガー。もしかして、野球をあきらめてないのか？」

「……なんのことですか？」

「とぼけなくていい！　お前のプレイを動画で見たが、本当に素晴らしかった。よほど野球への情熱がなければ、あんな投球はできねえ」

　努力を褒められて、胸が熱くなった。

　続いて楓子さんは「あっ」と床のグローブを見つける。

　震える両手で持ち上げ、

「こ、こんなに丁寧に磨いて……お前の野球復帰への情熱、ビンビン伝わってくるぜ」

　まさかメルカリで売るとは言えんな。

　僕はいかにも意味ありげに、窓の外を見ながら、

「野球に復帰するかは、ご想像にお任せしますが」

「おう」

「いつか楓子さんに女房になってもらえたら、嬉うれしいです」

「女房──キャッチャーか！　ああ、喜んでお前の女房役になるぞ」

　僕、嘘うそは言ってないよな？




　その後、楓子さんは僕を眠らせるため、アメリカの子守唄を歌ってくれた。

「Hush, little baby, don't say a word......」

　ホッとする歌声だ。リズムに合わせ、楓子さんが体を優しく叩たたいてくれるのも心地よい。

　だが……見た夢は最悪だった。

　中二の時の、実体験である。

　一コ上の姉ちゃんが片思いする男子が、あろうことか僕に告白してきた。それで姉ちゃんにキレられたのだ。

　僕はあくまで穏やかに、理り路ろ整せい然ぜんと反論した。

『仕方ないよ。僕の方が姉ちゃんより可愛かわいいもの』

　すると姉ちゃんは、金属バットを振り回して追いかけてきた。姉ちゃん。許して姉ちゃん。

「姉ちゃん!!」

　飛び起きる。

　──全身が汗びっしょりだ。呼吸を整えていると、

「タイガー君、だ、大丈夫だべか？」

　方言に、柔らかな表情。ガーリーなワンピース。枕元に座るこの人は……

「愛あいさんの人格ですか？」

「うん、着替えてキャラを変えたんだべ」

　なるほど、と頷うなずいておく。楓ふう子こさんは帰ったのだろう。

「タイガー君、お姉さんがいるんだべか？」

「はい。遠い故郷に」

　顔を合わせたくない、恐怖の存在だ。

「うなされて、お姉さんを呼んでたべ。寂しいんだな」

（いえ全然）

　愛さんは勘違いしているようだ。でも……

「タイガー君には、私がいるべ」

　こんな事を言われた以上、訂正することもあるまい。

　愛さんは両こぶしを握って、

「決めた！　私、タイガー君がこの街にいる間、お姉さんになってあげるべ」

（お、お姉さん？）

　つまり僕の争奪戦には、加わらないのか？　ハーレムに入ってくれる見込みはないのか？

（……いや）

　愛さんは楓子さんと、こんな会話をしていた。




『もともと、タイガー君は知ち佳か姉さんが好きなわけだから、他の姉妹が割り込むのは違うんじゃねえべか』

『愛あいはいつも遠慮深いなぁ』




　愛さんは遠慮深い……ならば姉妹が僕を巡って争うのをよしとせず、『僕の姉』という立場で折り合いをつけようとしてるのでは。そうであってくれ。

　だがそんな『お姉ちゃん』など所しよ詮せん付け焼き刃。

　恋愛感情に変わっても、全く不思議ではない。いずれ心変わりさせてみせる。

「じゃあ、お姉ちゃんが家事すっからな。風邪で動けないから、色々困ってたべ？」

　それから愛さんは、掃除、洗濯、明日の朝食の用意までしてくれる。将来はきっと素晴らしいお嫁さんになるだろう。僕の。

　甲か斐い甲が斐いしく働く愛さんに、話を振る。

「ところで愛さんは、どうして人格の中で唯一、方言を使ってるんですか？」

　愛さんは、野菜を切っていた手を止めて、

「ママが寂しくないように、だべ」

「？」

「ママはね、もともとこの仙せん台だい市に暮らしてて、アメリカ人のパパと駆け落ちしてシアトルに住み始めたんだべ」
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　駆け落ち。リアルで初めて聞いた。

「ママ、時々寂しそうだったんだ。当然だべな。故郷を捨てて知らない土地で暮らしてるんだもの」

　愛あいさんは、照れくさそうな笑顔で、

「だから私、ママの故郷の方言を勉強したんだべ。方言で話せば、ママの孤独を少しは癒いやせるかなって」

（ああ……）

　この人、天使？

　さらに愛さんは帰り際、わざわざ一度チアの恰かつ好こうに着替える。

　そして「がんばれがんばれ、風邪に負けるなっ」と、僕だけのために踊ってくれた。ホント天使だよ。嫁にするしかないよ。

　光ひか莉りさんのミドルネームは『Ｌレイラ』らしいけど、愛さん、楓ふう子こさん、舞まい姫ひめさんのも早く知りたいな。

（それにしても、昨日も今日も、いい日だった）

　五姉妹との仲を、さらに深められたと思う。

　二週間後に迫った文化祭。その準備を通して、もっと仲良くなるぞ！
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　楓子さんと愛さんのおかげで、風邪はすっかりよくなった。

　それから数日後の放課後、僕は『文化祭準備委員』の集まりに来ていた。

　煌こう導どう学がく院いんではクラスから一名ずつ──計18人の準備委員が選ばれ、それが僕達ノーブレスの指示のもとに準備をおこなう。

　士気は高い。一般生徒からすると、学園のカリスマ『近衛このえ・Ｒルイーズ・知ち佳か』と仕事ができるチャンスだからな。

　司会役の、ギャルっぽい三女……光莉さんが拳をつきあげる。

「文化祭、盛り上げてこー！」

「「「盛り上げてこー！」」」

　さすがインフルエンサー。皆を鼓舞する能力がすごい。

　光莉さんが僕の隣に座り、長い脚を組む。腕組みすると胸がゆさっと揺れた。相変わらず凄すごい色気だ。

「んじゃタイガー君、進行よろ～」

　その一言で、空気が張り詰めた。

「タイガー君……？」「あだ名呼び……？」と皆がざわつく。

　僕は優越感に浸る。呼び方だけでこの反応。光ひか莉りさんが僕の部屋で過ごしたと知ったら、どう思われるだろう？

（くくく。僕たちの仲はな。てめぇら有う象ぞう無む象ぞうとは重みがちがうんだよ、重みが！）

　ヘドロのような内心とは裏腹に、さわやかスマイルで進行する。

「では会議を始めます。まず皆さん、去年の文化祭と比べて、改善したい点はありますか？」

　男子生徒が手を挙げて、

「学がく外がいへの宣伝に力を入れるのはどうでしょう。去年の文化祭は、学外からの来場者がやや少なめでしたし。今年も、商店街にポスターの掲示をお願いするつもりですが」

「んじゃ他にも、ウチのＳＮＳで宣伝しよーか」

　光莉さんのフォロワーは20万人だ。なかなかの集客が期待できそう。

　女子生徒が意見を述べる。

「でも客が増えると、治安の問題も出てくるよね」

「大丈夫だろ。なんたって会長がいるもの。去年だって暴れた外部の不良グループを、近衛このえさん一人で撃退してたもんな」

　へー、そんなことがあったのか。撃退したのはおそらく、楓ふう子こさんだろうけど。

　男子が目を輝かせて、

「どうしたら近衛さんのように、強くなれるんですか？」

「ウチ強くなんか、ないない。武の道に終わりはないもん」

「深い！　達人とはかくあるべきものなんですね」

　光莉さん、嘘うそは言ってないな。

　他の生徒が、

「では次は、スローガンを決めましょう」

　スローガンとは、活動目的を表す標語のことだ。

　皆が次々に案を出した末、これが有力候補となった。




一いち期ご一いち会え




　簡単な四文字熟語だが……

　光莉さんの顔が引きつっている。あれ？　もしかして。

（意味が、わかってない？）

　光ひか莉りさんは姉妹とともに、中学ミドルスクールまでシアトルで生活していた。わからなくても無理はないが……

『近衛このえ・Ｒルイーズ・知ち佳か』は、全国でも五指に入る学力なのだ。『一いち期ご一いち会え』を知らないなど、まずない。

　生徒の一人が、

「いかがでしょう会長。このスローガンは」

「た……足りない。何かが足りないって感じ」

　足りないのはおそらく学力だろう。

　別の生徒が、冗談まじりで言う。

「会長、もしかして意味がわからないとか？」

「何言ってるの。会長は全国五指に入る天才だぞ。こんな四文字熟語、ド低てい脳のうでもわかるよ」

（おいやめろ）

　光莉さんが、涙目でプルプル震えてるじゃないか。可愛かわいいけど。

　僕はメモをとるふりをして、




『一期一会』……一生に一度の出会いと思って、もてなすこと




　と書き込み、光莉さんにこっそり見せた。

　すると光莉さんは水を得た魚のように、自信満々で皆を見回し、

「うん。よく考えたら、いい言葉だった。なのでスローガンはこの『いっき──」

（まずい）

　よくある『いっきいっかい』という読み違えをしている。

　僕は野球で鍛えた反射神経で、光莉さんが言い終える前に、大声でかぶせた。

「いっきいっかいで、決まりですね」

　すると。

　部屋中から嘲笑の声があがった。

「何言ってんだ。『いちごいちえ』だろ！」「アホだなー」

「そうだったんですか。スポーツ推薦崩れなので、ご容赦ください」

　ピエロになって笑われる僕を、光莉さんが頬ほおを染めて見つめていた。




　会議が終わったあと。

　教室を出て、光ひか莉りさんと廊下を歩く。僕の手には文化祭のポスターが入った紙袋。これから商店街に貼らせてもらいにいくのだ。

「タイガー君っ、さっきは助けてくれてありがと☆」

　光莉さんがしがみついてきた。二の腕が豊かな胸に包み込まれる。

「あんなにくっついて」「やっぱ会長、あの子と……」

　準備委員たちの視線が刺さる。

『近衛このえ・Ｒルイーズ・知ち佳かが牧まき原はら大たい河がと付き合いだした』という噂うわさは、おそらく学園中に広まるだろう。そんなの……

（実にいい！）

　会長に手を出すヤツが減るよう、噂よ響ひびき渡わたれ。僕は世評を信用しないが、利用はするのだ。

　光莉さんが首をかしげて、

「ところでタイガー君、メガネも似合うね。今までコンタクトつけてたとは知らなかったけど」

「ええ、裸ら眼がんだとボヤけて見えるんです」

　嘘うそである。僕の視力は両目とも一・五だ。

　なぜ伊だ達てメガネをかけ始めたかというと──あるアクシデントに備えてのことだ。万まん一いちにもありえないと思うが、できるかぎり準備をするのが僕の信念。

「タイガー君には、酔った時にも助けてもらったなぁ。年上のおねーさんなのに、頼りっぱなし」

　でも、と悪戯いたずらっぽく見てきて、

「部屋で寝てるウチ見て、Ｈな気分にならなかった？」

　う。

　当然なりました。光莉さんが帰ったあとも、布団に甘い匂いが残っていて、どうにかなりそうだった。

「それは、僕も男ですから」

　光莉さんは満足そうにうなずく。

　そして僕の顎を掴つかみ、強引に目を合わせる。

「じゃあ今度、君の家へいただきに行くから」

（まさか……ぼ、僕を？）

「クラムチャウダーを♪」

　やはりそういうオチか、と力が抜けた。その隙を突くように、

「それに君も」

　熱い吐息で囁ささやかれ、滅め茶ちや苦く茶ちやドキッとした。アメリカで育ったせいか、そういう事に積極的なのかな？

　防戦一方だ。話をそらそう。

「と、ところで商店街へは、光ひか莉りさんの人格で行くんですか？」

「じんかく？」

　きょとんとする光莉さんだったが……

「あ、人格ね、人格！　いや、ウチじゃなくて愛あいが行くってば！」

　まだこの人、五重人格設定を消化しきれてないな。

　会長室の前に着くと、光莉さんがドアをあけて投げキスする。

「See youまたね. ちょちょいと人格変えてくる～」

（多重人格の人格交代って、そんなメイク直しみたいにできるもんなの？）

　まあ嘘うそ設定だからいいけど。

　僕はポケットからアラビア語の単語帳を出しながら、

（次に会うのは、愛さんか）

　愛さんは……僕を弟扱いすることに決めたらしい。姉妹による僕の争奪戦からは、一歩引いている。

　どうにかして、その立ち位置を変えさせねば。
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　私は、誰かと争うのが苦手だべ。

　シアトルでの学校給食で、好物のオレンジゼリーが余っても、誰が食べるか決めるコイントスに加わらなかった。

　混んだ電車で、目の前の席があいても誰かにゆずる。

（ましてや色恋沙ざ汰たで姉さんたちと争うなんて、できっこないべ）

　だから私は、タイガー君の『お姉ちゃん』になることにした。彼も姉と離れて寂しいようだし、Win-Winウインウインだべ。

　光莉姉さんと入れ替かわり、会長室を出る。

　タイガー君は……単語帳を見ている。テスト期間でもないのに、勉強してるんだべか。

　私に気付くと、ぱあっと笑顔になる。

　そして「愛あいおねえちゃーん」と、子犬のように駆けてくる。うんうん可愛かわいい。まさに弟。

「さあ商店街へ行くべ」

　うん、とタイガー君が手を繋つないできた。

　私たちの姿は、まさに仲良し姉弟きようだい……

（なんかではなく、どう見てもカップルだべよ！）

　生徒達から見られるし、タイガー君の手は小さいけど力強いし。緊張で手汗が出ないか心配。

　校舎を出て、商店街へ通じる大通りへ。

　すると、急にタイガー君の口数が少なくなった。顔色も悪く、明らかに様子がおかしい。

「どうしたべ？　風邪がぶり返した？」

　首を横に振るタイガー君。そして近くをトラックが通ったとき──私に抱きついてきた。

「!?」

　そ、そうか。

　タイガー君はトラックに轢ひかれ、野球ができない体になったという。今でもトラウマに、苦しんでいるのでは？

　抱きしめられると、細身なのに意外なほど筋肉があって……すごく『男』って感じがする。

　しかもタイガー君、間近で見ると一層美形だし。なんか良い匂いするし！

　私は平静を装い、彼の柔らかな髪を撫なでる。

「だ、大丈夫だべタイガー君。お姉ちゃんがついてるべ」

「お姉ちゃん……ですか」

「うん？」

「お姉ちゃんならどうして、顔を真っ赤にしてるんですか？」

　ハッとした。

　そうだ。こんな感情、姉ならありえない。

「やはり僕は愛さんを姉には思えません。愛さんも、そうなのでは？」

　……確かに、私は自分に嘘うそをついている。

「そうかもしれないべ。私の人格って、争いごとをしたくない。だからタイガー君の争奪戦に加わりたくなくて、言い訳していたのかも」

「気に障さわったら申し訳ないですけど……愛さんは、楽な道を選んだだけでは？」

　またも図星をつかれた。

　争わないのは、たしかに楽な道だ。勝って誰かを傷つけることも、負けて傷つくこともないのだから……

　タイガー君が、たたみかけてくる。

「僕は楽な道を選びません。夢を掴つかむためなら茨いばらの道だろうと、断だん固こたる決意で突き進みます」

「夢──もしかして、さっき単語帳見てたのも、夢のため？」

　タイガー君は深く頷うなずき、

「その夢のためなら、命すら賭とする覚悟があります」

（なんて、曇くもりなき眼まなこ!!）

　知ち佳か姉さんから聞いたところでは、タイガー君の夢は確か……




　医師になること。




　右腕を壊した際、医療従事者の姿に憧れたからとか。

　理不尽な事故にあっても腐らず、新たな夢のために努力している。

（な、なんて立派な……っ!!）

　胸がふるえた。この子はもう、道徳の教科書に載っていいレベルだ。

（楽な道を選ばず、か）

　自分の気持ちに、しっかり向き合うべきかもしれない。

　少なくとも『姉』としてタイガー君と接することは、もうできねえべ。

「色々話してくれてありがとう、タイガー君……じゃあ今日はとりあえず、ポスター配り頑張るべ」

「はい」

　商店街へ到着。

　全国的に商店街は苦戦してるらしいけど、ここの歩行者天国には多くの人が歩いている。

　顔なじみの、ＣＤショップの店員さんに声をかける。

「こんにちは」

　事情を話すと、ポスターを貼ることを了承してくれた。しかも店頭の、一番いいところ。

　……あ。最近人気のアイドル『遠とお野のミカ』のＣＤ販はん促そくポスターの隣だ。はぁ～『千年に一人の美少女』の異名どおり、綺き麗れいな子だべ。私の家族にも大ファンがいるし。

　それからも色々な店を回ったが、みな二つ返事で受け取ってくれる。通行人も、私に声をかけてくれる方が多い。

　ついでに寄ったお肉屋さんで、コロッケを六個買った。

「たくさん買いましたね」

「うん、夕食用だべ」

　あ、私は一人暮らしってことになってるんだ。ごまかさないと。

「冷凍しておくと、しばらく持つんだべ」

　タイガー君が「なるほど」とうなずき、

「ところで愛あいさん、色んな方に話しかけられてましたね」

「うん、よく使うお店の人とか、読み聞かせに行く病院、炊き出しボランティアの方……」

　あ、炊き出しボランティアといえば。

「タイガー君、このまえ舞まい姫ひめの人格がホームレスに扮ふんしてたとき、その正体を知らないのに食べ物を差し入れたんだって？　ありがとね」

　なんて優しい子。ますます異性として気になってしまうべ。

　甘い気持ちに浸っていると……スマホに着信。舞姫姉さんからだ。タイガー君から離れて、通話する。

「どうしたんだべ？」

『そろそろ体育館で、演劇の全体練習があるのだ。私それに出なきゃならないから、戻ってきて欲しいのだ』

　まったく、五人一役は不自由なことばかりだべ。

　タイガー君に、急用で先に戻ることを伝えると、

「じゃあ僕、ポスターまだ残ってるんで、配り終えてから戻ります」

「ありがとう、ごめんね！」

　駆け出す。自分でも驚くほど、タイガー君と離れるのが名な残ごり惜しい。
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（ミッション・コンプリート──愛さんからの『弟扱い』を打破したぞ）

　手を繋つないだり、トラックへのトラウマを利用して抱きついたのが功を奏した。

　愛さんも年頃の女性。僕のような細マッチョ美少年と密着すれば『弟』よりも『異性』が勝まさるのは当然。

　先日の舞姫さんへの『投資』も、うまくいったようだ。

　我がハーレム道の視界良好。

（しかし愛さん、ボロ出したな。一人暮らしという設定なのに、夕食用にコロッケ六個だなんて）

　一人分多いが、楓ふう子こさんあたりが二つ食べるのだろう。

　学校へ戻ると……

　体育館から舞まい姫ひめさんの声が聞こえてきた。舞台の練習をしているらしい。なるほど。さっき愛あいさんが戻ったのは、舞姫さんと入れ替かわるためか。

　自販機で差し入れを買ってから体育館の中へ。ステージ上に舞姫さんが一人でいる。真しん紅くのドレスを翻ひるがえし、見事なフラメンコを踊っている。

「あっ、タイガー」

　舞姫さんが駆けてきた。かなり汗をかいており、練習の熱量がうかがえる。

「舞姫さん、すごい熱意ですね」

「当たり前なのだ。私が演技をする以上、最高のものを見せねばならない」

（相変わらず、たいへんなプロ意識だ）

　チョロく惚ほれ直しつつ、コーラを差し出した。

「お！　ナイスなのだタイガー」

　両手でペットボトルを持って飲むのが、可愛かわいいな。

「そういえばタイガー、このまえ演技について教えたけど、参考になったか？」

「それはもう」

　五姉妹と接する時は、常に活用させてもらっている。

「演劇に興味を持ってくれて嬉うれしいのだ！」

　わーい、と万歳する舞姫さん。

　その純真な姿に、利用した罪悪感が湧いてくるが……

（まあ全員幸せにすれば、結果オーライ！）

　メンタルを前向きにコントロールできるのも、いい投手の条件。つくづく、野球を頑張ってきたことがハーレム結成に役立っている。

　舞姫さんが、コーラを飲み干して、

「じゃ、練習はこのくらいにするのだ。私は会長室で着替えるから、少し時間おいてから来るのだ」




　単語帳でアラビア語をしばらく勉強してから、会長室へ行き、ドアをノックする。

「おう、入っていいぜー」

　この男っぽい口く調ちようは、楓子さんか。

　ドアをあけると、楓子さんは床に座って裁さい縫ほうをしていた。あぐらなので、健康的な太ももが見えていて目のやり場に困る。

　縫ぬっているのは、暗幕かな？

「これ、占い研究部が文化祭で使うらしいけど、解ほつれてたんで直してるんだ……ん？　アタシが裁さい縫ほううまいのが意外か？」

「まあ、ぶっちゃけ」

「はっはっは。『カルメン』の衣い裳しようを作ったのもアタシだぞ？　こう見えて器用なんだ」

　楓ふう子こさんは手際よく針を動かしながら、懐かしそうに目を細める。

「アタシ……の人格は、昔から外で遊び回って服をよく破いてた。そのたび忙しいママが繕つくろってくれたんだけど、それが申し訳なくてな」

　糸を犬けん歯しで噛かみ切って、

「だから自分でこうして、縫えるようになったってワケさ」

　素敵なエピソードに惚ほれ直していると、楓子さんが申し訳なさそうに、

「で、タイガーにちょっとお願いがある。アタシの作った服を、着てくれないか？」

「いいですよ」

　それで楓子さんが喜ぶなら、安いものだ。

　と思ったら。

　彼女が見せてきたのは、ゴスロリ衣装、メイド服、バニースーツ……

（そう来たかぁ）

　楓子さんは、女装する少年に興奮をおぼえるタイプらしい。

（まぁ、着るのは全然いいけど。中学時代は女子マネの恰かつ好こうとかしてたし）

　チームメイトを顧こ客きやくにしていたことは前ぜん述じゆつしたが、監督からも女装を依頼されたときは、日本の教育を憂うれいながらメイド服を着たものである。

　ゆえに、女装など顔色一つ変えずできるが……

　ここは少し焦じらしてみよう。僕の経験上、そのほうが相手は興奮するものだ。

　口くち元もとに手を当てて、震える声で、

「は……恥ずかしいですよぅ」

「！」

　楓子さんが呼吸を荒あらげ、変質者のように近づいてくる。

「そんなこと言わずに、なぁ？」

　僕は後ずさりし、壁に背をつけた。あと三回くらい『ダメです』『いいだろ』したら着よう。

　そう決めた時。




　きゃああ!!




　上から悲鳴が聞こえてきた。

　反射的にそちらを見ると、天井の一部が開いていく。え、誰か姉妹が出てくるのか？

「うおっとぉ、足と手がすべったぁ！」

　楓ふう子こさんが一瞬で間合いをつめ、僕のメガネを弾はじき飛とばした。

　だが伊だ達てなので、当然はっきり見える。僕は「メガネメガネ」と探すふりをして、こっそり観察した。

　天井の穴から梯子はしごがあらわれ……それを伝って、知ち佳かさんが降りてきた。

　知佳さんは足音を立てないように楓子さんに近づき、耳打ち。

「なにぃ!?　ゴキが出た!?」

　だから知佳さんは、思わず降りてきてしまったのだろう。

　今度は天井の穴から、飛んでくる黒い影。ゴキだ。

「ぎゃあ、マジかよぉ！」

　楓子さんが悲鳴をあげる。

　逃げようとした知佳さんが、僕にぶつかってきて、もつれあって……

　僕は知佳さんに馬乗りになり、大きな胸を両手で鷲わし掴づかみにしてしまった。なんたる古典的ラッキースケベ！

「──────!!」

　だがここにいないハズの人間、知佳さんは悲鳴をあげられない。真っ赤になるだけだ。

　ゆえに。

「タイガーやめろー、そこはダメぇー」

　楓子さんが悲鳴をアフレコする。棒読みがひどいが。

　謝り、知佳さんから離れる。

（で……でっっっかかったぁ……）

　柔らかで、撓たわわすぎる水すい蜜みつ桃とう！

　外国の血が入ってるからか？　以前から大きいとは思ってたけど、触ると想像以上……ドキドキしすぎて血管切れそう。

「ふ、楓子さん、部屋から出てください。僕がゴキを退治しますから……メガネだけは拾っていってください」

「わかった」

　楓子さんは、胸を押さえる知佳さんを立ち上がらせる。

　それから、僕にメガネを渡して出て行った。

（すごい事になってしまった）

　僕が伊だ達てメガネをかけはじめたのは……万が一、姉妹がアクシデントで同時に現れたとき『メガネが取れて見えなかった』と言い訳するためである。

　それが役に立った。やはり準備は、万全にしておくものだ。

（やっぱり天井裏に隠し部屋があるんだ……あれ？）

　天井の梯子はしごも穴も、いつのまにか消えている。

　おそらくリモコン式なのだろう。僕に見られることを恐れて収納したのだ。

（しかしこんな仕掛け。五姉妹だけで、ここまでできるか？）

　タワーマンションといい、もっと大きな力が働いてるんじゃないだろうか。それは、姉妹が来日した理由……そして『五人一役』をする事情にも、繋つながっているような。

　おっと、今は推論をしている時ではない。

　古いパンフレットで、ゴキを退治する。

「もう大丈夫ですよ」

　外へ声をかけると、楓ふう子こさんが入ってくる。情けなさそうに頭をかいて、

「タイガーありがとな。アタシもゴキは苦手でさ」

「いえ。こちらこそ、胸を触ってしまい申し訳ありませんでした」

　触ったのは知ち佳かさんのだけど。

　だからてっきり、楓子さんは『気にするな』と言うかと思ったら……

　なぜか楓子さんは胸を押さえ、うなだれる。

「ああ。アタシは傷ついた……なので」

　目を血走らせて、カメラを構えた。

「罰として女装してもらうぜ」

　この流れでは断れまい。僕は形式的に抵抗してから、ゴスロリ姿になる。

（まあハーレム資金のための、女装スパチャの予行演習とプラスに考えよう）

　色んなポーズをとり、撮影されまくる。

（そういえば）

　以前に楓子さんは『半泣きで上目遣づかいで見られたら、たまんねーだろうなー』と言ってた。

　なのでその通りにしてみる。楓子さんは鼻血を吹きそうになっていた。

　チェキ会は、一時間ほどで終了。

　隣の応接室に行き、制服に着替えて、会長室へ戻ると……

「タイガー君、楓ふう子この人格がご迷惑をおかけしましたね。仕事を続けましょう」

（あ、知ち佳かさんにチェンジしてる）

　さきほど胸を触ってしまったせいか、顔がやや赤い。

　知佳さんの向かいに座り、もくもくと事務作業をする。

　それから一時間ほどして……疲れてきたので伸びをすると、知佳さんも同じように伸びをした。豊かな胸が張り詰め、制服に大きなシワができる。

　続いて左肩を回すと、知佳さんも同じ動きをする。

（……あれ？）

　知佳さん、さっきから僕の動きを真ま似ねしつづけてる。もしや……

（『ミラーリング効果』を狙ってる？）

　最近知った『自分と同じ仕草をする人間に、好感を持つ』という現象だ。

　試しに頬ほおに手を当てると、知佳さんも同じようにする。

　今度は、両手を猫のように構えてみる……おお！　普段クールな知佳さんが猫ポーズを。可愛かわいい。

　続いてダブルピースしてウインク。だが流石さすがにこれは真似してくれない。

　知佳さんは冷たい声で、

「……なにしてるんですかタイガー君」

「知佳さんが先日、図書館で借りてた『実践！　恋愛心理学』。そこに記き述じゆつされてた『ミラーリング効果』をしているのかと思って……」

「タイガー君も読んだんですかぁ!?」

　どんな本か、気になったので借りたのである。

　知佳さんが耳まで赤くし、黒ストで包まれた内うち股ももをすりあわせる。恋愛ハウツー本の実践がバレたら、そりゃ恥ずかしいよな。

　少しだけイジってみよう。

「嬉うれしいな。僕と仲良くなるために、あの本借りたんですか？」

「いえその、あくまで学術的な興味で」

「そうですか。僕は貴方あなたと仲良くなりたくて借りたんですけど」

「……」

　知佳さん、髪いじってる。嬉しいときの癖──クソ可愛いんですけど。

　少し大胆な質問してみるか。

「知佳さんは将来、どんな家庭を作りたいですか？」

「え？　……そうですね。わたくしの家は父がいい加減で、母は悲しい顔をしている事が多かったので……」

　少し照れくさそうに、

「賑にぎやかで、笑顔が絶えない家庭がいいですね」

　なるほど。僕のハーレムが完成すれば、まさにそんな家庭となるだろう。知ち佳かさんのイメージとは絶対違うだろうが。

「ではタイガー君の、理想の家庭は？」

「野球チームを作れるくらい子供が欲しいです」

「それよく言われますけど、無理じゃないですか？」

　五姉妹ハーレムなら充分可能であろう。

　子供とキャッチボールどころか、紅白戦すらやれるかもしれん。




　それから、ほぼ毎日……

　僕と五姉妹は、文化祭の準備を進めていった。

　知佳さんは備品の把は握あく、食品を扱う屋台の保健所への届け出など。

　楓ふう子こさんは入場門の作成や、キャンプファイヤー、防犯カメラの設置。

　光ひか莉りさんは、ＳＮＳとビラ配りでの宣伝。

　舞まい姫ひめさんは劇の練習。

　愛あいさんは学がく内ないの飾りつけや、花壇の手入れ。

　僕は姉妹全員を手伝いつつ、ハーレムのための勉強や足腰の鍛錬も欠かさない。

　忙しいけど、やりがいに溢あふれていた。図書館での約束通り、知佳さんに勉強を教えて貰もらったのも嬉うれしかった。

　そして、文化祭当日──
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　文化祭当日。

　煌こう導どう学がく院いんの入口には、楓ふう子こさんが中心となって完成させた入場門が設置されている。高さ四メートルほどもあり、紙で作った花で綺き麗れいに飾り付けられた力作だ。

　それをくぐって、沢山の外部のお客さんが入ってくる。光ひか莉りさんのＳＮＳや、愛あいさんが掲示をお願いしたポスターの効果が出ているのだろう。

　文化祭の大きな目玉は『天才若手女優』として名高い舞まい姫ひめさん主演の演劇。

　──『近衛このえ・Ｒルイーズ・知ち佳か』の八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍により、この文化祭は成り立っている。そのカリスマ性は高まる一方だ。

　そんななか僕は、光莉さんと校内を見回っていた。手をガッチリ恋人繋つなぎされているので、周りからの嫉妬と羨せん望ぼうが凄すごい。

「くっ。会長についに恋人が」「でも……美男美女でお似合いかも」

　外そと面づらを良くしていたためか、僕へのヘイトも随ずい分ぶん減ったな。

　現に『肥こえだめに落ちた上に最底辺の成績だったのに、そこから這はい上あがって会長を落とした勇者』として僕を英雄視する男子もいる。

　僕に握手を求めてきて、

「諦めなければ夢は叶かなうんだな」

　賞賛を受けても、僕は気持ちを緩ゆるめない。

（いや、まだだ）

　僕の夢は、あくまで五姉妹ハーレム。それを叶えるまで油断は許されないのだ。

　一方、光莉さんは美術部の出店で天てん狗ぐのお面を買ったり、イカ焼きやリンゴ飴あめを食べたりしていた。

　この前ご馳ち走そうになったお返しに、今日は僕のおごりだ。先日女装スパチャで荒あら稼かせぎしたから余裕あるんだよな。独身の三、四十代男性は、すごい金を持っていると実体験した。

「みんなウチに寄ってー☆　撮るよー？」

　あ、光莉さん、生徒や学がく外がいのファンと自撮りしてる。

　全力で満喫しているようで、見てる僕も幸せな気持ちになる。

　ふと、光莉さんが「あっ」と目を輝かせた。視線の先には『占い研究部』と書かれた部屋。

　僕の手を引いて、

「タイガー君、占ってもらおーよ。この研究部、すごい当たるって評判なんだって」

「何を占うんですか？」

「ウチらの相性に決まってるっしょ♪」

　好きな人に、当然のように言われるってすげー幸せ。

　占い研究部の部屋に入る。

　暗い。窓は暗幕で覆おおわれていて、燭しよく台だいにローソクが灯ともっている。

　座っている占い師は、黒いローブに三角帽子の、いかにもなスタイル。

「ようこそ。あぁ、これはノーブレスのお二ふた方かた」

「おいっすー。ウチらの恋の相性を占ってほしいんだケド。何によって占うの？」

「お二人の生年月日です」

　光ひか莉りさんが固まった。

　生年月日で占ったら、五姉妹全員と僕の相性を占う事になってしまう。ハーレム計画を持つ僕は知りたいけど。

　光莉さんが、すがるように、

「占い、他の方法でできないの？」

「人相占いも可能ですが」

『人相、姉妹と同じだから意味ないって！』という光莉さんの心の声がしたような。

　占い師は思案したあと、

「姓名──名前でも占えますが」

「いいじゃん♪　じゃあお願いね。牧まき原はら大たい河がと、近衛このえ……こ、近衛……」

　言葉につまる光莉さん。近衛・『Ｌレイラ・光莉』と言うわけにはいかない。

　占い師が言う。

「『近衛・Ｒルイーズ・知ち佳か』ですよね？　では占わせていただきます」

　紙に名前を書き、画数などを調べたあと、

「これは──」

　これは？　と前のめりになる僕と光莉さん。

「最高です！　『牧原大河』さんと『近衛・Ｒ・知佳』さんの姓名は、これ以上ない組み合わせです！」

　心の中でガッツポーズする僕。

　占い師が、光莉さんに微笑ほほえみかける。

「おめでとうございます、近衛さん」

「ちっ」

「なんでガッカリしてるんですか!?」

　占い師は驚いたあと、僕を疑わしそうに見てきて、

「相性抜群なのにガッカリするなんて……もしかして彼に弱みでも握られ、無む理り矢や理り付き合わされてるんですか？」

　失礼な。

　まあ弱みは握ってるけどさ。

　一方、光ひか莉りさんは不満そうだ。

　むむむ、と唸うなったあと──スマホに『近衛このえ・Ｌレイラ・光莉』と打ち込んで占い師に見せる。

「この名前と、牧まき原はら大たい河が君の相性もお願い」

「『近衛・Ｌ・光莉』？　誰ですか？」

「ええと」

　光莉さんは首をひねり、

「将来生まれる、娘の名前……？」

「牧原君と、そこまで考えてるんですか!?」

　驚きよう愕がくする占い師だが、僕と『近衛・Ｌ・光莉』の相性を占ってくれる。

　その結果……

「最高です」

「やったー♪　ウチめっちゃ嬉うれしい！」

　光莉さんが抱きついてくる。

　占い師が、あっけにとられてる。将来の娘について占って、大喜びするバカップルに見えるんだろうな。




　占い研究部の部屋から出ても、光莉さんはご機嫌。鼻歌まじりで軽やかな足取りだったが。

「！」

　急に何かに反応し、動きを止めた。

　十秒ほど経たってから……早足で進む。僕も慌てて続く。

　ノーブレスの会長室の前までやってきた。

　そこに、おとなしそうな女生徒がうつむいている。

　僕達を見て、安あん堵どの笑みを浮かべ、

「ノーブレスのお二ふた方かた！　私は天文部の西さい園おん寺じと申します」

「何か困ったコトあるの？　この会長が、すっきり解決するよ♪」

「あぁ、生の会長……尊い……」

　天文部はカリスマ性に陶とう酔すいしつつ、冊子を差し出してくる。表紙には『煌こう導どう学がく院いんから見える星座』と書いてある。

「実は、冊子を刷すりすぎてしまいまして。本ほん来らいは二十部のところを、百部に……部室で販売しているのですが、とても捌さばけそうにありません。売れる方法を一緒に捜していただけないでしょうか」

　ノーブレスらしい仕事だな。しっかりやらねば。

　光ひか莉りさんが両手をポンと合わせて、販売のアイデアを出す。

「そうだ。これ五冊買った人は、もれなくウチと握手できるっていうのは？」

「握手権商法じゃないですか」

　売り切れるだろうけど、冊子が捨てられそうだな。刷った以上、ちゃんと読んで欲しいだろうし……

　僕もひらめいた。

「売り場を増やしたらどうです？」

「どこに？　タイガー君」

「いままでノーブレスが協力した部の、屋台や出し物の会場です。恩を返してもらいましょう」

　告白の相談にきた宝ほう来らいミサキの部、応援したバスケ部、舞まい姫ひめさんが出る演劇部……それらのブースに置かせて貰もらえるよう、お願いにいく。

　皆、快こころよく協力してくれた。

　これである程度は売れるだろう。それに……

「僕が歩きながら、冊子の宣伝しますよ」

「そこまでしていただけるんですか!?　ありがとうございます」

　天文部の西さい園おん寺じさんが頭を下げてくる。

（天文部は冊子が売れる。僕は姉妹からの好感度アップが狙える）

　Win-Winウインウインである。こういう『無償の奉仕』は、特に愛あいさんあたりに響くであろう。

　天文部は、僕と光莉さんに冊子をくれたあと、何度もお礼を言って去っていった。

「タイガー君、いい仕事したね。やっぱ頼りになる♪」

　肩を寄せてきた光莉さんが、スマホを見て、

「あ！　そろそろ演劇の時間。人格を舞姫に変えて、行かなきゃ」

　僕の頬ほおに軽くキスし、去って行く……この挨拶、心臓に悪いよ。嬉うれしいけど。

　光ひか莉りさんはこれから、会長室あたりで舞まい姫ひめさんと入れ替かわるのだろう。

（しかし、さっき占い研究部の部屋から出たあと……）

　光莉さんは突然無言になって、それからまっすぐに困っている天文部のもとへ辿たどり着ついた。

（あの時、無線で指示を受けてたんじゃないか？　知ち佳かさんあたりから）

　では、知佳さんはどうやって困った人を見つけたかというと……

（防犯カメラだ）

　大勢が出入りするため、文化祭限定で、学院の各かく所しよに防犯カメラが設置されている。天文部がいた場所にもだ。

　その映像を知佳さんあたりが見て、光莉さんに指示を出していた？

（知佳さん、会長室の屋根裏にいるのかな）

　そこで防犯カメラを通して、学園中を見ているならば……

（たくさん仕事して、好感度を上げよう！）

　僕は下心満々で、働き始める。

　屋台の行列の整理、喧けん嘩かの仲ちゆう裁さい、ゴミを拾う。首から看板をぶらさげて、天文部の冊子の宣伝。

（スクワットと十キロ走で毎日鍛えてるからな。いくらでも動けるぞ）

　次々に仕事をこなしていると……校庭の片隅で、妙なものを発見した。
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　いま私は、迷子の手を引いて歩いているべ。

　迷子は不安なのか涙ぐんでいたけども、とつぜん目を輝かせ、

「あっ、お母さん」

　弾はじかれたように駆けていき、母親に抱き着く。子供が私に手を振って、

「ありがとー、クマさん！」

　私は開幕からずっと、クマの着ぐるみ姿で過ごしてるべ。これなら顔を見られない。学がく内ないに他の『近衛このえ・Ｒルイーズ・知佳』がいても平気というわけだ。

　親子と別れると、体育館から拍手が聞こえてきた。

（あ、舞姫姉さんの劇が始まったんだべな）

　となると、いま学内にいる『近衛・Ｒ・知佳』は舞姫姉さん。他の姉妹は顔を出せない。着ぐるみ用意しておいてよかったべ。

「知ち佳か姉さん、次の仕事は？」

　インカムを通して、知佳姉さんにたずねる。彼女は会長室の屋根裏にいて、トラブルがないか防犯カメラで視みている。

『サッカー部の屋台の行列は……整理されてますね。喧けん嘩かもいつのまにか解決しています……』

「なぜだべ？」

『タイガー君が猛烈に働いて、次々にトラブルを処理しています』

　驚いていると、彼の肉声が聞こえてきた。

「天文部の冊子『煌こう導どう学がく院いんから見える星座』発売中でーす！　キャンプファイヤーのお供にいかがですかー！」

　二十メートルほど離れた所で、タイガー君が声を嗄からして宣伝している。

　その姿に胸を打たれた。

（なんて……人のため一生懸けん命めいになれる子なんだべ！）

　だが、感動するのはまだ早かった。

　タイガー君に、数人の男子が近づいていく。どこか居い心地ごこち悪そうだ。

「牧まき原はら、一部売ってくれよ」「あの……林間学校の時はゴメンな」

（もしかして、タイガー君のクラスメイト？）

　彼が肥こえだめに落ちて死にかけてた時、助けるどころか、笑っていた。いまさら謝ろうというのだろうか。

「林間学校？　ああ、あの事か」

　タイガー君は苦笑し、

「いいよ。あの出来事をきっかけにノーブレスに入れたんだから、もう気にしてない」

「牧原ぁ!!」

　クラスメイト達、そして私は感動した。

　人の罪を赦ゆるす心の広さ。どこまで私をときめかせるのだろう。

　ポーッと見つめていると、彼と視線が合って……近づいてきた。え？　なんで？

「こんにちは」

　タイガー君が、深々と頭を下げてきて、

「僕はノーブレスの牧原大たい河が。先程から迷子への対応など、文化祭のために働いていただきありがとうございます」

「い、いえいえ」

　声のトーンを変えて応じる。着ぐるみで、こもって聞こえるはずだし、多分大丈夫。訛なまらないように注意しないと。

「あなたは本校の生徒ですか？　どうして着ぐるみをつけてるんですか？」

「……」

「言いたくないのなら、いいですが」

　タイガー君は、ニコッと笑って、

「あなたは、まるで愛あいさんみたいですね」

（!?）

　心臓が高鳴る。おそるおそる尋ねた。

「そ、それ、どんな人？」

　タイガー君は、心の底から愛いとおしげに、

「美人なだけじゃなく、優しくてあったかくて。愛さんと一緒に居るだけで、幸せな気持ちになれるんです」
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　こんな風に……

『タイガー君が私だと気付いてない状態で褒められる』って、破壊力が凄すごいべ！　着ぐるみの中が暑い！

　思わずふらつくと、タイガー君が力強く抱き留めてくれた。

「大丈夫ですか？」

　甘い声が、耳にここちよい。

　視界いっぱいに、タイガー君の整った顔が。ああ、なんて誠実さに溢あふれた瞳だべか……！

　私は自分の気持ちを悟さとった。

（タイガー君のこと、好き！）

　そう自覚した瞬間。

　あまりにも恥ずかしくなって、駆け去ってしまった。
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　僕は去りゆくクマの背中を見つめた。

（あれ、たぶん愛さんだ）

『近衛このえ・Ｒルイーズ・知ち佳か』役は学がく内ないに一人しかいられない。その問題を解消するための着ぐるみだろうか。

　愛あいさんのことを褒めたら、着ぐるみごしでも照れてるのがわかった。可愛かわいかったな。

（あと、さっきのクラスメイトを赦ゆるす演技で、愛さんからの好感度は上がったかな？）

　むろん一生赦すつもりはない。一ひと芝しば居い打っただけだ。

（ん？）

　ふと、ざわめきが聞こえてきた。

　見れば──入場門から不良っぽい五人が入ってきた。金色のジャージや、ダボダボのズボンなどを着て、周りを威い嚇かくするように歩いている。

　舞まい姫ひめさんが公演中の体育館へ向かっていく。中へ入るつもりのようだ。

　僕は慌てて、五人の前に立った。愛想笑いで、

「いま公演中なのですが、チケットはお持ちですか？」

「そんなのねえよ」

「では入場できません」

「俺達は演劇を見に来たんじゃねえ──近衛このえの舞台をブチ壊しにきたんだよ。去年の借りを返してやる！」

　借りって一いつ体たい……あっ。

　そういえば、文化祭準備委員の会議で、こんな発言があった。




『去年だって暴れた外部の不良グループを、近衛さん一人で撃退してたもんな』




　こいつら、御お礼れい参まいりにきたのか。

　僕は立ちふさがる。

「ここは通さな──」

　言い終わる前に、頬ほおに衝撃。殴られたのだ。それからも次々に拳が飛んでくる。

　通してたまるか。姉妹の好感度を稼ぐためでもあるが……

　舞姫さんはこう言っていた。




『私が演技をする以上、最高のものを見せねばならない』




　努力が無駄になるって、とても悲しいことだ。僕にはよくわかる。

　高校野球への夢を膨ふくらませていた時に、右肩を壊された。

　投手復帰を目指して懸けん命めいにリハビリしても、投げるどころか日常生活を送れるようになるのが精一杯だった。

（あんな思いを、好きな人に味わわせる訳にはいかない）

　仁王立ちする僕の腹に、鼻に、顎に、次々に拳が突き刺さる。

　ふん。僕はプロ注目の投手からデッドボールを受けたこともあるんだ。こんなパンチ……って痛い痛い痛い！　痛いものは痛い！

「しぶてえんだよ」

　もう正当防衛が成立するだろ。反撃するか、と思ったとき。

　男が振り上げた拳が──空中で止まった。




　楓ふう子こさんが掴つかんだからだ。




　いま『近衛このえ・Ｒルイーズ・知ち佳か』の役をしているのは、舞まい姫ひめさん。

　楓子さんがここにいると『近衛・Ｒ・知佳』を複数で演じてることがバレる！

　……ということには、ならなかった。

　楓子さんは、天てん狗ぐのお面をつけていたからだ。さっき光ひか莉りさんが、美術部の出店で買ったものか。

　しかもポニーテールのウィッグも外し、ショートカットにしている。『近衛・Ｒ・知佳』と髪の長さが全く違うため、僕以外が同一人物と気付くことはおそらくない。

　不良の一人が叫んだ。

「なんだてめえ、ふざけた格好しやが……」

　言い終える前に。

　楓子さんがアイアンクローをし、そのまま宙づりにした。あまりの膂りよ力りよくに顔の形が歪ゆがんでいる。うわ痛そう。ざまあ。

　残り四人が楓子さんに襲いかかる。だが楓子さんは、握った不良を振り回して、全員気絶させてしまった。人体を武器代わりにする人、初めて見たな。

　周囲から、拍手と感嘆の声があがるが……

　楓子さんは意に介さず、僕をお姫様だっこして駆けだした。

「ありがとうございます。あなたは一いつ体たい」

「え、ええと」

　楓子さんは言いい淀よどんだ後、

「正義の味方・煌こう導どう仮面」

　吹き出すのをこらえた。

「不良に屈しなかったキミの勇気が、吾わが輩はいを呼び寄せたのだ」

（いや、防犯カメラで見てたんでしょう）

　体育館の入口にも、防犯カメラは設置されていた。

　となれば姉妹の誰かが見ているはずで、楓ふう子こさんが助けにくる可能性も考慮していた。顔が見られない方法だって、さっきの愛あいさんの着ぐるみのように、いくらでもある。

（まさか『煌こう導どう仮面』なんて名乗ると思わなかったけど）

　保健室に到着。若い女性の保健医が応対してくれた。

「はいはーい……わっ!?　天てん狗ぐ!?」

　驚きよう愕がくしたものの、ボロボロな僕を見るや、すぐに椅子に座らせて顔の傷を消毒してくれる。

　楓子さんは天狗面のままそれを見守る。シュールな光景だな。

　痛ましげな声で、

「どうして反撃しなかったのだ？　あんなチンピラなど、君ならなんとでもなったはず」

　単に、正当防衛になりそうなタイミングを待ってただけだが……

　楓子さんを見つめて、

「ノーブレスである僕が暴力をふるい、万が一にでも文化祭が中止になったら……準備を頑張っていた近衛このえさんに、申し訳が立ちません」

「！」

　楓子さんは感動に打たれたようだ。

　それを横目に、保健医は僕の上着を脱がせにかかる。

「次は体の手当をするわ…………えっ!?」

　古傷が露あらわになると、その凄せい惨さんさに保健医すら息をのんだ。

　右肩から上腕にかけて、巨大なミシンで縫ぬわれたような長く太い傷跡。その周りの肉は醜くゆがんでいる。

「な、なんて傷だ！　これでも、お前は野球を諦めていないのか!!」

　そういえば楓子さんの中で、そういう事になってたな。

　うずくまり嗚咽おえつする楓子さん。天狗面の鼻が床にコツコツと当たる。

「お、お前こそ、男の中の男っ……！」

「……あなた、ここではお面をとったらどう？」

　保健医が呆あきれて注意する。

　楓ふう子こさんはハンカチを天狗面の中に差し込み、涙をぬぐい、

「牧まき原はら大たい河が──お前の生き様ざまに、胸、撃ちぬかれちまった」

　見つめてくるお面の奥の碧へき眼がんは、熱を帯びていて……

　僕を女装させていた時の、愛あい玩がん動物を見るものではない。

「惚ほれた……っ!!」

　そして両手で顔を押さえ──天てん狗ぐ面をつけてるから意味はないが──駆けていった。

　保健医が「変なヤツに惚れられてるなぁ」と同情してくる。

（おっし！）

　身を賭とした好感度アップ大成功！　チンピラたちよありがとう！

　これでまた一歩、五姉妹ハーレムに近づいたぞ。




　痛み止めを処方されたが、それは眠気を伴ともなうものだったらしい。

　ベッドでウトウトしていると、三十分ほど経過していた。

　すると……

「タイガーっ」

　舞まい姫ひめさんが保健室に入ってきた。劇が終わってすぐ来たのか『カルメン』の赤い衣装だ。

　僕は、枕元に置いていた伊だ達てメガネをかける。

　舞姫さんが、見たこともないほどオロオロして、

「き、聞いたのだ。私の劇を守るため、体張ってくれたって」

「そうですか」

「どうしてそこまで？」

「舞姫さんが今日のため、一生懸けん命めい練習していたことを知っていますから」

　ハーレムを作りたいという下心はあるが、これも本当の気持ちだ。

「……!!」

　舞姫さんは、感極まったように瞳を潤ませ、

「ありがとなのだっ！　タイガー」

　この笑顔を、僕は一生忘れないだろう。普段ぼーっとしてるだけに、よけい可愛かわいい。

「少し添い寝してやるのだ」

　なんと、舞姫さんが布団に潜り込んでくる。

　舞台終わりのせいか、湯たんぽみたいに温あたたかくて、柔らかい。

　でも痛み止めの効果で、もう起きていられない。もっとこの天上の感触を味わいたいのに……
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　わたくし──近衛このえ・Ｒルイーズ・知ち佳かは、校内の屋台を見回っていました。

　タイガー君が負傷して保健室で休んでいるので、わたくしが頑張らないと。愛あいには文化祭の前半で、骨を折ってもらいましたし。

　万が一火事でも起きたら文化祭が台無しになります。気の緩ゆるみは許されません。

　バレー部の、焼きそばの屋台をチェックしにいくと、

「あ、会長お疲れ様でーす」

　挨拶を返し、火気を確認している時、

「そういえば会長、あの牧まき原はらって子とお付き合いしてるんですか？」

「そ、そういうわけでは」

「とぼけなくても！　一緒に相性占ったり、演劇の邪魔されないよう牧原君が身を挺ていしたり、相そう思し相そう愛あいじゃないですか！」

　それは、光ひか莉りと舞まい姫ひめです。わたくしではありません。

（それに楓ふう子こも愛も、タイガー君と絡んだ。わたくしだけ……）

　そう思って、ハッとします。わたくしはタイガー君と過ごしたいのでしょうか。

　自分の気持ちがわかりません。

　文化祭も佳境に入り、日が落ちました。

　校庭ではキャンプファイヤーが焚たかれ、その周りにカップルが大勢います。そこに……

　タイガー君が、座っていました。

　手元の何かを見ている……あれは、単語帳？

（こんな時も、勉強しているのですか!?）

　驚きつつ近づいていくと、タイガー君は慌てて単語帳をしまいました。照れくさいからでしょうか。

「タイガー君、もう怪け我がは大丈夫なのですか？」

「はい」

「あぁ、よかった……」

　思わず、安あん堵どの声が漏れます。

「いまも勉強していましたね。どうしてそこまで頑張るのですか？」

「目標とする医者になるため──そして、あなたとずっと共ともにいるためです」

「！」

　ノーブレスに居い続つづけるには、三位以内をキープしなければなりません。きっとそのために……

　わたくしは、なんて真っすぐな愛情を向けられているのでしょうか。

　タイガー君は、ポケットから冊子を取り出しました。

『煌こう導どう学がく院いんから見える星座』。タイガー君が宣伝していたものですね。

「天文部からもらったんです。これを参考に、一緒に天体観測しませんか」

「……はい」

　嬉うれしさがこみあげます。

　なぜそんな気持ちになるかというと、きっと、わたくしは。

　自覚した瞬間、とても楽になりました。

　わたくしは、すまし顔で、

「もっともわたくし、ここから見える星座は全て知っていますが」

「うわ、さすが学年一位！　せっかくこの冊子持ってきたのに」

　クスクスと笑うと、タイガー君は見とれたように、

「知ち佳かさんの笑顔、初めて見ました。とっても魅力的です」

「お世辞は結構です」
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　あ、照れ隠しで反発してしまいました。私の悪あく癖へきです。

　呆あきれられたかな、と焦りましたが……タイガー君は髪をいじる私を見て、何な故ぜか嬉うれしそう。

　彼の笑顔を見ると、とても心が安らぎます。

　そして同時に……罪悪感が湧いてきました。




　わたくしはタイガー君としばらく星を見ながら、色々な話をしました。文化祭で起きたこと、お互いの故郷について……

　一段落したころ『ここで待っていてくれませんか』とお願いし、会長室へ戻りました。

　屋根裏部屋へ行くと、楓ふう子こ、光ひか莉り、舞まい姫ひめ、愛あいがそろっていました。みな疲労感と達成感が混ざった表情。

　楓子が手を挙げて、

「知ち佳かねえ、タイガーと楽しくやれたみたいだな」

　わたくしが着けている、ヘアピン型カメラの映像を見ていたのでしょう。

　頷うなずいたあと、妹たちを見まわして、

「提案があるのですが」

　少しためらってから、こう続けます。

「もうタイガー君に、嘘うそをつくのはやめませんか」

　……しばしの沈黙。

　楓子がたずねてきます。

「それは五重人格設定を、やめるって事か？」

「はい。それどころか、五人一役もカミングアウトしたい……純粋そのもののタイガー君に、これ以上嘘を重ねるのは心苦しいのです」

　再び、みんな黙り込んでしまいました。それぞれが同じ思いを抱いていたのでしょう。

　妹たちは目を合わせたあと、頷きあいます。

「覚悟は決まったようですね。では──」

　タイガー君は、わたくし達が嘘をついていたと知ったら、どんな反応をするのでしょう。怖いです。

　そして──わたくし達五人のうち、誰かを選ぶのでしょうか。
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　知ち佳かさんと別れたあと、再びアラビア語の単語帳をめくる。五姉妹ハーレムのため、隙すき間ま時間も活いかさねば。

（あ、そうだ）

　ポケットから亜鉛のサプリメントを取り出し、口に含む。今日のように忙しく、牡か蠣きなどを調理する余裕がないときは、これで亜鉛を補おぎなうようにしている。

（しかし知佳さんに待つよう言われたけど、なんでだろ）

　──そう思った矢先、スマホが鳴った。

　知佳さんからのＬＩＮＥラインがきている。




『申し訳ありませんが、会長室へ来ていただけませんか』




　文化祭の仕事が、まだあるのだろうか。

　単語帳などをポケットにしまい、校舎の中へ。会長室のドアをあけると、

（!?）

　驚いた──天井の穴が開き、梯子はしごが下りている。

　再びＬＩＮＥラインが来た。




『その梯子を、登ってきてください』




　唾をごくりと飲む。

　知佳さんは……これから僕に、重大な秘密を明かそうとしている。

（大勝負がはじまる）

　僕の夢・五姉妹ハーレムが成るかどうかの。

　全国大会決勝すら、上まわる緊張。

　手の汗をズボンでぬぐってから、梯子を登っていく。天井裏へ顔をつっこむと──

　場違いなほど、広くて立派な部屋があった。

　テーブル、巨大なモニター、冷蔵庫、本棚、簡易ベッド、エアコン……

　そして、部屋の隅に。




　知ち佳かさん、楓ふう子こさん、光ひか莉りさん、舞まい姫ひめさん、愛あいさんがいる。




　気まずそうに俯うつむいたり、叱られた子供のように僕を見たりしてくる。

　僕は『五人でいるのを初めて見た』ことになっているのだ。舞姫さんの教えを活いかし、驚く演技をしなくては。

「えっ……？」

　自然にふるまえたと思う。

　知佳さんが、おずおずと言う。

「タイガー君。わたくし達はこれから、重大な秘密を二つ話します」

　そして五姉妹は。

　一人一人自己紹介してから『五重人格は嘘うそ』と『近衛このえ・Ｒルイーズ・知佳は五人一役』ということを語った。

　僕は表情をこわばらせたり「そんな」「信じられない……」などと相あい槌づちを打つ。

「今まで嘘をついて申し訳ありませんでした」

　五姉妹が揃そろって頭を下げる。

　そして知佳さんが、

「それで、もう一つ言いたいことがあるのですが。わたくしたち五人は、その……」

　言いい淀よどむ。

　豊かな胸に手を当て、頬ほおを染め、

「五人全員が貴方あなたを、異性として好きになってしまったようなのです」

（うぉぉおおおおおおおおおお!!）

　あふれる脳内麻薬。

　ハーレムへの必須条件が、達成された！

　だが、まだ喜びを顔に出しては駄目。『状況が呑のみ込こみ切れていない』という雰囲気を出すのだ……

　知佳さんは、碧へき眼がんを不安げに揺らし、

「あなたは、入れ替かわったわたくしたち五人と何度も触れ合ってきた。姉妹の中で付き合いたいと思うのは……だれですか？」

「アタシか？」と己を指さす楓子さん。

「ウチっしょ♪」口く調ちようは自信に満ちているが、表情は不安げな光莉さん。

　無言で、視線を向けてくる舞姫さん。

「私だったら嬉うれしいべ」と頬ほおをかく愛あいさん。

　そして知ち佳かさんは、切なげに僕を見つめてくる。




　究極の五択。




　だが僕は誰か一人を──選ばない！




　僕は、三分ほども黙もつ考こうするフリをしてから……両膝をついた。

　世界中の苦悩を背負ったように、顔に両手を当て、

「え、選べません」

　床を力一杯たたき、

「五重人格と言われて接した、どの人格も──どの人も好きなんです！　だから選べませんッ!!」

　それは心からの願い。

　だから自然に涙がとめどなく溢あふれ、声が震えた。




「みんなが欲しいです──五人全員と、恋人になりたいです！」




　屋根裏部屋に、沈黙が訪れた。

　知佳さんと、愛さんが焦った様子で、

「ちょ、ちょっと待って下さいタイガー君。自分がどんなにおかしいことを言っているか、わかっていますか？」

「そうだべ。そんな非道徳的な……」

　楓ふう子こさんが「うーむ」と腕組みし、部屋を歩き回る。

「でもなぁ」

　ショートカットの金髪を、ぼりぼり掻かいて、

「タイガーがこんな風に考えちまったのも、アタシ達が五人一役だの五重人格だの、極めてややこしい事してたからだろ？　だからあまり文句も言えないっつうか……」

　値あたい千せん金きんの言葉！

　そして楓子さんは、僕の隣に並び……力強く肩を組んできた。

「よし！　アタシはＯＫ。むしろ複数の年上お姉さんに滅め茶ちや苦く茶ちやにされるタイガー見たい」

　思う存分、滅茶苦茶にしてください。

（よし、風穴があいたぞ！）

　口くち元もとが緩ゆるみかけたが、頬ほおの肉を全力で噛かんでこらえる。口こう中ちゆうに血の味が広がった。

　次に味方になってくれたのは──舞まい姫ひめさんだった。やはり価値観が独特なのだろう。

「私も別にかまわないのだ。姉妹とずっと一緒にいたいし、舞台でハーレムの女を演じる時の役に立つかもしれないのだ」

（さすが、演技にストイック！）

　まだ『僕を好きでたまらないから』という訳ではないようだ。でも、そんなの後からどうとでもできる。

　いい流れは止まらない。続いて光ひか莉りさんが傍そばにきて、

「うーん。釈しやく然ぜんとしないけど、確かにウチらもややこしい事してたし……」

　かぷっと、耳を甘あま噛がみされた。あ、ああ。

「ステージを変えてタイガー君を奪い合うっていうのも、面白そうかな☆」

　楓ふう子こさんが対抗するように、逆側の耳を噛みながら、

「これであとは知ち佳かねえと、愛あいだけか」

「お、おかしいです！　今の状況は絶対におかしいです！」

　激しく頭かぶりを振る知佳さん。

　だが意外にも、愛さんが反論する。

「いや……私たち、おかしい事だらけだべ。五人一役をしてること自体がおかしいんだべ」

　愛さんは目を閉じ、

「だから信じるべきは、自分の素直な気持ち。それを私は、タイガー君に教わったべ」

「あ、愛？」

「私はタイガー君のことをもっと知りたい。一緒にいたいべよ。だから……」

　そして愛さんは、僕の胸にすがりつく。舞姫さんも背中にくっついてくる。

　姉妹四人に包まれて、全身がフワフワであったかい。昇しよう天てんしそう。

　残るは……

「知佳さん」

「……タイガー君」

「思えば、肥こえだめから救い出してくれたあなたに、惚ほれたことが全ての始まりでした──僕の恋人になってください」

　大嘘うそつきな僕だが。

　これだけは、真心を込めて告げる。

「幸せにします。絶対に!!」

　すると知ち佳かさんは……

　ゆっくりとこちらへ歩いてきた。碧へき眼がんを蕩とろかせて、僕へ両手をのばしてくる。

（やった！）

　ついに五姉妹ハーレムが完成する。

　一いつ世せ一いち代だいの勝負に、勝ったのだ──




「……待っ……て……」




　とつぜん、ゾッとするほど暗い声がした。

　だ、誰だ？

　周りを見る──五姉妹は全員、首を横に振っている。

「わ、私は、ここ」

　屋根裏部屋の、隅のほうから聞こえる。

　そこには、やや大きめの段ボール箱があった。

　そのフタが開き……中から出てきたのは、少女。

「!?」

『近衛このえ・Ｒルイーズ・知佳』が五人一役と知った時くらい、驚きよう愕がくした。

　その少女は……五姉妹と顔が全く同じなのだ。段ボール箱から出てきて、ゾンビを思わせる足取りで歩いてくる。

　よれよれの上下のスウェットを着ていて、異様なまでに色白で猫背。髪は床につくほど長い。

　楓ふう子こさんが驚いた様子で、

「双すご六ろく。なんでここにいるんだ？」

（双六!?）

『六』という数字からすると……六女!?




　五つ子ではなく、六つ子だったのか!?




（そ、そういえば）

　先日、愛あいさんと商店街に行った際『夕食用』としてコロッケを六個買っていた。あの時は『楓子さんが二個食うんだろう』と思っていたが……

　もっとシンプルに考えるべきだった！　コロッケは一人一個ずつだったのだ。

「紹介するよタイガー。こいつは六女の双すご六ろく」

　楓ふう子こさんが自慢げに語る。

「引きこもりだから学校来てないけど、ｅイースポーツの大会で賞金稼ぎしてる、結構すごいやつなんだ。あと煌こう導どう学がく院いんの学校裏サイトの、管理人もしてるんだよな」

（あの異様に治安のいい、学校裏サイト……）

　双六さんは管理人として、姉たちへの悪意の書き込みを防いでいたのだろう。

（あ、あまりに予想外の展開だ）

　だがせっかく、五人ハーレムが出来たのだ。ここで引くわけにはいかない。

　僕は笑顔を作って、

「はじめまして。双六さん」

「……ひぃぃっ」

　双六さんは小動物のように、知ち佳かさんの陰に隠れた。引きこもりゆえ、見知らぬ僕が苦手なのかもしれない。

　がたがた震えながらも、僕をジッと見つめてくる。寝不足気味なのか、目の下にはクマがあった。

「げ、げげげ、下劣な、お前に、姉さんたちを渡すわけには、いかない」

　楓子さん、愛あいさんが反論した。

「んなことねーぞ！　タイガーは誠実極まりないやつだ」「そうだべ、そうだべ」

　双六さんは首を横に振り、




「牧まき原はら大たい河がは、五重人格が嘘うそであることを、さっきカミングアウトされる前から、知っていた。それを隠しているやつが誠実？」




（!?）

　心臓が大きく跳ねる。

　ざわつく姉妹をよそに、双六さんはリモコンをとり、モニターを操作した。

　現れた映像は……




　黒い大きな布──暗幕を縫ぬっている、女性の手。場所は会長室。

　これは……おそらく楓子さん視点。文化祭の準備をしているときの映像だろう。

　会長室に入ってきた僕に、楓子さんが言う。

『タイガーにちょっとお願いがある。アタシの作った服を、着てくれないか？』

　それから、楓ふう子こさんが僕を女装させようとして……

　突とつ如じよ、天井裏から悲鳴。

　ゴキと遭そう遇ぐうした知ち佳かさんが会長室へ降りてこようとしたとき──楓子さんが僕のメガネをはじく。

　そうして視界を奪ってから、知佳さんと楓子さんが部屋を出る。




　双すご六ろくさんが言う。

「こ、『近衛このえ・Ｒルイーズ・知佳』役が着ける、ヘアピン型カメラの映像は、引きこもっている私のスマホでも、見られる」

　知佳さんが『学校の雰囲気を感じてほしい』という理由で設定したらしい。

　楓子さんが首をかしげ、

「でも双六。今の映像におかしい所あるか？　タイガーはメガネを落としたから、知佳ねえとアタシが同時にいてもわからなかったんだろ？」

　双六さんは巻き戻し、僕の顔が正面に映ったところで……

　その目元を拡大した。

（!!）

　心臓が止まりそうになった。失策を悟さとったのだ。

　あらゆる事態に備えるのが、僕の強み……それが裏目に出るとは！

「き、近眼の人がかける、強いメガネは、他者からは瞳が小さくなって見えたり、顔の輪りん郭かくがズレたりする。だが、この映像には、それがまったくない」

「……！」

「つまり牧まき原はら大たい河が。お前が、かけてるのは、伊だ達てメガネ。この映像の時点で、知佳姉さんと楓子姉さんが同時に見えていた。五重人格じゃないことはわかって、いた」

　双六さんがゆっくりと、僕の伊達メガネに手を伸ばしてくる。

「！」

　思わず反射的に身を引いてしまう。

　……その動きが、双六さんの正しさを証明している。

　屋根裏部屋に、沈黙が落ちた。

　今まで必死で積み上げてきた信頼が、一瞬で失われていく。

　愛あいさんが、すがるように尋ねてくる。

「タイガー君、どうして『目が悪い』なんて嘘うそついたんだべ？」

「ご、五重人格という嘘を信じるためですよ。これなら二人以上同時に現れても、メガネさえ外せば気づかないフリが……」

　しまった！

「ひ、ひひひっ！　焦ったな。語るに落ちたぞ、牧まき原はら大たい河が」

　双すご六ろくさんが、魔女のように笑った。

「『二人以上同時に現れたら？』なぜ文化祭の準備日に、そんなことに備えられる？　ご、五人一役だとお前に説明したのは、ついさっき──文化祭当日じゃ、ないか」

「！」

　奈落の底に落ちていくような感覚。交通事故で右腕を壊したとき以上の、絶望感。

　いつも冷静な知ち佳かさんが、珍しくオロオロしながら、

「つまり双六、どういうことなの？」

「わ、私がいえることは一つ。牧原大河は、どうやってかは不明だけど以前から『近衛このえ・Ｒルイーズ・知佳』が五人一役だと知っていた」

　僕を探偵のごとく指さして、

「でも今日、『五重人格と信じてたから誰も選べない』などと宣のたまい、それを口実にハーレムを作ろうとした。それが全て」

　全身が、がくがくと震える。

　楓ふう子こさんが、僕の両肩を掴つかみ、ゆすってくる。

「なあタイガー……なんか言えよ」

　その振動で、僕のポケットから冊子『煌こう導どう学がく院いんから見える星座』が落ちた。

　楓子さんがそれを拾おうとして……

　冊子と一緒に、落下したものを見つけた。

「ん、なんだこりゃ。単語帳に、サプリメントの袋？」

「あ、その単語帳はタイガー君が『あなたとずっと共ともにいるため』って勉強していたもの。きっとノーブレスに居い続つづけるため、頑張って……」

　そういう知佳さんに、楓子さんが単語帳を見せる。

「でもこれ、何語だ？　こんなもん煌導学院のテストにでるか？」

　双六さんも、単語帳をのぞき込む。

「こ、これはアラビア語。それに、このサプリメントは……亜鉛」

　にたぁ……と笑い、

「へえ。煌導学院の授業にはなく、大学受験にも、医学試験にも役立つと思えないアラビア語をずいぶん熱心にやってるねぇ？　そういえばアラビア圏には、一夫多妻制の国が多い」

「そ、そんな。『あなたとずっと共ともにいるため』って、そういう意味……」

「それに、亜鉛は夜の生活を活発にする成分。牧まき原はら大たい河がのハーレム願望に、ぴったりだ」

「「「「「えぇ……」」」」」

　双すご六ろくさん以外の五人が、これ以上なくドン引きしている。

　僕は両膝をついた。

　六女・双六さんは……たった一つの僕のミスから、芋づる式に全てを白はく日じつのもとにさらしたのだ。

　途と轍てつもなく重く、長い沈黙のあと。

「タイガー君、本当に残念だべ」

　愛あいさんが失望の声を漏らし、梯子はしごを下りていく。続いて知ち佳かさん、楓ふう子こさん、光ひか莉りさん、双六さん。

　そして舞まい姫ひめさんは、

「私は、あなたの演技を見破れなかったのだ。女優として屈辱」

　そう吐き捨てて、去っていった。

　たった一人、屋根裏部屋に残された僕。

「お、おおお……」

　人生の大目標・五姉妹ハーレム。ほぼこの手に掴つかんでいたのに……！

　突然現れた伏兵・双六さんにより、大逆転負けを喫した。

　しかも──取り返しがつかない程の、大敗北だ。

「うああああ……あぁぁぁあああああああああああああ[image: ]」

　僕は文字通り、涙が涸かれるまで泣き続けた。














[image: ]

[image: ]

（ふんふんふ～ん）

　文化祭から数日経たっても、私はご機嫌だった。

　ハーレム願望を持ったヘドロ野郎、牧まき原はら大たい河がから姉さん達を守れたのだ。

　好きだった男の本ほん性しようを知り、姉さん達は相当へこんでいた。

　自宅は一時期、葬式みたいな雰囲気だったが……まあ時が解決してくれるだろう。

　私は普段、ひきこもってゲームに励んでいるが、最近は頑張って学校に来ている。むろん牧原大河のみじめな姿を見るためである。

（くふふ。ラスボスを倒したあとのエピローグのようだ）

　放課後の会長室。

　姉さんたち五人は屋根裏ではなく、堂々とここにいる。

　知ち佳か姉さんと愛あい姉さんはノーブレスの仕事をしているが、楓ふう子こ姉さんはトレーニング、光ひか莉り姉さんは動画の編集、舞まい姫ひめ姉さんは稽古をしている。

　そして、牧まき原はら大たい河がは……

　窓まど際ぎわ族ぞくのごとく、ぽつねんとデスクに座っていた。文化祭後でノーブレスの仕事量には余裕ができており、彼にはやることがない。

　姉さんたちも挨拶以外は話さないし、牧原大河は見るからに悄しよう然ぜんとしている。

（くっくっく）

　私は愛あい姉さんに膝ひざ枕まくらされながら、ご機嫌でソシャゲをする。

　下校時刻が近づいてきて、牧原大河が立ち上がり、ゴミ箱を持った。

「……ゴミ、捨ててきます」

　誰も反応せず、とぼとぼと部屋を出ていく。いい気味だ……と思ったら、

　愛姉さんが、ため息をついた。

「冷たくするの、もうやめない？　かわいそうだべ」

「そうですね」

　知ち佳か姉さんがうなずき、

「彼の、その……ハーレム願望とやらは受け入れられませんが、もう十分でしょう」

「い、いやいや、姉さん」

　知佳姉さんは、私に言い聞かせるように、

「タイガー君が、なりふり構わず私たちをものにしたいのなら、五人一役をネタにして強ゆ請するのが効果的なはず。それをしないのは、彼の良心だと思います」

（うっ。そりゃそうだけどさ）

「彼は交通事故にあったり、肥こえだめに落ちたりして、そのたびに勝手な世評に傷ついてきたようです。私達の秘密を公開して、同じような目に遭あわせたくないのかもしれません」

（うーん。あいつ、そんな殊しゆ勝しようなヤツかなぁ）

　私は首をひねる。

　楓ふう子こ姉さんが、逆立ちして腕立てしながら、

「しかし……タイガーのヤツ五股狙ってたのか。あんな可愛かわいい顔して、中身は貪どん欲よくな獣けもの……」

　頬ほおをぽっと染めて、

「そういうの、アタシ嫌いじゃないぜ」

（へ？）

　もしかして、まだアイツに気があるの？　頭どうかしてない？

　光ひか莉り姉さんが爪をかんで、

「年下のコに、手玉にとられるなんて……やりかえしたい気持ちはあるよ」

　いや、その思考は危ないって！　またアイツにクラッといく可能性あるから！

　舞まい姫ひめ姉さんあたりも、危ないぞ。この人ぜんぜん予想つかないし。

（姉さんたち、思った以上に牧まき原はら大たい河がに甘いなあ）

　一度は惚ほれた弱み、というものか。

　これはしっかり、私が監視しておかないと……と決意したとき。

（むっ）

　お手洗いに行きたくなった。

　残念ながら、ここの屋根裏にトイレはない。あの性しよう悪わるババア理事長、五人一役なんて課すなら設置してくれればよかったのに……

　心しん中ちゆうで毒づきつつ、廊下へ。

「ううう」

　引きこもりたる私は、姉なしで行動するのが苦手だ。しかも学校なんて超アウェー。シアトルでは『grossきもい』といじめられて不登校だったし。

　だが『近衛このえ・Ｒルイーズ・知ち佳か』が二人になるので、ついてきてもらうわけにはいかないし……

　コソ泥のようにトイレへ近づいていくと、

「すみません、お聞きしたいことがあるのですが」

（ぎゃあ！）

　恐る恐る振り返ると……って、えぇぇえええええ!?　嘘うそ、嘘嘘嘘！　なんでどうして!?

　目の前にいる、私服の少女は……

『千年に一人の美少女』のアイドル、遠とお野のミカ。通称ミカたんではないか！

　なんでここに!?　私、大ファンなんだ……だが陰キャの悲しさ。あまりの神こう々ごうしさに「お、おふぅ」というキモい声しか出ない。

　だがミカたんの質問は、私をさらに驚かせた。

「あのぅ。牧原大河君って、ご存ぞん知じですか？」

「!?」

　なぜミカたんの清らかな口から、ヘドロの名が!?

　絶句していると「遠野さん、なぜここに？」という声がした。牧原大河だ。

「牧原君っ！　会いたかった！」

　国民的アイドルの頬ほおが染まり、忠犬のようにヘドロのもとへ。

「東京からわざわざ来たの？」

「ええ、スケジュールの合間を縫ぬって……ごめんなさい。私をトラックからかばって、野球できない体になってしまって」

（え？　牧まき原はらが助けたクラスメイトって、ミカたんだったの!?）

　もはや私は、アホのように口をあけて成なり行ゆきを見守る。

　ミカたんは熱を込めて語りだす。『牧原君にはどれほど感謝しても足りない』『貴方あなたが懸けん命めいにリハビリする姿に勇気をもらい、アイドルとして頑張れた』……

　そして。

「私、牧原君が好き。お付き合いしていただけませんか」

　うおお……告ったよ……

　蕩とろけたミカたんの表情は、気絶しそうなほど愛らしくて……これで落ちない男いないだろ。

（ミカたんがヘドロと結ばれるのは断だん腸ちようの思い。だけど、それにより姉さんたちの安全は確保される）

　胸をなで下ろす私だが、ヘドロは、

「ごめんなさい」

（はぁー!?）

　即答で振った！

　ミカたんは瞳を潤ませ、

「牧原くん、もしかして今……」

「ああ、好きな人たちがいるんだ」

「たち!?」

　マジかよ。

　こいついちど頓とん挫ざした五姉妹ハーレムを、まだ追うのかよ。そのため国民的アイドルさえ振るのかよ。

　ミカたんは目を伏せて、駆け去ってしまった。ああ、かわいそうに。

　激しい寒さむ気けをおぼえながら、牧原に問いかけた。

「お、お前。まだ五姉妹ハーレム、あきらめてないのか」

「いいえ」

　へ？

　どういう事だろ。ではさっきミカたんに言った、好きな人『たち』とは？

　その時、恐ろしい可能性に思い当たった。

　ま、まさか──

「僕が目指すのは、六姉妹ハーレムです」

（!?）

　は、ははは。空耳だよね。

　立ちくらみを起こす私に、牧まき原はら大たい河がは追い打ちをかけてくる。

「双すご六ろくさん、貴方あなたにも惚ほれました」

「正気か!?」

「ええ。僕はあきらめません。あなたも含めた六姉妹ハーレムを作るまで」

　尻もちをついた。

　こいつは……本当にどうかしている。大惨敗しても立ち上がり、前よりも更に実現不可能な夢へ歩き出す。一周回って感心するほどの不屈さだ。

「な、なんで好きになるんだよぅ。私みたいな引きこもりの陰キャを……」

「引きこもりの陰キャなのに、勇気を振り絞って僕に立ち向かったんですよね？　お姉さん達を守るため裏サイトの治安も良くしてましたし。双六さんは素敵な人です」

「す、素敵？　そんなハズないっ。シアトルの学校ではキモいキモい言われてたし！」

「下くだらんヤツらが何を言おうが、僕にはどうでもいい」

　牧原大河の表情には、微み塵じんの迷いもない。

「あなたは、魅力的な女性です」

「──!!」

[image: ]

　な、なんで。

　私、かつてない程ドキドキしてるの!?

　国民的アイドルすら振ったイケメンに告白されて、ちょっと嬉うれしいのか!?

（惑まどわされるな！　ヘドロから姉さんたちを守れるのは、私だけなんだぞ！）

　両頬ほおをぺちぺち叩たたいてから、言い返そうとした時……




「さすがタイガーだ。その貪どん欲よくさ、不屈の精神。アタシは嫌いじゃないぜ」




　二女の楓ふう子こ姉さんが現れた。

　ちょ。せめて何かで顔隠さないと。誰かに見られて『近衛このえ・Ｒルイーズ・知ち佳か』が二人いると思われたら、まずい……

　そう危惧する私の耳に。

　驚きよう天てん動どう地ちの言葉が、飛び込んできた。




「やっぱお前、いいわ。アタシと付き合おう」




「!?」

　ふ、楓子姉さんが。こんな、頭のネジぶっ飛んでるヤツの彼女に？　嘘うそだよね？

　そう願う私の眼前で、楓子姉さんは牧まき原はら大たい河がを抱きしめ……の、濃厚なキスを……

　私は気絶した。





あとがき







　どうもこんにちは、壱いち日にち千せん次じと申します。

　このたびは『五人一役でも君が好き』を手に取っていただきありがとうございます。




　世間は色々たいへんな状況ですが、この本読んで楽しんでいただければなーと思います。




　それでは謝辞に移ります。

　うなさか先生には、『五人一役』という難儀な設定から本当に素晴らしいイラストを仕上げていただきました。ありがとうございます。

　担当のＳ様、Ｎ様、的確なアドバイスなどありがとうございました。難産にお付き合い頂き感謝です。

　校正様、デザイナー様、営業の方々など、この本に携わって頂いた全ての方に御礼申し上げます。







　二巻を出せるかは、一巻の売り上げ次第です。

　面白かったらＳＮＳで呟つぶやくなどしていただければ、売れて、重版がかかり、続巻を出すことができて、僕がウマ娘に課金もできます。みんな幸せ（推しはキングヘイローです）。




　あとカクヨムでも、同ペンネームで小説を置いてあるので（少しですが）、よかったら見ていただければと。




　それではまたお会いできること、それに登場人物達の未来を描けることを願っております。








壱日千次











































電子書籍特典　書き下ろし短編





「うーん、疲れた」

　文化祭を数日後に控えた日曜日。

　僕はいつもの休日のように、朝から勉強をしていたが……さすがに五時間ぶっ続けだときつい。

　気分転換をかねて、これも日課である10キロのランニングに出かけることにした。

　ジャージに着替え、外へ。

（今日は、広瀬町ひろせまちの方に行ってみるか）

　どの道を走るかは、気分で決めている。ここ仙台市は東北有数の大都市だけのことはあり、いろいろ見所があって飽きない。

　しばらく走り……広瀬川にかかる橋を越えると『青葉城址あおばじようし公園』という看板が見えた。その奥には坂道がつづいていて、観光客が歩いている。

（たしか、ここ仙台城の跡地だよな）

　まだ行ったことがないので、興味を惹かれた。

　登っていくと……浴衣をまとう女性の後ろ姿。あの抜群のスタイルに、輝く金髪は。

（知佳さんだ！）

　お付き合いしたい人に遭遇し、テンションが一気に上がる。

　駈け寄って、

「こんにち──」

「しつこいですね。付き合うつもりはないと言っているでしょう！」

「!?」

　ショックのあまり、地面に両手両膝をつく。

　僕、しつこいって思われてたんだ。そりゃまあ、知佳さんと一緒にいるためにノーブレスに入ったけど……

　打ちのめされていると、知佳さんの慌てた声。

「え、タイガー君!?」

「しつこい男で、すみません……」

「ち、違うんです。先ほど見知らぬ男性から執拗に『一緒に遊ぼうよ』と声をかけられまして。また来たかと勘違いして……」

「そうだったんですか。ほっ」

「ごめんなさい。タイガー君と、あんな軟派な人を間違えるだなんて」

　五姉妹ハーレムを目指す身として、コメントしづらい。

　知佳さんは僕の手を引いて立たせ、

「お詫びに、ここから登った所にある和風カフェで、何かご馳走しましょう」

　と、いうことは。

　休日を知佳さんと過ごせるんだ。素晴らしい。

　二人で坂道を登る。知佳さんは浴衣に草履ぞうりなので、かなり歩みがゆっくりだ。速度を合わせて進んでいると……

　知佳さんがとつぜん屈み、草履を見おろして、

「あっ、鼻緒はなおが切れてしまいました」

（これは……）

　ラブコメでよくあるヤツ！

　主人公が鼻緒を直したり、ヒロインをおぶったりして、好感度を上げられるイベントだ。

　よし、僕も知佳さんに頼れるところを見せて……

「何をボーッとしてるのですか？　行きますよ」

　知佳さんは、いつの間にか歩き始めている。

「え、鼻緒は!?」

「五円玉とハンカチで直しました。和装が普段着である以上、修繕できて当然です」

「な、なるほど～……」

　感心と、肩すかしを食った気持ちが入り交じる。

　そんな僕を、知佳さんがまじまじと見てきて、

「もしかして『頼れるところもある』と、見せたかったとか？」

「……はい」

「すでに、わかっていますよ」

　ん？　それって……

「僕が『頼れる男』って、認めてくれてるってことですか？」

「……野暮なことを、聞くものではありません」

　知佳さんの頬は、ほんのり赤かった。




　少し歩くと鮮やかな赤色の神社が見えてきた。僕は看板を見て、

「『宮城縣護国みやぎけんごこく神社』っていうんですか」

「仙台城の本丸跡地に、建てられたものですね。明治維新以後の戦役などで亡くなられた方々を祀まつっています」

「へー」

　アメリカ育ちの知佳さんに教えてもらうのは、ちょっと情けない。もっと色んなことを学ばないとな。

　二人でお参りしたあと、僕は神社の一角に目を奪われた。

「なんですかこれ？」

　傘状に組まれた木材に、ひょうたんが沢山ぶら下がってる。不思議な光景だ。

「売店で買ったひょうたんに息を吹き入れ、フタをし、ここに吊す。そうすると厄を封じ込めてくれるそうです」

「へえ、面白いですね」

　せっかくなのでやってみよう。二人で売店へ向かい、ひょうたんの値段を見ると──

「うっ」

　決して高いものではないが、金欠の僕からすると厳しい値段だ。

「ちょっといま、懐ふところが寂しくて。近衞さんだけ買ってください」

　好きな女性に、こんな事を言うなんて情けない。

　へこむ僕に、近衞さんがひょうたんを買って……差し出してきた。え、なぜ？

「タイガー君が、息を吹き入れなさい。もう交通事故に遭わないよう、厄を封じておくのです」

「で、でも近衞さんが買ったものですし」

「わたくしの為でもあります。タイガー君が交通事故にあったら……嫌ですから」

　グッときた。知佳さんは一見クールだけど、内面はとても温かい人なんだよな。肥だめから僕を救ってくれた時のように。




　ひょうたんを吊したあとも、二人で青葉城址公園を散策した。

　石垣を見ながら知佳さんの解説を聞いたり、和風カフェに寄ったり。

　注文した『ずんだ餅』が来た際、知佳さんが髪をいじっているのが可愛かった。嬉しい時そうするのが、彼女の癖なのだ。

　そして、仙台の街を一望できる広場にくると……知佳さんが声をあげた。

「見てください、伊達政宗公の騎馬像です」

　有名な観光スポットだ。立派な台座の上に、像が鎮座している。

「タイガー君、像と写真を撮りませんか？」

「はい」

　知佳さんの傍に寄り、僕達ふたりと像が入るよう、スマホで自撮りし……知佳さんに画面を見せる。

「結構、いい写真じゃないですか？」

「……」

　あれ、どうしたんだろ。

　知佳さんは言いづらそうに、

「あのぅ。『像の前で、ひとりひとり交代で撮ろう』という意味だったのですが……」

「あ。すみません！　僕テンション上がってて、思わず」

　勘違いしたことに、変な汗がでる。

「……いえ、せっかくですので、いまの写真いただけませんか？　せっかくですので」

　ＬＩＮＥで二人寄り添った写真を送る。それを見た知佳さんは無表情のままだったが、髪をいじっていた。
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